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序

岩手県には縄文時代の遺跡をはじめとする数多くの埋蔵文化財包蔵地

を有しております。先人たちの残した文化財を保護し、保存していくこ

とは私たち県民に課せられた重大な責務であります。

一方、本調査の原因となりましたほ場整備（宮野目第3地区）事業を

例にあげるまでもなく、現代社会を豊かにし、快適な生活をおくるため

の地域開発もまた県民の切実な願いであります。埋蔵文化財の保護・保

存と地域開発事業という相容れない要素を持つ事業の調和のとれた施策

が今日的な課題となっております。

当財団法人岩手県文化振興事業団は､埋蔵文化財センターの創設以来、

埋蔵文化財保護の立場にたって、岩手県教育委員会の指導と調整のもと

に､開発事業によってやむを得ず消滅する遺跡について発掘調査を行い、

その記録を残す処置をとってまいりました。

本書は、花巻地方振興局・花巻農村整備事務所による｢ほ場整備事業」

に関連して平成12年度に行われた､花巻市上似内遺跡の発掘調査結果を

まとめたものであります。本遺跡は、北上川右岸の河岸段丘上に立地し、

調査の結果、平安時代の集落跡に伴う多量の遺物や遺構や中世の似内氏

の居館『似内館』に関連する堀が発見され、貴重な資料を提供すること

ができました。この報告書が広く活用され、斯学の研究のみならず、埋

蔵文化財に対する理解の一助になれば幸いです。

最後になりましたが、これまでの発掘調査及び報告書作成に御協力と

御援助を賜りました花巻地方振興局・花巻農村整備事務所や花巻市教育

委員会をはじめとする多くの関係諸機関・関係各位に衷心より感謝申し

上げます。

平成14年1月

財団法人岩手県文化振興事業団

理事長村上勝治
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三
口例

1．本報告書は、岩手県花巻市上似内第12地割3番地ほかに所在する上似内遺跡の発掘調査の結果を収録

したものである。

2．本遺跡の岩手県遺跡登録台帳の遺跡番号と調査略号は次のとおりである。

ME16-0302・KNN-00

3．本遺跡の調査は、ほ場整備（宮野目第3地区）事業に伴う緊急発掘調査である。調査は、岩手県教育委

員会生涯学習文化課の調整を経て、花巻市の委託を受けた財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財セン

ターが実施した。

4．野外調査の期間と調査面積・調査担当者は次のとおりである。

発掘調査期間平成12年4月14日～同年10月20日

室内整理期間平成12年11月1日～平成13年3月31日

発掘調査面積8,300㎡

調査担当者溜浩二郎・吉田真由美

5．出土品の鑑定は次の機関に依頼した。

石器・石製品の石材鑑定……花崗岩研究会

6．座標原点の測量および空中写真撮影は、次の機関に委託した。

座標原点の測量……協進測量設計株式会社

空中写真撮影………東邦航空株式会社

7．本報告書の執筆は溜浩二郎が担当した。

8．発掘調査において次の機関の協力を得た。

花巻地方振興局・花巻農村整備事務所、花巻市教育委員会

9．本遺跡の調査に関わる記録、遺物等の資料は、岩手県立埋蔵文化財センターに保管している。

10．実測図の凡例は16頁に記載した。
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I・調査に至る経過

上似内遺跡は「ほ場整備事業（担い手育成区画整理型）宮野目第3地区」の施行に伴って、その事業区域

内に位置することから発掘調査することとなったものである。

当事業は、ほ場整備事業（担い手育成区画整理型）宮野目第3地区において、現況標準区画10a(20m

x50m)の水田を標準区画1ha(80m×125m)に整備する事業である。事業者である岩手県花巻地方

振興局花巻農村整備事務所では、事業実地に先立ち岩手県教育委員会に対し、事業区域内における埋蔵文化

財の分布調査を依頼した。依頼を受けた岩手県教育委員会では､現地踏査により埋蔵文化財の存在を確認し、

平成11年2月16日、17日、23日、11月11日、12日、12月6日の延べ6日間、埋蔵文化財の内容把

握のため試掘調査を実地した。試掘の結果、平安時代の遺構や遺物が多数確認されたことから、工事着手に

先立ち記録保存を目的とした発掘調査が必要である旨、平成11年12月24日付け教文第963号により花

巻地方振興局花巻農村整備事務所に通知した。

通知を受けた花巻地方振興局花巻農村整備事務所では、岩手県教育委員会からの平成12年度埋蔵文化財

発掘調査に係わる事業集約の問い合わせに対し、調査を実地して欲しい旨の回答をした。

回答を受けた岩手県教育委員会は、花巻地方振興局に対し、平成12年3月6日付け教文第1220号「平

成12年度埋蔵文化財発掘調査事業について」によって、平成12年度に発掘調査を実地し、実際の調査は

(財）岩手県文化振興事業団が担当する旨を通知した。 （花巻地方振興局花巻農村整備事務所）

Ⅱ、遺跡の立地と環境

1 ．遺跡の位置

遺跡の立地する花巻市は県都盛岡市から南に30m､北上川の中流に位置する｡市域は東西29．5m・南北

27.5伽で、北西から南東に長いほぼ楕円の地形をなす｡北は岩手郡雫石町・稗貫郡石鳥谷町、東は和賀郡東

和町、南は北上市・和賀郡江釣子村、西は和賀郡和賀町・沢内村に接する。

市街地は北上川と豊沢川の合流地付近に広がる城下町で、その中心となる花巻城は古くは烏谷ケ崎城とい

い稗員氏の居城であった。明治8年に城は破却され、現在は市役所・市民体育館などがある。

市域を縦断する主な交通路には、北上川東岸を走るJR東北新幹線、西岸のJR東北本線・国道4号線・

東北自動車道などがあり、東北本線花巻駅からJR釜石線が東方に分岐する。

上似内遺跡は､東北本線花巻駅から北東に約3.5kmJR釜石線似内駅に東隣する北上川中流域右岸の河

岸段丘上に立地する。

発掘調査前の遺跡の状況は水田・畑地跡で、遺跡の標高は74m前後、北上川よりの南側の低位段丘面よ

り2mほど高い所に立地している。

2．地形・地質

地形的には、市域東半中央には北上川が大きく蛇行して南流し、西には松倉山や円森山など標高200～
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900m級の山地が連なる急峻で起伏の大きな奥羽lll系の支脈をなす山地からなる。東には比較的勾配が緩

やかな標高150～250m前後の北上山地西麓の小丘|凌や山地が張り出し、西縁に載る高松丘陵には宮沢賢

治ゆかりの胡四王山を望む。市域の北西、塚瀬森に源を発する台川は、阿弥陀ヶ倉の渓谷をうがち釜淵の滝

となって流下し、六郎山に源を発して沿線に台・花巻の温泉を湧出し、緒ヶ獺の滝となる湯ノ沢を合流、さ

らに鍋割川を合わせ瀬川となって東流し、流域には扇状地を発達させ、遺跡の南西1.8km地点で北上川と

合流する。

地質は西側の奥羽l1l系には主に新第三紀中新世のグリーンタフ活動による安山岩質～流紋岩質岩が砂岸や

礫岩．頁岩を伴い分布するほか、更新世や第匹|紀の岩盤層が分布する。さらに、東側の北上山系には泥岩お

よびチャートよりなる古生代二畳紀の地層や中生代の花崗岩類、斑レイ岩類、蛇紋岩類、さらに中新世の安

山岩類と鮮新世の炭層をはさむ砂岩、頁岩層が分布している。
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3．基本土層

調査区内の高低差は東西方向はなく、南北方向に約90～110cmの比高がある。また、遺構検出面は地

表から約30～60cmの深さがあり、削平による影響で検出面の標高は一様でない。第4図は調査B区北

端の壁面に深堀りをかけたもので、これを遺跡の基本土層とした。

第1層:10YR2/3黒褐色土粘性なし しまりあり

植物根多く含む。現表土。層厚は16～28cm。

第Ⅱ層:10YR2/2黒褐色士粘性ややあり しまり

あり暗褐色士(10YR3/3) 1～2%含む。0～34cm｡

第Ⅲ層:10YR3/3暗褐色士粘性なししまりあり

層厚は0～39cm｡ (遺構検出面）

第Ⅳ層:10YR3/4暗褐色士粘性あり しまりややあり

（地山士）

W E

トー－L=75.300m－－－10

50

100

第4図基本土層

4．周辺の遺跡

周辺の遺跡を見ると、北上川を挟み対称的な様相を呈している。これは地形的要因が影響していると考え

られる。すなわち北上川左岸は北上高地の西端にあたり、早池峰山南面を水源とする猿ヶ石川およびその支

流によって開析された段丘群や胡四王山に代表される低位山地であり､縄文時代の遺跡が8割以上を占める。

猿ケ石川左岸に位置する久保田Ⅱ遺跡は20棟の竪穴住居跡や広場を有する市内最大級の縄文時代中期集落

である。また、川を挟んだ段丘上には中野D遺跡があり、縄文時代晩期の遺物包含層が見つかっている。北

上川支流の添市川段丘上では縄文時代中期の遺跡で複式炉を持った竪穴住居跡が7棟見つかっている。さら

に同段丘上には安堵屋敷遺跡があり、竪穴住居跡2棟と埋設炉4基の遺構が確認されている。

これに対し、右岸は奥羽山脈に属する標高600～900mの山地が連なるものの、北上川支流の諸河川に

よって開析された低位段丘・沖積地が一帯に広がる。この拓けた土地にある宮野目～上似内地区周辺には山

の神遺跡のような縄文時代の遺跡も存在するが、多くは古代の遺跡であり、宮野目地区にある宮野目方八丁

遺跡が古代の官衙遺跡に比定されていることは広く知られている。また本遺跡から北東方向約1.8kmには

平成9～10年に岩手県埋蔵文化財センター、花巻市教育委員会によって調査が行われた平安時代の集落跡、

庫理遺跡がある。この遺跡の調査では竪穴住居跡から、東日本では出土例が少ない置きカマドが出土してい

る。またこれには線刻による水鳥が描かれており、全国的にも例を見ない。北西方向1.7kmには平成10

～11年に岩手県埋蔵文化財センターで調査を行った石持I遺跡がある。この調査で検出された縄文時代の

陥し穴は303基を数え、狩猟場として、断続的に利用されていたことが窺える。北西に隣接して似内遺跡

がある。この遺跡からは県内最大級の竪穴住居跡（8.9×8.3m)や9世紀の竪穴状遺構の埋土から金粒が

出土している。また漁労に使用された土錘が1棟の竪穴住居跡から346点、94点と一括出土したり、焼失

した住居跡からは炭化した胡桃・麦・栗などが多量出土しており当時の生活の様子を知る上で貴重な成果が
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あがっている。他には南西約0．5伽に平安時代の下似内遺跡があり、遺跡の載る北上川右岸の河岸段丘上

に平安時代、多数の集落跡が存在したことが確認されている。

南東に望む胡四王山には平安時代及び中世の遺跡である胡四王山館跡があり、館跡の実年代は不明である

が、南西斜面から20棟を越える平安時代の住居跡が見つかっている。

中世の時代の遺跡としては北上川左岸段丘上に矢沢八幡遺跡がある。矢沢八幡遺跡は矢沢館とも呼ばれ、

室町～戦国時代に当地の領主であった矢沢氏の居館として知られるがその位置は未詳である。また、今回調

査を行った上似内遺跡は平安時代の集落跡以外に「館跡」として知られており、郡主稗貫氏の分家である似

内氏の居館であったと伝えられ、今回の調査では館跡に伴うと思われる堀が3条検出されている。

周辺の遺跡一覧表

－6－

No. 遺跡名 時代 種別 遺物・遺構

1 小森林館 中世 城館跡 土塁、堀、二郭、縄文土器

2 江曽 縄文 散布地 縄文土器

3 古館 中世 城館跡 士塁、堀

4 黒沼館 中世 城館跡 十塁、堀、井戸

5 堀の内 中世 城館跡 堀

6 江曽一里塚 近世 一里塚

7 江曽館 中世 城館跡 士塁、堀、井戸

8 柳館 中世 城館跡 古井戸、郭、土塁、堀

9 関口北船場館 中世 船着き場

10 関口館 中世 城館跡 堀、古井戸

11 関口南船場館 中世 船着き場

12 関口南館 中世 城館跡 郭

13 大西 縄文 散布地 縄文土器

14 葛船場 近世 渡し場跡

15 セツ森古墳群 縄文・古墳 散布地・古墳群 古墳、縄文土器、土師器
16 貝の淵I 縄文・古代 散布地 縄文土器、土師器
17 セツ森 縄文・古代 散布地 縄文土器、土師器

18 猪鼻 縄文・古代 散布地 縄文土器、土師器
19 貝の淵Ⅱ 縄．文 散布地 縄文土器

20 下館 中世 城館跡

21 関口西 中世 城館跡

22 関口V 中世 城館跡

23 関口Ⅵ 中世 城館跡 土塁

24 猪鼻館 中世 散布地・城館跡 井戸、空堀、主郭
25 見山古墳群 古墳 古墳群 古墳

26 見山 縄文・古墳 散布地・古墳 縄文土器
27 馬場田 縄文 散布地 縄文土器
28 稲荷 縄文 集落跡 縄文土器

29 新田 縄文 散布地 縄文土器
30 反町 縄文・古墳 古墳群・祭祀跡 縄文土器、古墳、住居跡
31 大西橋 縄文 散布地 縄文土器

32 宿 縄文・古代 集落跡 縄文土器、土師器
33 宿館 中世 城館跡 土塁、堀
34 蛇蝿蛆 平安 散布地 土師器
35 光勝寺本堂 中世 寺院跡 塚

36 光勝寺鐘桜 中世 寺院跡 礎石

37 沢流 縄文・古代 散布地 縄文土器、土師器

38 安堵屋敷 縄文・古代 散布地 縄文土器、土師器
39 長沢Ⅱ 縄文 散布地 縄文土器
40 長沢Ⅲ 縄文 散布地 縄文土器
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No. 遺跡名 時代 種別 遺物・遺構

41 寺場古塚 縄文 散布地 縄文土器

42 鱒沢工 縄文 散布地 縄文土器

43 隅っこ館 中世 城館跡 堀、土塁

44 高畑 縄文 集落跡 縄文土器

45 長沢I 縄文 散布地 縄文土器

46 長沢Ⅳ 縄文 散布地 縄文土器

47 佐渡川古墳群 古墳 古墳群 円墳21基以上、土師器

48 宮野目方八丁 平安 城館跡 竪穴住居跡､土師器､須恵器､鉄器､砥石､二重十塁､堀

49 上ノ山 縄文・古代 散布地 縄文土器

50 上ノ山館 縄文・古代～中世 城館跡・散布地 堀､縄文土器(前・中期)､石器､土師器､須恵器

51 山の神 縄文 散布地 縄文土器（前期)、石器、土偶片

52 源明I 平安 散布地 須恵器

53 葛 縄文・平安 散布地 縄文土器、土師器

54 西宮野目 縄文 散布地 縄文土器（前・後・晩期）

55 新屋

56 先屋 縄文・近世 散布地・屋敷跡 縄文土器、石箆、石核

57 十三塚 祭祀跡 塚、古銭

58 三岳 古代 散布地 土師器

59 石持Ⅱ 古代 散布地 土師器

60 馬立I 平安 散布地 土師器

61 柏葉城 近世 散布地・城館跡

62 田力中野 縄文・平安 散布地 縄文土器、土師器

63 馬立Ⅱ 平安 散布地 土師器

64 本館Ⅲ 中世 城館跡 郭、堀

65 石持I 縄文・平安 集落跡 竪穴住居跡、落とし穴、土師器、須恵器

66 似内 縄文・平安・近世 集落跡 竪穴住居跡､落とし穴､土師器､須恵器､土錘､鉄器､金粒

67 古館（似内館） 中世 城館跡

68 庫理 縄文 散布地 縄文土器、土師器

69 添市古墳群 古墳 古墳群

70 添市館 城館跡

71 東野袋 古代 散布地 土師器

72 矢沢古堂 古代 集落跡 土師器、須恵器、鉄製鍬

73 上野々 縄文 散布地 石斧、石器

74 添市 縄文・弥生 散布地 縄文土器(前？･中･晩期)､弥生土器(後期)、石器

75 陣ヶ森 中世 城館跡 堀、土塁

76 上幅 縄文・古代 集落跡 竪穴住居跡、石器、縄文土器

77 下幅 古代・平安 散布地 竪穴住居跡、土師器、須恵器

78 本館I 縄文 散布地 縄文土器（晩期)、石器

79 本館Ⅱ 縄文 集落跡 落とし穴状遺構

80 下似内 古代 散布地 土師器、須恵器

81 下東 古代 散布地 土師器、須恵器

82 上似内 古代 散布地 土師器、須恵器

83 槻ノ木Ⅱ 縄文 散布地 縄文土器、石器

84 槻ノ木I 縄文・弥生 散布地 縄文土器（晩期)、弥生土器

85 花巻城 中世～近世 城館跡 堀

86 堰袋Ⅱ 古代 散布地 十師器、須恵器、土錘

87 高松I 縄文 散布地 縄文土器（中期）

88 高松Ⅱ 縄文・弥生・平安 散布地 縄文土器（晩期)、弥生土器（谷起島）

89 高松Ⅲ 縄文・弥生 散布地 縄文土器、弥生土器、石器

90 蒼前堂 縄文 散布地 縄文土器

91 上台I 縄文・平安 集落跡 縄文土器、土師器、須恵器

92 古館（高木古館） 中世～近世 城館跡 堀

93 サイノ神 縄文 散布地 縄文土器（中期）

94 堰袋I 縄文・古代 散布地 縄文土器、石器、土師器

95 安野I 縄文 散布地 縄文土器（後期）

96 上台Ⅲ 縄文・古代 集落跡 縄文土器、石器、土師器
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No. 遺跡名 時代 種別 遺物・遺構

97 久田野I 縄文 散布地 焼土遺構、縄文土器、スクレイパー

98 上台Ⅱ 縄文 散布地 縄文土器

99 高木岡神社 経塚 塚、白磁瓶

100 久田野Ⅱ 縄文 集落跡 竪穴住居跡、縄文土器（中期）

101 胡四王山館 平安 城館跡 空壕､二重空堀､竪穴住居跡､縄文土器､土師器､須恵器､古銭､砥石

102 槻ノ木Ⅲ 縄文・古代 散布地 縄文土器、土師器、須恵器、石器

103 矢沢八幡 平安・江戸 集落跡・城館跡 竪穴住居跡､堀立柱建物跡､溝､土師器､須恵器､古銭､陶磁器､石器

104 経塚森 古代 経塚 土師器

105 寺場 古代 集落跡 竪穴住居跡、土師器、須恵器

106 明ヶ沢 縄文 散布地 縄文土器（中期)、石器

107 高松寺跡 廃寺跡 古碑

108 安野Ⅱ 弥生 集落跡 弥生土器、石斧

109 安野Ⅲ 縄文・古代 散布地 縄文土器、土師器、石器

110 中野C 縄文・古代 集落跡 焼土､士坑､縄文土器､石器､土製耳栓､土師器､石錐

111 中野B 縄文 散布地 縄文土器（後期)、弥生土器、石器

112 中里一里塚 近世 一里塚 塚2基

113 中野， 縄文～古代 散布地 土坑､縄文土器(前･中，晩期)､弥生土器､(中期)、石器､土偶片､土師器
114 中野A 縄文 散布地 縄文土器（中期？)、土師器、石器、須恵器
115 高松山経塚 平安・近世 経塚・廃寺跡 経塚、竪穴状遺構、白磁壺、常滑壷
116 綱森 塚 塚2基

117 桜町

118 不動I 縄文 集落跡 縄文土器（後．晩期)、石器
119 不動Ⅱ 古代 散布地 土師器、須恵器、古銭（寛永通宝）
120 桜町窯跡 近世 窯跡 陶磁器、瓦片

121 上館 中世・近世 城館跡

122 高木中館 縄文・古代 散布地 縄文土器

123 長根Ⅲ 古代 散布地

124 長根Ⅱ 古代 散布地 土師器
125 八ツ森 縄文・古代 集落跡 竪穴住居跡ほか、縄文土器、石器、土師器
126 山ノ神Ⅳ 縄文 散布地 縄文土器
127 外台河原 古代 散布地 土師器

128 一二丁目城 縄文・中世 城館跡 堀、土塁、縄文土器（早期）
129 長根I 古代 散布地 土師器

130 荒屋敷 古代 集落跡 焼土、土師器
131 小袋 古代 散布地 土師器
132 大沢Ⅱ 縄文・中世 散布地 縄文土器、土師器、須恵器
133 大沢I 古代 集落跡 土師器、須恵器
134 山ノ神Ⅲ 縄文 散布地 縄文土器
135 山ノ神Ⅱ 縄文 散布地 縄文土器
136 山ノ神V 縄文 散布地 縄文土器
137 山ノ神I 縄文 散布地 縄文土器
138 沖 古代 散布地 土師器

139 宿内 縄文 散布地 縄文土器
140 一二丁目中村 古代 散布地 土師器
141 薬師館 中世 城館跡 郭、堀
142 長根坂 縄文 散布地 縄文土器（晩期)、石器
143 中 平安 散布地 土師器
144 平良木館 城館跡？ 堀
145 明戸I 縄文 集落跡 縄文土器（後期)、石器
146 明戸Ⅱ 縄文・平安 集落跡 土師器、縄文土器、石器
147 明戸Ⅳ 縄文 散布地 縄文土器、土師器
148 長志田 縄文 散布地 縄文土器
149 明戸Ⅲ 縄文・古代 散布地 縄文土器、土師器、石器
150 臥牛 縄文 散布地 縄文土器（中・後・晩期)、須恵器、土偶
151 乱場館 中世 城館跡 帯状腰郭、堀
152 長根 縄文 散布地 縄文土器



第5図周辺の遺跡分布図
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5．歴史的環境（中世）

（1）中世の花巻市と郡主稗貫氏

文治5年奥州合戦以後、当地を支配した稗貫氏は本姓を中条氏といい、元は武蔵国埼玉郡小野保を本館と

する関東御家人であった。初代は中条義綱でその子孫がやがて稗貫郡に移り住み稗貫氏を名乗るようになっ

た。鎌倉幕府が倒れ建武政府が樹立されると稗貫時長は南部氏などとともに陸奥国司北畠顕家の座下に属し

て北奥の現地奉行として活躍した｡南北朝時代になると稗貫氏は北畠氏の磨下から離れ､足利方について戦っ

た。稗貫郡は斯波・和賀などの諸郡とともに、北上川中流域における足利方の重要拠点となった。室町時代

になって稗貫氏は十八ケ城に住み、所領は郡内一円の石烏谷町、花巻市（南部は和賀領)、大迫町、東和町

西部に及び稗貫五十三郷といわれ、稗貫郡主と称される。16世紀になると室町幕府の勢力は下火になり、

永禄二年（1559)､稗貫氏22代当主政直は十八ケ城から烏谷ケ崎に城を築いて移った。天正18年（1590）

豊臣秀吉は小田原北条氏を攻めるために参陣するよう命令を奥州に下した。これに応じなかった23代当主

稗貫広忠は秀吉の大軍の北上するのをみて戦わず、烏谷ケ崎城を捨てて逃げ、遂に鎌倉以来約400年続い

た稗貫氏は滅亡した。

（2）似内氏

似内氏の主稗貫氏は『南部史要』（第13世守行公）「為家の子を三河守為重といふ、建久二年源頼朝より

陸奥稗貫郡五十三郷を賜はり翌年八月この地に至って瀬川城に居る。逐に稗貫を以て氏となす｡」と記され、

鎌倉時代にその源を発する。似内氏の祖は稗貫始祖広重（始常陸四郎為家）の三人の舎弟の1人似内孫八郎

為政であり、上似内村を領地したと伝えられている。また『邦内郷村志』と『内史略』の記述によれば、上

似内村の五内川城主は似内氏で、稗貫氏の支流であるという。

似内氏の始祖の後は、その系譜や事績などが絶えており、定かではないが、『吾妻むかし物語』の永享八

年（1436)、十八ケ城戦での記述で「稗貫方にも矢沢・小山田・似内・槻木等稗貫の一家なれば我先にと

相集まる」とあり、『内史略』や『邦内郷村志』によれば、天正年間には、上似内は似内備中守の嫡男・似

内雅楽助が居住し、下似内は稗貫広忠が和賀から入婿したときの従者といわれる、平沢隠岐が領したことに

なっており、これは似内雅楽助の母が、平沢隠岐の娘であったことによる。また天正末葉頃には、『奥南落

穂集』（稗貫家の次第）の中に似内備中守高範､似内雅楽助高衡､似内隼人、似内但馬守敏房､似内式部且房、

似内五郎、似内平蔵らの氏名がみえる。また稗貫氏末期の家中に、一族老臣として似内孫七郎があり、重臣

の地位にあったことがわかる。

『奥々風土記』（巻三）には、「似内の城上似内村に今も城の跡あり。城主の名は知られねど、稗貫の家

族が跡なりとなん」と綴られている。

天正18年(1590)豊臣秀吉は小田原北条氏を攻めるために出陣の命令を奥州に下した。これに応じなかっ

た稗貫氏は所領を没収され秀吉の大軍の北上するのをみて戦わず､烏谷ヶ崎城を捨てて逃げた｡秀吉の代官、

浅野長政は、 8月に奥州仕置を決定し、烏谷ケ崎城にはその臣浅野重吉をおいて帰東した。10月、これに

不満を抱く、和賀・稗貫の残党が蜂起して城を囲んだ。このとき集まった者の中に似内何某の名が記されて

いる。（南部根元記）

中世において似内氏は主である稗貫氏の興亡と運命をともにし、稗貫氏の没落とともに歴史からその名を

消した。現在、館跡のあった平場は近年の畑地や水田の造成でかつての面影はなく、今回の発掘調査で検出

された堀によって館の規模や構造の一部を推測でき、当時の面影をかいま見ることができる。また現在でも
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似内周辺には似内姓の家が少なくない。

（3）似内館

似内館のある上似内地区は北上川が大きく東側に挾り込む右岸の穀倉地帯で、川の対岸には矢沢・槻木の

地があるため、昔から北上川の渡し場の1つとして水上交通の要所となっていた。

館跡は「五内（川）館｣、「古館」と呼ばれることもあり、上似内の五内川の東側、北上川に面する右岸

の場所と云われてきた。しかし、北上川の河道変更により流れが大きく南側に変わったため、現在は中位段

丘となっている。

近年の開田造成の影響で今日、その面影は全く見ることができない。『稗貫郡旧記』には「土居」という

記述があり、堀以外に土塁などがあったことをうかがわせる。また古老によると、大きな空堀が館の南側を

流れる北上川に向かって「．」の字形に開く形の郭が造られ､西側の堀の切れ目には湧水が沸いて湿地となっ

ていたという。今回の調査で検出した1号堀、 3号堀がこれにあたると思われる。また、中央部南側で検出

した2号堀の存在から群郭式の平城であったと考えられ、周囲にはさらにいくつかの堀跡があると考えられ

る。

館の対岸の北上川左岸には、似内氏と同じく稗貫氏の分族、矢沢氏の館があり、この両岸周辺が郡主稗貫

氏にとって、重要な地域であったことを示している。

（4）周辺の中世城館遺跡

今回調査した上似内遺跡周辺の城館跡を第6図に記載した。これらを発掘調査された遺跡を中心に述べた

い。小森林館（30）は奥羽山脈東縁から発する洪積世砂礫段丘上に位置し､稗貫家臣小森林氏が居館とした。

平成9年の発掘調査では堀1条、土塁1基が検出された。根子館(10)は稗貫家臣根子氏の居館で、慶長

年間の城主根子内蔵は天正18年の和賀・稗貫一摸や慶長5年の花巻城襲撃の首謀者の1人といわれる。ま

たそれから東に約3．5伽地点にやはり根子氏が居住した古館I遺跡（13）があり、これについては『岩手

文化財調査報告書第82集』で「周溝をもち、士塁によって3区分された東西250m、南北130mの柵地

形式の館」と報告されている。瀬川が北上川への合流前に流路を南へ変える付近の中位段丘縁に稗貫氏が烏

谷ケ崎城に移転する前の居館と云われる本館I遺跡（8）があり、十八ケ城に比定されるが資料によって見

解が異なるため断定はできない。似内館と北上川を挟んだ左岸に稗貫氏の一族矢沢氏の居館があったとされ

る矢沢八幡遺跡（21）がある。昭和51年の発掘調査では古代・近世の遺構・遺物が発見されたが中世の館

跡に関わる遺構・遺物は見つかっていない。轟木館（11）は笹間地区の和賀・稗貫を結ぶ街道が交差する

地点にあり、館という地名の西側の平地にある。方形単郭の館跡で土塁や堀が見られる。館主は和賀氏重臣

驫木氏で天正年代には暴木入道月斎なるものが居住していた。

<参考文献〉

岩手県1976 『北上山系開発地域土地分類基本調査花巻』

岩手県花巻市教育委員会1998『花巻市内遺跡発掘調査報告書』

（久保野Ⅱ遺跡・本館Ⅱ遺跡・似内遺跡）

（財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター(2000)『狼沢Ⅱ・高松寺・上駒板遺跡発掘調査報告書』

（岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第319集）

岩手県教育委員会1986『岩手県中世城館跡分布調査報告書』
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N○ 遺跡名 規模 城（館）主（所属） 現況 遺物・遺構

1 万寿山館（湯の高館） 山林

2 大畑館 大畑氏（稗貫） 堀、土塁

3 金矢館（湯の館） 金矢氏（稗貫）高橋氏（稗貫） 道路、宅地、草地 堀、土塁

4 椚ノ目 堀、土塁

5 小瀬川館 100×250 稗貫氏居館 宅地 堀､士畢、陶磁器

6 円万寺館館（旧館） 円万寺氏（稗貫） 寺院、山林 堀

7 天下田 道路､宅地､墓地他 堀、士塁、溝

8 本館I (十八ヶ城？） 400×200 稗貫氏居館 宅地 堀、陶器

9 湯口上館 田畑 堀

10 根子館 根子氏（稗貫） 寺院、宅地 堀

l1 轟木館 100×100 轟木氏（和賀→南部） 田畑、宅地 堀

12 坂井館

13 古館I 250×130 根子周防守（稗貫） 宅地 堀

14 下館 根子氏（稗貫） 堀

15 花巻城（烏谷ヶ崎城） 稗貫氏本城 城跡 堀

16 上館 根子内蔵（稗貫）

17 十二丁目（獅子ヶ鼻城） 十二丁目氏 宅地、林

18 薬師館 山林 堀

19 高木古館

20 似内館 250×150 似内氏（稗貫） 田畑 堀

21 矢沢八幡 矢沢氏（稗貫） 堀立柱建物跡､古銭､陶磁器

22 添市館

23 陣ヶ森

24 隅っこ館 200×300 山林 堀、士畢、郭

25 八重畑館（大館） 300×250 八重畑豊前守(稗貫)八重畑掃部（稗貫） 田畑、宅地 土塁、堀

26 上ノ山館 葛西氏（稗貫） 宅地、畑地 堀

27 柳館（矢の目館） 300×200 阿部氏？ 田畑、宅地 古井戸、郭、土塁、堀

28 江曽館（北・中館） 300×500 藤原氏？ 山林 堀、井戸、十里

29 古館 (250×350） 宅地、山林 土塁、堀

30 小森林館（小森館） 300×450 小森林治部（稗貫） 山林 土塁、堀
一

、一郭

31 黒沼館 80×90 黒沼清太夫 宅地、寺院 十塁、堀、井戸

32 堀の内 堀

33 下館 250×250

34 関口V 関口氏（和賀）

35 関口Ⅵ 関口氏（和賀） 士塁

36 関口館 300×200 関口小五郎（和賀） 宅地、田畑 堀、古井戸

37 関口南館 関口氏（和賀） 郭

38 関口西 関口氏（和賀）

39 猪鼻館 120×150 猪鼻弥十郎 山林、寺院 井戸、空堀、主郭

40 笹原館 120×120 滝田大学 宅地 堀、土塁

41 大川原館 150×150 大川原氏 田畑、宅地 堀

42 安俵城（館小路・館） 安俵忠秀（和賀） 堀

43 毒沢城 毒沢伊賀（和賀） 堀



第6図周辺の中世城館跡
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Ⅲ、野外調査と整理方法

1 ．野外調査

（1）グリッドの設定と遺構名

グリッドの設定にあたっては平面直角座標第X系、X=-65,700.000,Y=26,800.000を調査原点

座標とし、原点とした。調査で使用した基準点の成果は次のとおりである。

基1 (X=-65,930.000Y=27,350.000)

基2 (X=-66,030.000Y=27,350.000)

基3 (X=-66,070.000Y=27,380.000)

基4 (X=-66,070.000Y=27,490.000)

原点から東方向へはA～Fの数字を付し、南方向へはI～Ⅵを与え、これを組み合わせて、 IA、ⅡBの

ように表記した。大グリッドの大きさは50×50m，小グリッドの大きさは5×5mで遺構外の遺物の取

り上げに際しては、第7図のグリッド配置図にあるような小グリッドを用いた。遺構名は種別ごとに1号竪

穴住居跡、 2号士坑のように任意に名称を付した。
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第7図グリッド配置図

－14－

封
２
’
３
－
４
－
５
’
６
－
７
－
８
－
９
』

Zl3I415161 7 1819110l

E区

平…年度1巻市教育委員会!“

基1

(繊:望8:888）

基3

（

｜ ’ ▲

基

Ⅵ
、
ノ

０
０

０
０

０
０

０
０

７
８

ｐ
β

６
７

６
２

一
一
一
一

Ｘ
Ｙ

、

〃C区C区

（
基2

X=-66,030.叩0

友
27,350“0



（2）粗掘りと遺構検出

本調査に先立って岩手県教育委員会生涯学習文化課によって試掘調査が行われた。それによって、今回の

調査対象部分については遺構の粗密や層序・遺物の状況がある程度把握されていた。試掘の入らない所には

人力によるトレンチを設定して、細部の状況を確認した。これにより遺構が検出するレベルまで遺物が少な

いこともあり、重機によって、表土を除去し、その後人力による遺構検出を行った。調査にあたっては工事

の都合からA区。B区北側の調査を先行して行い、その後C区→E区→D区の順で行った。

（3）遺構の精査と実測・遺物の取り上げ

検出された遺構は、竪穴住居跡は4分法で精査を実施した。遺構の平面図・断面図は20分の1の縮尺で

実測を行った。一部、竪穴住居跡のカマド・炉の平面・断面については10分の1で実測を行った。溝跡や

堀跡については平板測量で40分の1の平面図を作成した。なお断面図は20分の1である。その他の遺構

については2分法で精査を実施し、基本的には平面図・断面図ともに20分の1の縮尺で実測した。例外的

に10分の1で実測を行った遺構もある。遺構内出土の遺物については、埋士土層に基づいて取り上げ、必

要に応じて写真撮影・図面作成後に取り上げた。遺構外出土の遺物については、前述のとおり、調査区ごと

に出土した層位を記して取り上げた。

（4）写真撮影

野外調査での写真撮影は、6×7cm判カメラ（モノクロ）を1台、35mm判カメラ（モノクロ、カラー・

リバーサル）を2台、この他にポラロイドカメラ1台をメモ的な用途として使用した。撮影に当たっては、

撮影状況を記した「撮影カード」を事前に写し、整理時の混乱を防止した。また、調査終了にあたり調査現

場の航空写真撮影を実施している。

（5）広報活動

埋蔵文化財に対する啓蒙活動の一環としては9月15日に調査成果を公開する現地説明会を開催するとと

もに日々の見学者には随時対応し、調査の概要を説明をした。

2．室内整理

（1 ）作業手順

遺構については調査現場で作成した実測図の点検、合成、第2原図の作成、トレース図版作成の順に進め

た。遺物については、接合、復原を行った後、仕分け･登録と併行して実測図の作成、トレース、写真撮影、

図版作成を順に進めた。また、これらの作業と併行して原稿執筆をした。

（2）遺構

遺構図面の縮尺は原則として竪穴住居跡については平面図・断面図ともに50分の1，カマドの各部断面

図は25分の1，溝状遺構は平面図100分の1，断面図40分の1，土坑・陥し穴状遺構は平面図・断面図

ともに50分の1を原則として掲載したが、遺構の規模によって一部変更もあり、図面にはそれぞれスケー

ル・縮尺率を付した。遺構写真の縮尺については不定である。（なお写真図版中の写植にある→の記号は撮

影した方向を示している。＜例北→北方向から撮影＞）

（3）遺物

土器の実測図は原則として、反転実測が可能なものに限ったが、一部平面実測を行ったものもある。遺物

写真の縮尺については縮尺不定である。遺物の実測図に付している番号は遺物写真図版に付した番号と同一

である。拓本図版・写真図版掲載遺物の縮尺率は次頁の通りである。
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土器・鉄製品・・・1／3 大型の土器・礫石器・・・1／4剥片石器・土製品・・・1／2

古銭・・・2／3

図版中の土器はP，礫はSと表し、遺構の表現や土器の調整方法は第8図の実測図凡例に示すとおりであ

る。
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Ⅳ、検出された遺構と遺物

今回の調査で検出された遺構は縄文時代の陥し穴状遺構29基、平安時代の竪穴住居跡26棟土坑8基、

中世の墓塘1基、堀跡3条、他に溝跡5条、柱穴列1基、柱穴状小土坑が81基検出されている。

1 ．陥し穴状遺構

陥し穴状遺構は29基検出された。平面形のほとんどが溝状の形状を呈しているが、他に楕円・長楕円形

の形状を呈するものがある。規模が最大のものは開口部径356×28cmで最小のものは116×38cmであり、

多くは開口部の長軸径が270cm前後の規模を持つ。また、最も深いもので100cm、浅いもので24cmを

測り、平均で約70cm前後深さを持つ。検出された場所はA区．E区に多く、 2～5基まとまって見つかっ

ている。陥し穴状遺構からはほとんど遣物は出土しておらず、25号陥し穴状遺構の埋士から片面調整の剥

片石器が1点出土している。

各陥し穴状遺構の位置・規模等については観察表に記載した。

陥し穴状遺構観察表

－17－

遺構名 位置 平面形 開口部径 底部径 深さ 長軸方向 埋土
検出状況

重複関係
図版 写図

1号陥し穴 IB-96 溝型 287X40 276X10 70 N-1｡ -E

自然堆積で上位は黒色士、中位

は褐色土、下位は黒色土が堆積。 9 5

2号陥し穴 mB-23 溝型 356X28 342X8 72 N-52。-W

自然堆積で上位は黒色~黒褐色

土、中位は褐色土､下位は黒褐

色土が堆積。

9 5

3号陥し穴 VD-06 溝型 330X55 338X22 54 N-50｡ -W

自然堆積で上位は黒色土、中位

は黒褐色土、下位は黒色土が堆

積

9 5

4号陥し穴 WD-96 溝型 279X40 249X10 41 N-74｡ -W

自然堆積で上位は黒色士、中位

～下位は黒褐色土、黒褐色砂粒

が堆積。

9 5

5号陥し穴 mB-62 溝型 335X35 348X10 92 N-71
0

-E

自然堆積で上位と下位には黒色

土
積

中位ににぶい黄褐色土が堆

11号陥し穴と

重複し、これ

より新しい。

9 5

6号陥し穴 mB-42 溝型 327X57 349X10 80 N-68。-W

自然堆積で上位は黒色土､中位は黒

褐色土とにぶい黄褐色土の混合土。

壁際ににぶい黄褐色粘土質土が堆積。

9 6

7号陥し穴 mB-33 溝型 330X40 356X18 74 N-62｡ -W

自然堆積で上位は黒色士、中位

はにぶい黄褐粘土､下位は黒褐

色土が堆積。

10 6

8号陥し穴 mB-43 溝型 370X50 350X13 54 N-82｡ -W

自然堆積で上位～中位は褐色土

主体､下位は黒褐色、暗褐色士

が堆積。

10 6

9号陥し穴 HC-02 溝型 253X98 216X30 88 N-30｡ -E

自然堆積で上位は黒色土主体、

下位は黒褐色､暗褐色土が堆積。
3号住居跡と

重複し、これ

より古い。

10 6
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遺構名 位置 平面形 開口部径 底部径 深さ 長軸方向 埋土
検出状況

重複関係
図版 写図

10号陥し穴 HC-02 溝型 268X110 219X26 91 N-13｡ -E

自然堆積で上位は黒色士、中位

は黒褐色土、下位は暗褐色、黒

褐色土が堆積。

3号住居跡と

重複し、これ

より古い。

10 6

1l号陥し穴 mB-61 溝型 202X66 ？X13 71 N-84｡ -W

自然堆積で上位～中位は黒褐色

土、下位は暗褐色砂粒が堆積。

5号陥し穴と

重複し、これ

より古い。

10 7

12号陥し穴 MB-61 溝型 225X84 218X9 79 N-47｡ -W

自然堆積で上位～中位は黒褐色

土、下位はにぶい黄褐色土が主

体に堆積。

10 7

13号陥し穴 mA-100 溝型 241X36 230X6 100 N-27｡ -E

自然堆積で上位は黒褐色土、中

位は褐色土、下位は黒褐色、暗

褐色土が堆積。

26号住居跡と

重複し、これ

より古い。

11 7

14号陥し穴 WD-66 溝型 211X60 194X22 35 N-78｡ -W

自然堆積で上位は黒褐砂質士、

中位は暗褐色砂質士､下位は褐

色土が堆積。

10号住居跡と

重複し、これ

より古い0

11 7

15号陥し穴 WD-77 溝型 329X38 281X10 62 N-73｡ -E

自然堆積で上～中位は黒褐～暗

褐色砂質土､下位は褐色土、暗

褐色砂質土が堆積。

11 7

16号陥し穴 WC-07 溝型 317X26 302X14 24 N-54｡ -E

自然堆積で上位は褐色土、中位

は黒褐色土、下位は暗褐色砂質

士が堆積。

l1 8

17号陥し穴 WC-09 溝型 311X20 297X8 34 N-64。-W

自然堆積で上位は黒褐色土主

体、中位は暗褐色砂質土､下位

は黒褐色土が堆積。

11 8

18号陥し穴 WE-20 溝型 339X29 336X9 65 N-56｡ -W

自然堆積で上～中位は黒褐色

土、下位は黒褐色士､褐色砂質

土が堆積。

18号住居跡と

重複し、これ

より古い。

l1 8

19号陥し穴 VD-84 溝型 300X83 257X26 56 N-7｡ -E

上位は黒色～暗褐色土が主体、

下位は､褐色のシルト、砂質士

が堆積。

12 8

20号陥し穴 VD-85 溝型 ？X73 245X18 51 N-8｡ -W

自然堆積で上位は黒褐色土と褐

色土、下位は褐色砂質土が堆積。 12 8

21号陥し穴 VD-86 溝型 ？X64 208X16 58 N-25｡ -W

自然堆積で上～中位は黒褐色土

と褐色土、下位は褐色砂質土が

堆積0

12 9

22号陥し穴 WF-07 溝型 241X37 276X8 85 N-57｡ -E

自然堆積で上位は黒色土、中～

下位は褐色砂質土を挟み黒褐色

土が堆積。

12 9

23号陥し穴 VF-96 溝型 230X41 248X14 94 N-71
0

-E

自然堆積で全体が黒褐色土を主

体とし、中位に暗褐色土層が堆

積0

12 9

24号陥し穴 VF-88 溝型 260X66 298X21 91 N-61
0

-W

自然堆積で上位は黒褐色土､中位はに

ぶい黄褐色の粘土質土､下位はにぶい

黄褐色土混じりの黒褐色土力雌積。

13 9

25号陥し穴 VE-84 溝型 222X30 241X19 43 N-87｡ -W

自然堆積で上位は黒褐色士、中

位は暗褐色土､下位は黒褐色士

が堆積。

13 9

26号陥し穴 WF-03 溝型 116X38 128x16 70 N-31｡ -W

自然堆積で全体が黒褐色土を主

体とした土層堆積で中位~下位

にはにぶい黄褐色士が混じる。

13 10

27号陥し穴 VIF-01 溝型 146X53 142X16 79 N-75｡ -E

自然堆積で上～中位は黒色士、

黒褐色土、壁際に褐色砂質土、

下位に暗褐色土が堆積。

13 10

28号陥し穴 VF-94 溝型 128X56 133X16 67 N-40。-W

上位は黒褐色土､中位は褐色砂質

土混じりの黒褐色土、にぶい黄褐

色士､下位に暗褐色土が堆積。

13 10

29号陥し穴 VF-75 溝型 256X29 282X12 80 N-80。-E

自然堆積で上～中位は黒褐色

士、下位は、黒色土、暗褐色士
が堆積。

13 10
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2．10YR3/2黒褐色砂質土50％、10YR3/3暗褐色砂質土50％の混合土層

粘性ややあり しまりあり

3．10YR3/4暗褐色砂質土粘性ややあり しまりあり

4．10YR4/4褐色土粘性なししまりあり

黒褐色土粘性あり しまりあり

褐色土粘性あり しまりあり

暗褐色土粘性なししまりあり

黒褐色土粘性あり しまりあり

夕
ａ
「

ａ
借

耐慰JO.［

IX

16号陥し穴

b－b′

1．10YR4/4

2．10YR2/3

含む。

3．10YR3/4

20％含む。

褐色土粘性なししまりあり暗褐色土(10YR3/4)5％含む。

黒褐色土粘性なししまりあり暗褐色土（10YR3/4）3％

暗褐色砂質土粘性なししまりあり黒褐色土（10YR2/3）

15号陥

b－b′

1 ．10YR3/2黒褐色砂質土粘性なししまりややあり暗褐色砂質土（10YR3/4）30％

含む。

2．10YR3/4暗褐色砂質土粘性ややあり しまりややあり黒褐色土（10YR3/2）20％
含む。

3．10YR3/3暗褐色砂質土粘性なししまりあり黒褐色土（10YR3/2）10％含む。

4．10YR3/3～3/4暗褐色砂質土粘性なししまりややあり黒褐色土（10YR3/2）5％

含む。

5．10YR4/4褐色砂質土粘性なししまりなし

6．10YR3/3暗褐色砂質土粘性なししまりややあり

〆織4 】YH4ノI

いⅢ
ａ
『

ａ
岸

､諜
好

陛些
a

トー－L＝74.200m
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耳
18号陥し穴

b－b′

1．10YR3/2

2．10YR3/2

3．10YR4/4

4．10YR4/4

5．10YR2/2

10YR3/2

17号陥し穴

b－b′

1 ．10YR2/2

2．10YR3/4

3．10YR3/2

（10YR3/4）

4．10YR3/4

5％含む。

5．10YR4/4

（10YR3/2）

6．10YR2/2

に含む。

黒褐色土粘性ややあり しまりあり

10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり暗褐色土（10YR3/4）5％含む。

10YR4/4褐色砂質土粘性ややあり しまりあり黒褐色土（10YR2/2）10％含む。

10YR4/4褐色砂質土粘性ややあり しまりあり

10YR2/2～3/2黒褐色土粘性あり しまりあり褐色砂質土（10YR4/4）20％含む。

黒褐色土粘性ややあり しまりあり

暗褐色砂質土粘性ややり しまりあり

黒褐色土粘性ややあり しまりあり暗褐色砂質土

5％含む。

暗褐色砂質土粘性なししまりあり黒褐色土（10YR3/2）

褐色土褐色砂質土粘性なししまりあり黒褐色土

3％含む。

黒褐色土粘性あり しまりあり礫（径5～2GTTn）多量

0 1：60 2m
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第11図 13～18号陥し穴
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野
19号陥し穴

b－b′

1 ．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり

2．10YR3/2黒褐色土粘性あり しまりあり

3．10YR3/4暗褐色土粘性あり しまりあり黒褐色土（10YR3/2）30％含む。

4．10YR3/4暗褐色砂質土粘性ややあり しまりあり

5．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり暗褐色砂質土（10YR3/4）1％含

6．10YR4/4～4/6褐色土粘性あり しまりあり

7．10YR4/4褐色砂質土粘性なししまりなし

1％含

20号

b－b′

1 ．10YR2/2～3/2黒褐色土粘性あり しまりあり

2．10YR4/4～4/6褐色土粘性あり しまりあり黒褐色土（10YR2/2）

3％含む。

3．10YR4/4褐色砂質土粘性なししまりなし黒褐色土（10YR2/2）

5％含む。

4．10YR4/4褐色砂質土粘性なししまりなし

む。

篭ｾ イ/刀
21号陥し穴

笠． UqC

匂
１
１
１
１

，
－

胃V
22号陥し穴

b－b′

1 ．10YR2/1

2．10YR3/2

3．10YR3/2

4．10YR4/4

5．10YR3/2

6．10YR3/2

黒色土粘性なししまりあり

黒褐色土粘性あり しまりあり褐色土（10YR4/4）2％含む。

黒褐色土粘性あり しまりあり

褐色砂質土粘性あり しまりあり

黒褐色土粘性あり しまりあり

黒褐色土粘性あり しまりあり褐色土（10YR4/4）30％含む。

21号陥し穴

b－b′

1 ．10YR2/2

2．10YR3/2

3．10YR4/4

4．10YR3/2

5．10YR4/4

黒褐色土粘性あり しまりあり

黒褐色土粘性あり しまりあり

褐色土粘性あり しまりあり黒褐色土（10YR3/2）3％含む。

黒褐色土粘性あり しまりなし褐色土（10YR4/4）10％含む。

褐色砂質土粘性なし黒褐色土(10YR2/2）5％含む。

γ=2卿79

撫雲~6aO76 l亨 剣
23号陥し穴

b－b′

1 ．10YR3/2

2．10YR3/3

3．10YR3/2

4．10YR3/2

5．10YR3/2

黒褐色土

暗褐色土

黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

粘性ややあり しまりあり

粘性あり しまりあり

粘性あり しまりあり暗褐色土（10YR3/3）20％含む。

粘性あり しまりあり暗褐色土（10YR3/3）5％含む。

粘性あり しまりあり暗褐色土（10YR3/3）10％含む。
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24号陥し穴

些 4

宵 25号陥し穴

b－b′

1 ．10YR2/2

2．10YR3/3

3．10YR3/4

4．10YR2/3

黒褐色土粘性あり しまりあり

暗褐色土粘性あり しまりあり

暗褐色砂質土粘性ややあり しまりあり壁崩落土

黒褐色土粘性あり しまりあり

24号陥し穴

b－b′

1 ．10YR2/2

2．10YR4/3

3．10YR4/3

4．10YR3/2

黒褐色土粘性あり しまりあり

にぶい黄褐色粘土質土粘性あり

にぶい黄褐色粘土質土粘性あり

黒褐色±粘性あり しまりあり

しまりあり

しまりあり 2層より暗い色

にぶい黄褐色土（10YR4/3）30％含む。

憩猛鞍'上 4

於玲●外へ、 27号陥し穴

b－b′

1 ．10YR2/1

2．10YR3/3

3．10YR3/2

（10YR3/3）

qsb::|:"
（10YR3/3）

6．10YR4/4

（10YR3/3）

7．10YR3/3

黒色土粘性なししまりあり

暗褐色土粘性ややあり しまりあり X＝

黒褐色土粘性あり しまりあり暗褐色土

10％含む。

褐色砂質土粘性なししまりあり

褐色砂質土粘性なししまりあり暗褐色土

2％含む。

褐色砂質土粘性なししまりあり暗褐色土

5％含む。

暗褐色土粘性あり しまりあり

』q昭7－． 穴

5りざ‘

W
26号陥し穴

b－b′

1 ．10YR2/2

2．10YR3/2

3．10YR3/2

4．10YR3/2

5．10YR3/2

6．10YR3/2

黒褐色土粘性ややあり しまりあり黒褐色土（10YR3/2）20％含む。

黒褐色土粘性あり しまりあり

黒褐色土粘性あり しまりあり にぶい黄褐色土（10YR4/3）20％含む。 X=-6
黒褐色土50％､10YR4/3にぶい黄褐色土50％の混合土層粘性ありしまりあり

黒褐色土70％､10YR4/3にぶい黄褐色土30％の混合土層粘性ありしまりあり

黒褐色土80％､10YR4/3にぶい黄褐色土20％の混合土層粘性ありしまりあり

･'066-d
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窪_""‘唯訓 29号陥し穴

、 昌一L=74,00m埋昌 当

瀧
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鵬
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29号陥し穴

b－b′

1 ．10YR2/2

2．10YR5/4

3．10YR3/2

4．10YR3/1

5．10YR2/1

黒褐色土粘性あり しまりあり褐色土粒（10YR4/6径1～2，丁､）1～2％含む。

にぶい黄褐色砂質土粘性あり しまりあり

黒褐色土粘性あり しまりあり

黒褐色土粘性あり しまりあり褐色土（10YR4/4）40％含む。

黒色土粘性あり しまりあり褐色土（10YR4/4）3％含む。

L＝741⑱、

卜竺虐
b' ′a
ヨョ

鱈
28号陥し穴

b－b′

1 ．10YR2/1

2．10YR3/3

3．10YR3/2

4．10YR4/3

5．10YR4/4

6．10YR3/3

黒色土粘性あり しまりあり

暗褐色土粘性あり しまりあり褐色砂質土（10YR4/4）10％含む。

黒褐色土粘性あり しまりあり褐色砂質土（10YR4/4）5％含む。

にぶい黄褐色土粘性あり しまりあり

褐色砂質土粘性あり しまりあり

暗褐色土粘性あり しまりあり
0 1：60 2m
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2竪穴住居跡（住居状含む）

今回の調査で検出された竪穴住居跡は全部で26棟である。いずれも古代（平安時代）に属するもので形

状は正方形、長方形である。調査区ごとの内訳はA区7棟、B区8棟、C区2棟、D区4棟、E区5棟であ

る。このうちカマドをもたないものは1棟、遺構の一部が調査区外に延びてカマドの有無が確認できないも

のが2棟で､他はすべてカマドを1基ないし、2基（22号住居跡は3基）有する。カマドの向きは北が2棟、

東が18棟、南が2棟である。

1号住居跡

遺構（第14図、写真図版11）

＜位置・重複関係> IC-67グリッドに位置し、表土下の第Ⅲ層で検出された。遺構の西半は調査区外

に延びる｡また撹乱のためカマドなどの施設の残存状況は不良で住居の壁面の一部や煙道部は消滅している。

重複する遺構はない。

＜規模・平面形・方向＞削平のためにいずれも詳細は不明である。

＜埋士＞上位は黒褐色士、中位は黒色士、下位はの黒褐色士の層が堆積する。

＜壁＞壁は外傾して立ち上がり、壁の残存値は調査区外である南壁・西壁は未計測で北壁12cm，東壁

20cmである。

＜床面＞床面はほぼ平坦で、踏み固めによる堅さはない。また床面と壁面の区別ができず、遺構の範囲や

壁の立ち上がりがやや不明確である。

＜土坑＞なし。

＜カマド＞東壁のやや南寄りに設けられていると推定される。微量の赤褐色焼土粒が60×48cmの範囲

に広がり､焼土の厚さは最大17cmである。煙道部は削平のため検出できなかった。袖部は地山である褐色、

黄褐色シルト混じりの黒褐色土を貼って固めて構築されている。

遺物（第72図、写真図版61）

＜土器＞ 2～6が出土した。2～5はカマド崩落土からの出土である。 263は酸化炎焼成の坏で成形は

ロクロ、 2は器体内面が黒色処理され、箆磨きが施されている。底部の切り離し技法はいずれも回転糸切り

である。4は還元炎焼成の坏で成形はロクロ、底部の切り離し技法は回転箆切りで、切り離し後に再調整が

施されている。 5は酸化炎焼成の甕の口縁～胴部の破片で成形はロクロによる。 6は埋土1層から出土した

還元炎焼成の壺の破片で成形はロクロによる。

＜石器＞床面から砥石（7）が1点出土した。磨り痕は側面の5面にあり､長さ11.7cm,幅7.8～3.9cm

の大きさである。

時期出土遺物から平安時代に属すると考えられる。

2号住居跡

遺構（第l5o16図、写真図版12．13）

＜位置・重複関係> IC-84グリッドに位置し、第Ⅲ層で検出された。重複する遺構はない。

＜規模・平面形・方向＞規模は437×389cm，総床面積は約16.99㎡、平面形は方形状を呈する。主

軸方向はS-13o－Wである。

－24－
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ローニーマ”
A－A′

1．10YR2/2

2．10YR2/1

3．10YR2/2

黒褐色土粘性なししまりあり黄榿色焼土粒（7.5YR7/8径1～2rTm）微量含む。

黒色土粘性あり しまりあり明黄褐色土（10YR7/6）微量含む。

黒褐色土粘性なししまりあり

a

信一L＝74.9Ⅸ)mS＝1/25 』引

a－a

1 ．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり赤褐色焼土（5YR4/6）微量含む。

2．10YR2/1 黒色土粘性なししまりあり にぶい黄褐色土（10YR5/4）微量含む。

3．5YR4/6赤褐色焼土粘性あり しまりあり

」L1LL=74.900mS=1/25

--＝夛 ｡ここと
b－b

l・ 10YR2/1

2．5YR4/6

3．10YR3/3

黒色土粘性なししまりあり にぶい黄褐色土（10YR5/4）微量含む。

赤褐色焼土粘性ややあり しまりなし

暗褐色土60％、10YR4/3にぶい黄褐色土40％の混合土層粘性なししまりややあり （袖土）

0 1：50 2m
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＜埋士＞全体が黒褐色士を基調とする層の堆積である。

＜壁＞壁は外傾して立ち上がり、壁面の残存値は東壁13cm,西壁14cm，南壁13cm，北壁7cmである。

＜床面＞床面は平坦で固く、全面に掘り方を持ち、黄褐色士粒を含む黒褐色土で貼り床されている。厚さ

は4～15cmである。

＜土坑>P1～P3の3基が検出された。P1は位置から貯蔵穴と思われ、南側のカマドが構築される前

に使用されていたものである。P2は壁面と南側のカマドとの切り合いから住居跡より古い時期の遺構であ

る可能性が高い。

＜カマド＞東壁（1号）に1基、南壁（2号）に1基設けられている。新旧は遺物の出土状況やカマドの

残存状態、 P1が2号カマドの袖～燃焼部にかけての下から検出されていることから1号カマドが古いと考

えられる。1号カマドの袖部は黄榿色土を基調とするシルトを貼って固めたもので明赤褐色焼土粒を多く含

む。燃焼部には50×46cmの範囲で暗赤褐色焼土が広がり、焼土の厚さは最大で12cmである。煙道部は

掘り込み式の構造で長さは67cm，煙出し部に延びるに従い、緩く上がり、煙道部の深さは最深で5cm

と浅い。 2号カマドは袖部～天井部にかけて黒褐色土を持ち込んで固めて構築され、燃焼部に近い内側は焼

成を受けて暗赤褐色焼土へ変移している。燃焼部には焼土層が44×44cmの範囲に広がり、焼成の厚さは

最大9cmを測る｡煙道～煙出し部の長さは136cmで､煙道部の中間あたりから煙出し部にかけて緩く下り、

最深部は33cmある。

遺物（第73図、写真図版61．62）

8～12が出土した。8は埋土2層より出土した酸化炎焼成の坏で成形はロクロ、器体内面は黒色処理が

施されている。底部の切り離し技法は回転箆切りで、切り離し後に回転箆削りによる再調整が体部下まで施

されている。9は2号カマド燃焼部から出土した還元炎焼成の坏で底部の切り離し技法は回転糸切りによる。

10は埋土1層から出土したロクロ成形の大形の坏で、器体の内面は黒色処理され、ミガキが施されている。

底部の切り離し技法は回転糸切りである。11．12は非ロクロ成形の甕で11は埋土1層、12は2号カマ

ドの燃焼部から出土した。器面調整は11が口縁部ヨコナデ、胴部外面ナデ、内面ハケメ、12が胴部～底

部はナデ、胴部の下半にケズリが施されている。13は還元炎焼成の甕で埋土2層から出土した。器面調整

はロクロナデによるもので胴部の外面下半にケズリが施されている。

時期出土した遺物の特徴から9世紀中葉頃に属する。

3号住居跡

遺構（第17．18図・写真図版14．15）

＜位置・重複関係>nC-02グリッドに位置し、表土下の第Ⅲ層で検出された。9号・10号陥し穴状

遺構と切り合いこれらを切る。

＜規模・平面形・方向＞規模は441×448cm、総床面積は約19.75㎡、平面形は正方形を呈し、主軸

方向はE-15｡-Nである。

＜埋土＞上位は黒褐色土、中～下位は黒色土を基調とする層の堆積で、上位には褐色士粒が少量混じる。

＜壁＞壁は外傾して立ち上がり、壁面残存値は東壁18cm，西壁17cm、南壁8cm，北壁13cmである。

＜床面＞床面は平坦で、固く締まっており、一部分に浅い掘り方を持ち、黒色系シルトで貼り床されてい

る。厚さは9～21cmである。

＜士坑>P1～P3の3基が検出された。P1は貯蔵穴、P2，P3は用途不明である。

＜柱穴＞4基が検出された。P4～P7はいずれも主柱穴と考えられ、深さは48～52cmである。束
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1 ．10YR2/2黒褐色土

2．10YR3/1 黒褐色土

3．10YR2/3黒褐色土

黄褐色土（10YR5/8
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粘性あり しまりあり黒褐色土（10YR3/2）20～30％混じる。

粘性ややあり しまりややあり黄褐色土粒（10YR5/6）3％、炭化物粒1％、

径5～30mm）2％含む。
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号カマド
ク

ーC

，7．5YR2/2

２
Ｃ
１

1010

9 1
930％、5YR3/6暗赤褐色焼士70％

性あり しまりあり

2．7．5YR2/1 黒色土粘性ややあり しまりあり褐色焼土粒

（7.5YR4/6）微量含む。

3．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりややあり褐色焼土粒

（7.5YR4/4）微量含む。

4．5YR4/6赤褐色焼土粘性なししまりあり黒褐色土（7.5

YR2/2）20％含む。

5．7．5YR3/4暗褐色焼土粘性あり しまりなし黒褐色土（10

YR3/1）10％含む。

黒色土粘性あり しまりあり褐色焼土（7.5YR4/6）10～20％含む。

黒褐色土粘性あり しまりなし

褐色焼土粘性なししまりあり

褐色土粘性あり しまりあり明赤褐色焼土（5YR5/8）30％含む。

黒褐色土粘性なししまりあり

6．10YR2/1

7．10YR3/1

8．7．5YR4/6

9．7．5YR4/4

10．10YR2/2

2号カマド

d－d′

1 ．10YR3/1 黒褐色土粘性なししまりあり赤褐色焼土粒（5YR4/8径2～5mm）

微量含む。

2．7．5YR3/1 黒褐色土粘性あり しまりあり赤褐色焼土粒(5YR4/8径2～5mm）

30％含む。

3．10YR2/3 70％、10YR3/1 30％の混合土層粘性あり しまりあり

4．10YR3/1 黒褐色土粘性ややあり しまりあり赤褐色焼土（5YR4/6）10～20％

微凪含む。

5．7．5YR2/2黒褐色土30％、5YR3/6暗赤褐色焼土70％粘性あり しまりあり

6．5YR4/6赤褐色焼土粘性なししまりあり黒褐色土（7.5YR2/2）20％含む。

7. 7.5YR4/4褐色土粘性あり しまりあり明赤褐色焼土（5YR5/8）30％含む。

8．10YR3/3暗褐色焼土粘性あり しまりなし赤褐色焼土粒（5YR4/6）微量含む。

P1 ′

l-LL=73.500m三斗
P2

+LL=7:i0On4
耐

ヴ
ヶ

３
６

Ｐ
４７峠

２

P3

g－g'

1 ．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり

にぶい黄褐色土（10YR6/4）3％、炭化物粒微

母含む。

2．10YR2/1 黒色土粘性あり しまりあり

にぶい黄褐色土（10YR4/3）3％含む。

3．10YR2/1 黒色土粘性あり しまりややあ

り にぶい黄褐色土（10YR4/3）1～2％含む。

P1 ，－三

ge－e

P2
1 ．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり明赤褐色焼土粒

f－f′
（5YR5/6）微量含む。

2．10YR2/1 黒色土粘性ありしまりあり黒褐色土(10YR3/2) !:_lpXBg/j黒色土粘性なししまりあり
明黄褐色土（10YR7/6）1～2％含む。

30％含む。

3．10YR2/1 黒色土粘性あり しまりなし明黄褐色土(10YR 2:_lgW/2黒褐色土粘性あり しまりあり
明黄褐色土（10YR7/6）5％含む。

7/6）微量含む。

4．7．5YR3/2黒褐色土粘性あり しまりあり にぶい赤褐色焼土 3．10YR2/1 黒色土粘性あり しまりあり
4．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり

（5YR4/4）20～30％含む。
明黄褐色土（10YR6/6）微量含む。

0 1：50 2m

－
第16図 2号住居跡

西方向のP4-P5、P6-P7間は約1.5m、南北方向のP4-P7、P5-P6間は約3mである。

＜カマド＞東壁のやや南寄りに設けられている。榿色、暗褐色の焼土層が72×54cmの範囲に広がり、

焼土の厚さは最大8cmである。煙道部は掘り込み式で長さは128cm、煙道部は煙出し部に向かって緩く

上がる。袖部は褐色シルトを少量含む黒色土に礫や土器片を混入して固めた構造である。

遺物（第73．74図、写真図版62）

14～21が出土した。14～17は酸化炎焼成の坏で14は遺構検出面、15はP1付近の住居床面、16･

17はカマドの燃焼部から出土した｡14～16の器体の内面は黒色処理が施されており､成形はロクロによる。

底部の切り離し技法は回転糸切りによるもので16は切り離し後、箆削りによる再調整が施されている。18

は酸化炎焼成による大形の坏ないし碗で、カマド燃焼部から出土した。成形はロクロ、器面の調整はロクロ

ナデのみで底部の切り離し技法は回転糸切りによる。19は酸化炎焼成の渦でカマドの支脚として利用され

ていたものであり、成形はロクロ、器面の調整は口縁部はロクロナデ、胴部は内面はロクロナデ、外面上位

はロクロナデ、下半はケズリが施されている。20はカマド燃焼部から出土した酸化炎焼成の甕、21はP

5の埋土中から出土した還元炎焼成の甕で器面調整は内面にロクロナデ、外面上位はロクロナデ、胴部外面

の下半はケズリが施されている。また底部外面には再調整が施されている。

時期出土した遺物の特徴や住居の形態から9世紀後半～末葉頃に属する。
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土坑類計測表

一
ク
ラ
ン

卜一旦一一L=74.800m －旦斗

E二二一二二弓二二重造
P2

L- L=74EOOm-EJ
3 1

下評r
P2

〃

C－C

1 ．10YR2/1 黒色土粘性なししまりあり

2．10YR4/4褐色土粘性なししまりあり

3．10YR2/1 黒色土粘性なししまりあり

褐色土（10YR4/4）10％含む。

4．5YR5/8明赤褐色焼土粘性なし固く

しまる。

A一A′B－B′

1．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり

2．10YR2/1 黒色土粘性あり しまりあり

3．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり

4．10YR1.7/1 黒色土粘性あり しまりあり

褐色土（10YR4/4）少量含む。

赤褐色焼土粒（5YR4/6）微量含む。

0 1：50 2m

第17図 3号住居跡

－29－

No． 径(cm) 深さ(cm)

P1 68×66 34

P2 98×90 9

P3 80×64 16

P4 36×36 50

P5 36×34 52

P6 44×42 49

P7 32×32 49
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罵言aーa

1 ．10YR2/2

2．10YR2/3

しまりあり

3．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり明褐色焼土（7.5YR5/6）微量含む。

4．10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり明赤褐色焼土（5YR5/8径1

～3，m）微量含む。

5．10YR2/3黒褐色土粘性ややあり しまりあり

6．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり明黄褐色土（10YR7/6）1％含む。

7．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり明黄褐色土（10YR7/6）1％含

む、橿色焼土粒（7.5YR6/8）微量含む。

8．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり橿色焼土粒（7.5YR6/8）微鉦含む。

9．10YR3/1 黒褐色土30％、7.5YR6/6橿色焼土粒70％粘性なししまりあり

10.7.5YR3/3暗褐色焼土粘性なししまりあり

ｄ
『

謬
恥

３
６

Ｐ
４７一

一Ｌ己
P3

d－d'

1 ．10YR2/2

2．10YR2/1

3．10YR3/4

黒褐色土粘性なししまりあり

黒色土粘性あり しまりあり

暗褐色土粘性あり しまりあり

P4

e－e

l・ 10YR2/1 黒色土粘性あり しまりあり

にぶい黄褐色土（10YR4/3）1％含む。

2．10YR3/1黒褐色土粘性あり しまりや

やあり暗褐色砂質土（10YR3/4）20％含む．

息7艶｡点

W
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P1 P5

b－b’ f－f'

1 ．10YR2/3黒褐色土粘性なししまりあり 1．10YR2/1 黒色土粘性あり しまりあり

檀色焼土粒（7.5YR6/8）1％含む。 2．10YR2/1 黒色土粘性あり しまりなし

2．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり 暗褐色土（10YR3/3）微量含む。

3．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり

2層よりやや薄い。

P7
P6

h－h′
〃

g－g
1 ．10YR2/1 黒色土粘性あり しまりあり

1．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり
2．10YR1.7/1黒色土粘性あり しまりなし

にぶい黄褐色土粒（10YR4/3）微量含む。
3．10YR1.7/1 黒色土粘性あり しまりなし

2．10YR2/1黒色土粘性ややあり しまりあり
2厨より漣色。

にぶい黄褐色土粒（10YR5/4）10％含む。

3．10YR2/1 黒色土粘性あり しまりあり

0 1：50 2m

トー一計一
3号住居跡

b－b"

1 ．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり

2．10YR2/3黒褐色土90％、黒褐色土（10YR2/2）10％の混合土暦粘性ややあり

しまりあり

3．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり明褐色焼土（7.5YR5/6）微量含む。

4．10YR2/1 黒色土粘性なししまりあり褐色土（10YR4/4）10％含む（袖土)。

5．10YR3/1 黒褐色土粘性ややあり しまりあり

6．10YR3/1 黒褐色土30％、7.5YR6/6榿色焼土粒70％粘性なししまりあり

7. 7.5YR3/3暗褐色焼土粘性なししまりあり

8．10YR3/3暗褐色土粘性なししまりあり黒褐色土（10YR3/1）10～20％含む。

9. 7.5YR6/6橿色焼土粘性なししまりあり

10．10YR3/1 黒褐色土粘性なししまりあり明褐色焼土（7.5YR5/6）5％含む。

11 ．10YR2/1 黒色土粘性なししまりあり

12．10YR3/3暗褐色土粘性なししまりあり褐色土（7.5YR4/4）30％含む。

第18図

4号住居跡

遺構（第19．20図・写真図版16）

＜位置・重複関係＞ⅡC-11グリッドに位置し、表土下の第Ⅱ層で検出された。西半は調査区外へと延

びるため部分調査である。重複する遺構はない。

＜規模･平面形･方向＞西半が調査区外のため､遺構全体の規模は不明。南北間の長さは約583cmである。

平面形は方形状を呈すると推定される。

＜埋土＞自然堆積を呈し、上位は黒褐色、中位は黒色土、下位は褐色士を基調とした堆積状況である。

＜壁＞壁は垂直に近い傾斜で立ち上がり、壁面残存値は東壁16cm，南壁23cm，北壁18cmである。

＜床面＞床面は平坦で、やや固さがある。全面に掘り方を持ち、にぶい黄褐色土混じりの黒褐色士で貼り

床され、厚さは4～14cmである。

＜士坑>P1～P3の土坑が3基検出された。P1は楕円形を呈し、200×96cmの規模で土器片が出土

するが用途は不明である。P2，P3はいずれも浅く、堀り方により土坑状に掘られたものという可能性も

ある。

－30－



＜カマド＞東壁のやや南寄りに設けられ、カマドが作り替えられた形跡が窺える。その根拠としては、①

燃焼痕が2カ所に存在すること。②煙道部が継ぎ足した形状を呈すること。③2に補足して煙出し部が3カ

所存在することなどが挙げられる。ただし、カマドの再構築時に見られる住居跡の拡張跡は認められていな

いが仮にP3上で検出された焼土が旧カマドの燃焼部である場合、位置的に住居の壁面は現状より手前（西

より）にあると考えるのが自然である。新旧燃焼部には赤褐色焼土層が78×62cm、41×37cmの範囲にそ

れぞれ広がり､焼土の厚さは7～11cmである。煙道部は掘り込み式で全長は242cmある｡煙道部は煙出し

部がピット状に掘り込まれている以外は傾斜はなく平坦である。煙出し部と考えられる掘り込みは他に約

70cmと約180cmの所にあり、深さは手前から51cm，43cm、51cmである。カマドの袖部は明黄褐色土

を少量含む黒色､黒褐色土の混合土を持ち込んで固めて構築され、併せて土器片や礫も多く混入されている。

遺物（第74～76図、写真図版63．64）

＜土器＞22～26は酸化炎焼成の坏で22はカマド袖土、23は貼り床士、24は住居床面、25は埋土2

層、26は埋土中からそれぞれ出土した。いずれも成形はロクロで、22．23の器体内面には黒色処理に伴

うミガキ調整が施されており、底部の切り離し技法は22～25は回転糸切り、26は切り離し後のケズリ

再調整によって不明である。また、24．26の器体外面下の底部付近にはケズリによる再調整が施されてい

る。27．28は酸化炎焼成による非ロクロ成形の小形甕で27はカマド、28は埋士下部から出土した。器

面の調整は口縁部ヨコナデ、胴部～底部はナデによる調整が施されている。29．30は酸化炎焼成による非

ロクロ成形の甕でカマドの崩落士から出土した。器面の調整は口縁部ヨコナデ､胴部～底部は29はハケメ、

30はナデよる調整が施されている。31．32は還元炎焼成による甕で31は住居床面、32はカマド内から

出土した。成形は31が非ロクロ、32はロクロ使用である。器面の調整は31は外面叩き目、32はロクロ

ナデによる調整である。

＜石器＞33は側面に叩き痕、34は両面、35は片面に磨痕がある磨石でいずれも住居床面から出土した。

時期遺構の全容は明らかではないが、出土遺物の特徴から9世紀中葉頃に属すると思われる。

5号住居跡

遺構（第19．20図、写真図版17）

＜位置・重複関係＞ⅡC-21グリッドに位置し、表土下の第Ⅲ層で検出された。重複する遺構はない。

＜規模・平面形・方向＞規模は244×243cm，総床面積は約5.92㎡、平面形は隅丸方形状を呈する。

＜埋士＞自然堆積を呈し、上位は黒褐色士、中～下位は黒色～黒褐色土で構成され、中央下部に明赤褐色

焼土が少量混入している。

＜壁＞壁はやや外傾して立ち上がり、壁面残存値は東壁14cm，西壁13cm、南壁12cm、北壁20cm

である。

＜床面＞床面は平坦で、やや固さがある。部分的に掘り方を持ち、褐色土混じりの黒褐色士で貼り床され、

厚さはおよそ4～11cmである。

＜士坑＞北西隅に1基検出された。72×54cmの規模で深さは16cmを測る。出土遺物はない。

＜遺構の性格＞規模やカマドが構築されてないこと、出土遺物が少ないことから住居跡ではなく、小屋的

に利用されていた遺構の可能性が考えられる。

遺物（第76図・写真図版64）

36は埋士2層から出土した酸化炎焼成の坏で成形はロクロ、器面調整はロクロナデ、底部の切り離し切

り離し技法は再調整により不明である。

時期検出面、出土遺物から平安時代の遺構と考えられる。

－31－
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No． 径(cm) 深さ(cm)

P1 72×54 16



L-L4論” －釣 惇－L島諾加 一旦訓

区外

4

A一A"

1 ．10YR2/1 黒色土

50～60％含む。

2．10YR2/1 黒色土

30％含む。

4号住居跡一P1

A－A'

1 ．10YR2/1 黒色土粘性なししまりあり にぶい黄褐色土（10YR5/4） 1％、褐色焼

土粒（7.5YR7/6）微量含む。

2．10YR2/1黒色土粘性なししまりありにぶい黄褐色土（10YR5/4）2％含む。

3．10YR2/1 黒色土粘性なししまりありにぶい黄褐色土（10YR5/4）3％含む。

4．10YR5/4にぶい黄褐色土粘性なししまりあり

5．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり

6．10YR3/4暗褐色砂質土粘性なししまりあり

7．10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまりありにぶい黄褐色土(10YR5/4)20％含む。

A－A′B－B”

1 ．10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり褐色土（10YR4/4）1～2％含む。

2．10YR2/1黒色土粘性あり しまりあり明黄褐色土（10YR7/6）3％含む。

3．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり明赤褐色焼土（5YR5/6）1％、明黄褐色土（10YR7/6）

1～2％含む。

4．10YR4/4褐色土粘土質粘性あり しまりあり

5．10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり褐色土（10YR4/4）20％含む。

6．10YR2/1 黒色土粘性あり しまりあり にぶい黄褐色土（10YR5/4）微量含む。

7．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりありにぶい黄褐色土（10YR5/4）20％含む。

粘性なししまりあり褐色砂粒（10YR4/4）

粘性なししまりあり明黄褐色土（10YR7/6）

4号住居跡一P3

A－A'

1 ．10YR3/3暗褐色土粘性なししまりあり にぶい赤褐色燈士

（5YR4/4）3％、明黄褐色土（10YR7/6）1％含む。

2．10YR3/1 黒褐色土粘性なししまりあり褐色砂質土（10YR

4/4）70％含む。

LL4mnﾄLL＝74.80QT1 －当

ﾄ4--f霊鼎 －昌引冊
、
○
図

カクラン
P P且

10Q1 571

塊2 5、Z7 15152 旧
〆
旧

4
888

16
33 6F P

ﾄLL易蒜加
11 Ｂ

弓20

’
四
四
Ｉ

1233 1P
1721

ﾌー
今 9

1314

4号住居跡一カマド

、
叩
甫
、
雲

’
０
４
４
４
ｑ
《
叩
》
》
●
■
■
Ｕ
《
泗
〆
』

ａ
・
Ｉ
《
ｚ
動
》
４
．
眞
●
〕
《
ｂ
７
．
負
〕
ｑ
》
Ｑ
Ｉ
ｏ
Ｄ
ｏ
，
１
．

a

lOYR
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一A′B－B′

， 10YR3/1 黒褐色土粘性なししまりあり にぶい黄褐色土（10YR4/3） 2％含む。

、 10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり明赤褐色土（5YR5/6）3～5％含む。

．10YR2/1 黒色土粘性あり しまりあり にぶい黄褐色土（10YR4/3） 3％含む。

． 10YR3/1 黒褐色土粘性なししまりあり褐色土（10YR4/4）10％含む。

】Y卜

10YR2/1 黒色土粘性なししまりあり明黄褐色土（10YR6/6）1％含む。 13．10YR3/2黒褐色土粘性あり しまりなし

10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり暗褐色土（10YR3/4）20％含む、明赤褐色焼 14．10YR2/1 黒色土粘性あり しまりあり炭化物2％含む。
土（5YR5/8）1～2％含む。 15．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり にぶい黄橿色(10YR6/4)粒状で1％

10YR3/1黒褐色土粘性なししまりあり赤褐色土（5YR4/8）3～5％含む。 橿色粒（7.5YR6/8）微量含む。
10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり 16．10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり

１
２
３
４

10YR2/1 黒色土粘性あり しまりあり（掘りすぎ）

10YR2/1 黒色土粘性なししまりなし褐色焼土（7.5YR4/6径3～7，W､）微量含む。

10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり明赤褐色焼土（5YR5/6）3％含む。

10YR2/1 黒色土粘性あり しまりなしにぶい赤褐色土焼土粒（5YR4/4径3～4『Tm）

微量含む。

10YR2/3黒褐色土粘性なししまりあり明赤褐色士燈土（5YR5/6）微量含む。

10YR5/4にぶい黄褐色土粘性ややあり しまりあり

10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりなしにぶい赤褐色焼土（5YR4/4）1～2％含む。

10YR3/3暗褐色土粘性あり しまりあり

10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり

10YR2/1 黒色土粘性あり しまりあり 5号住居跡一p，
10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり a－a，

鼻L軍協昌 1 'oYR2/2黒褐色土粘性なししまりあり5YR4/6赤褐色焼土粘性ややあり しまりあり カマド燃焼部

5YR4/6赤褐色焼土粘性ややあり しまりあり 旧カマド燃焼部 にぶい黄橿色士粒（1OYR7/4径5～7ITwn）3

､右，獺3陽'鰯蟹｛鱸2護りぁ，
2

－－当 ：卿X4鯨息夢撫や歸り笹繍埋某ド燃焼痕
4号住居跡一カマド 10．10YR3/1 黒褐色土粘性なししまりありにぶい赤褐色燈士

17

18

19

20

21

22

ﾄLf誰繍
b－b′ （5YR4/4）2％含む。

1 ．10YR2/1 黒色土粘性なししまりあり明黄褐色土（10YR6/6）1％含む。 11 ．10YR5/4にぶい黄褐色土粘性あり しまりあり（地山土）

2．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり暗褐色土（10YR3/4）20％含む。 12．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり赤褐色焼土

明赤褐色焼土（5YR5/8）1～2％含む。 （5YR4/6）微量含む。

3．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり明黄褐色土（10YR7/6）微量含む。 13．10YR3/3暗褐色土粘性あり しまりあり褐色土（10YR4/6）

4．10YR3/3暗褐色土粘性なししまりあり赤褐色焼土（5YR4/8）微量含む。 5％含む。

5．10YR3/1 黒褐色土粘性なししまりあり明赤褐色焼土粒（5YR5/8）微湿含

む（袖土)。 0 1：50 2m

6．10YR2/1黒色土粘性なし粘性あり明黄褐色土（10YR7/6）10％含む（袖土)。 トー－－
7．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり明黄褐色土（10YR7/6）3％含む（住居埋土)。



6号住居跡

遺構（第21．22図・写真図版18）

＜位置・重複関係>VB-33グリッド付近に位置し、表土下の第Ⅲ層で検出された。3号溝と重複し、

これに切られる。

＜規模・平面形・方向＞規模は307×342cm，総床面積は約10.49㎡、平面形は方形状を呈し、主軸

方向はおよそE-18o－Nである。

＜埋士＞自然堆積を呈し、全体が黒褐色土を基調とした層が褐色土粒、暗褐色土粒などの含有量によって

3層に分けられる。

＜壁＞壁はやや外傾して立ち上がり、 3号溝との切り合いによって計測不能な東壁以外の壁面残存値は西

壁22cm、南壁19cm，北壁40cmを計測する。

＜床面＞床面は平坦で、固さはあまりない。部分的に掘り方を持ち、暗褐色土が微量混じる黒褐色土で貼

り床され、厚さはおよそ4～18cmである。

＜土坑＞ 6基検出された。1号士坑は位置的に貯蔵穴と考えられるが、他は不明である。 P2～P6は単

層ないし2層の堆積でP3・P4、P2・P5が重複し、P2，P3が新しい。またP5はプランが不鮮明

な部分もあり、堀り方痕の可能性も考えられる。

＜カマド＞東壁の中央よりやや南側に設けられている。燃焼部には赤褐色焼土粒が64×50cmの範囲に

広がり、焼土の厚さは最大6cmである。煙道部は掘り込み式の構造で長さは約170cm、 3号溝と重複す

るため正確な数値は判らない。東方向に12．の傾斜で下り、最深部は107cmある。袖部も3号溝との切

り合いのため大半が消失しており、僅かに黒褐色士が持ち込みの袖土と確認できる程度である。

遺物（第76図・写真図版64．65）

37～41が出土した。37はP1の埋土中から出土した酸化炎焼成の坏で成形はロクロ、器体の内面には

S

曾一P托P托

土坑類計測表

－66，049
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第21図 6号住居跡
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一ヨ
P1

〃

C－C

1 ，10YR3/1 黒褐色土粘性なししまりあり褐色土（10

YR4/4）10％含む。炭化物粒少量含む。

2. 7.5YR3/1 黒褐色土粘性あり しまりあり赤褐色鍵士

（5YR4/6）30％含む。

3．10YR3/1 黒褐色土粘性あり しまりあり赤褐色焼土

粒（5YR4/6径1qTWn）5％、炭化物片少量含む。

4．10YR3/1 黒褐色土粘性あり しまりあり赤褐色健士

粒（5YR4/6径3～4rTm）5％、炭化物片少且含む。

P1 ′

LL=75200m~24ﾄA-L=74.60qn

宮／湧

+LL=7:i00m41 5;.lOYW黒褐色土粘性あり しまりありにぶい責褐
色土（10YR5/4）3％、炭化物微鉦含む．

~=~~:2d,
1 ．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり

2．7．5YR3/2黒褐色土粘性あり しまりあり

暗褐色焼土粒（7.5YR3/3）微量含む。

P5

f-L=7:i｡α雨具 鬼7:i｡｡器 鼻上=7%:｡GT! -a

呼嘱夛‐PW

A一A’B－B’

1 ．10YR3/1 黒褐色土粘性なししまりあり植物根多い。

2．10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり赤褐色焼土粒（5YR4/6径3～5mm）微趾含

む、炭化物片（径2～5，m）微量含む。

3．10YR3/2黒褐色土粘性あり しまりあり赤褐色焼土粒（5YR4/6径3～5，m）微凪含む。

4．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり赤褐色焼土粒（5YR4/6径3～5｢ml）微過含む。

炭化物片（径3～5ITwn）微量含む。

5．10YR2/1 黒色土粘性あり しまりあり

6．10YR3/1 黒褐色土粘性あり しまりあり

7．10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり

8．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり暗褐色土（10YR3/4）3％含む。

9．10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり赤褐色焼土粒（5YR4/8径1～3rTYn）少鼠含

む．

10．10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり赤褐色焼土粒（5YR4/8径3～5rTwn）少避含

む。炭化物（10～15,丁､）微量含む。

11．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり赤褐色焼土粒（5YR4/8径1～3，丁､）微量含む。

P3 P4
〃

e－e f－f′

1 ．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり 1 ．10YR3/1 黒褐色土粘性あり

赤褐色焼土（5YR4/6）2％、炭化物粒微避含む。 しまりあり明褐色焼土粒

2．10YR2/1 黒色土粘性あり しまりあり （7.5YR5/8径3，丁､）微鉦含む。

明黄褐色土粒（10YR7/6）1％含む。 2．10YR2/1 黒色土粘性あり

しまりあり

P5

ニツ臺職嚇繊烏,悩蝋
h－h'

1 ．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり明赤

褐色焼土粒（5YR5/6径3～5，丁､）微、含む。 ，
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1 ．10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり褐色土（10YR4/4）

3％、褐色焼土（7.5YR4/6）3％含む。

2. 7.5YR3/1 黒褐色土粘性あり しまりあり

3．10YR3/1 黒褐色土粘性あり しまりあり

4. 7.5YR3/1 黒褐色土粘性あり しまりあり赤褐色焼土（5YR4/6）

5％含む。

5．10YR3/1 黒褐色土粘性なししまりあり

6．5YR4/6赤褐色焼土粘性なししまりあり黒褐色土（7.5YR3/1）

10％含む．

7. 7.5YR3/4暗褐色焼土粘性あり固くしまる褐色焼土（7.5YR4/4）

20％含む。

8． 7．5YR2/1

9． 7．5YR3/1

10．10YR3/1

11 ． 5YR5/6

12．7．5YR3/2

13．10YR3/2

14． 5YR4/4

15．10YR3/1

b－b'

1 ． 7．5YR3/2

2．10YR3/2

3．10YR3/1

4．10YR2/3

5． 5YR4/4

黒色土粘性あり しまりあり

黒褐色土粘性あり しまりあり褐色焼土（7.5YR4/4）2％含む。

黒褐色土粘性ややあり しまりあり明赤褐色焼土（5YR5/6）1％含む。

明赤褐焼土粘性ややあり しまりあり褐灰色土（10YR4/1）3％含む。

黒褐色土粘性あり しまりあり赤褐色焼土（5YR4/8）10％含む。

黒褐色土粘性あり しまりあり赤褐色焼土粒（5YR4/6径2～4汀、）30％含む

にぶい赤褐色焼土粘性ややあり しまりあり燃焼痕

黒褐色土粘性あり しまりあり （住居貼り床土）

黒褐色土粘性あり しまりあり赤褐色焼土（5YR4/8）10％含む。

黒褐色土粘性あり しまりあり赤褐色焼土粒･(5YR4/6径2～4『TTn）30％含む。

黒褐色土粘性ややあり しまりあり

黒褐色土粘性あり しまりあり明赤褐色焼土（5YR5/6）5％含む。

にぶい赤褐色焼土粘性ややあり しまりあり燃焼痕
カマド
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トー一計一第22図 6号住居跡

黒色処理に伴うミガキ調整、外面下半は手持ちへラケズリ調整が施されており、底部の切り離し技法は回転

箆切りによる。38は埋土から出土した酸化炎焼成の甕で成形はロクロ、器面の調整はロクロナデが施され

ている。39はカマド付近から出土した酸化炎焼成の甕の口縁～胴部で成形は非ロクロ、器面の調整は口縁

部はヨコナデ、胴部はナデが施される。40はカマド燃焼部から出土した酸化炎焼成の甕の口縁～胴部で、

成形は非ロクロ、器面の調整は口縁部はヨコナデ、胴部は内面にハケメ、外面にケズリが施される。41は

カマド煙道部から出土した酸化炎焼成の土器で長胴甕に似るが底部はなく、筒状になっている。これは底部

を切り離す2次加工を加えたものではなく、土器の制作時に意図があってこのような形に作り、結果として

煙道部に使用されたと考えられる。成形は非ロクロにより、器面調整は口縁部はヨコナデ、胴部は主にナデ

が施される。

時期検出面、出土遺物から平安時代と考えられる。

－35－



7号住居跡

遺構（第23．24図・写真図版19．20）

＜位置・重複関係＞ⅡC-83グリッドに位置し、表土下の第Ⅲ層で検出された。重複する遺構はない。

＜規模・平面形・方向＞規模は360×412cm、総床面積は約14.83㎡、平面形は方形状で主軸はおよ

そE-25o－S方向である。

＜埋土＞自然堆積を呈し、全体が黒褐色土を基調とした層の堆積で、黒色土、暗褐色土が混じる。

＜壁＞壁はやや内湾ぎみに立ち上がり、壁面残存値は東壁10cm、西壁17cm，南壁11cm，北壁は

16cmを測る。

＜床面＞床面は平坦で、固くしまり、土器片や礫石器が多く散布している。また全面に掘り方を持ち、暗

褐色土混じりの黒褐色土で貼り床され、厚さはおよそ4～15cmである。

＜土坑＞ 3基検出された。P1は住居の壁面を切って掘られ、開口部径は56×50cm、P2はカマド右

袖部と住居の壁を切って検出され、開口部径は56×38cm，埋士中からは土師器の破片が出土したことか

ら貯蔵穴と考えられる。 P3は住居南東隅で検出され、開口部径60×40cmの規模で不整な形状を呈する。

出土遺物はなく用途は不明である。

＜カマド＞東壁の中央よりやや北側に設けられている。燃焼部には暗褐色焼土粒が52×40cmの範囲に

広がり、焼土の厚さは最大9cmである。煙道部は掘り込み式の構造で長さは106cm、煙出し部までほぼ

平坦に延び、深さは一律8cmである。袖は暗褐色士を持ち込んで固めたもので左袖には15cm大の礫を

芯材として使っている。

遺物（第77．78図・写真図版65．66）

42～47は酸化炎焼成の坏で成形はロクロ、42．45は住居床面、43はカマド崩落土、44はP2の埋

土中、46．47はカマドの右袖脇からそれぞれ出土した。42～45．57の器体内面は黒色処理に伴い、ミ

ガキが施されている。底部の切り離し技法はいずれも回転糸切りで、42は切り離し後に再調整が施され、

不明である。48～50は酸化炎焼成の甕で48は住居の床面直上、49はカマド燃焼部、50は埋土下部か

ら出土した。成形は非ロクロにより、器面の調整は口縁部はヨコナデ、胴部は48の内面がハケメでそれ以

外はへうナデ、底部はナデで49の底面には木葉痕が残る。

＜鉄製品＞ 2点出土している。55はP1から出土した紡錘車で3点に分かれて出土し、このうち2点が

接合した。56は欠損した刀子で、長さ9.0cm、幅1.6cm、厚さ0.3cmで、埋土下～床面で出土した。

＜石器＞住居の床面から3点出土した。52は長さ31.7cm、幅10.5cm、厚さ6.5cmの磨石で片面に

磨り痕が認められる。53はハンマー状の形状を呈する磨石で長さは18.7cm，幅4.5～2.1cm、厚さは

1.9cmで磨面は1面である。54は長さ12.8cm、幅11.4cm、厚さ3.7cmの磨石で方面に磨り痕が認め

られる。

時期出土した遺物の特徴から9世紀後半に属する。

土坑類計測表

－36－

No. P1 P2 P3

直径(cm) 56×50 56×38 60×40

深さ(cm) 29 21 21



8号住居跡

遺構（第23．25図、写真図版21．22）

＜位置・重複関係＞ⅡC-73グリッドに位置し、表土下の第Ⅲ層で検出された。重複する遺構はない。

＜規模・平面形・方向＞規模は338×347cm，総床面積は約11.72㎡で平面形は正方形で主軸方向は

E-12o－Sである。

＜埋土＞自然堆積を呈し、黒褐色土を主体とする土層堆積である。下位にはにぶい黄褐色土粒が多く含ま

れる。

＜壁＞壁はやや内湾して立ち上がり、壁面残存値は東壁16cm，西壁18cm、南壁16cm、北壁10cm

である。

＜床面＞床面は平坦で、固さはあまりなく床面と掘り方による埋土との区別が難しい。掘り方痕はほぼ床

面全面に広がる。褐色土混じりの黒色土で貼り床され、厚いところで約30cmほどの深さである。

＜士坑＞ 5基検出された。P1はカマド右袖脇で検出された。土器片が多く混入していることから貯蔵穴

と考えられるが明確な壁の立ち上がりは確認できず､掘り方痕の可能性もある｡P2は脆い土師器甕が埋まっ

ていたことから、これを埋設するための穴で住居壁面を掘り込んでいる。 P3・P5は用途不明、P4は貼

り床を除去したあとから検出した。深さはなく、掘り方痕の可能性がある。

＜カマド＞東壁のほぼ中央に設けられている。燃焼部にはにぶい赤褐色焼土粒が約48×28cmの範囲に

広がり、焼土の厚さは最大5cmである。煙道部は割り貫き式の構造で長さは123cm，東方向に約9．の

傾斜で下り、煙出し部は径26cm，深さ44cmのピット状である。袖は20～33cmの礫を芯材とし、こ

れに持ち込んだ褐色土混じりの黒褐色土で覆って固め、カマドを構築している。

遺物（第79．80図・写真図版67)

57～62は酸化炎焼成の坏で57．58．60．62が住居の床面直上、59は埋土上位、61はカマド燃焼部

から出土している。ただし、57の一部破片は隣接する7号住居跡のカマド崩落土からも出土している。い

ずれもロクロによる成形で、57．58は内面、59は器体両面が黒色処理されている。60．61の内面には

ミガキが施されている。また、59～62には底部～体部下にかけてケズリによる調整が施されている。底

部の切り離し技法については57は回転糸切りによるが、58．59～61は切り離し後の箆削りによる再調

整のために確認できない。62は器体両面ロクロナデのみ施され、底部の切り離しは回転糸切りの技法によ

る。63はP1の埋士、住居の貼り床土などから出土した還元炎焼成の坏で、成形はロクロによる。器面の

調整はロクロナデ､底部の切り離し技法は回転糸切りによる。64～69は酸化炎焼成の甕で成形は非ロクロ、

66はカマドの崩落土内、65はP1の埋土、64は住居の貼り床土、68は住居の床面直上、69はP2内埋

設土器、67は住居の覆土中からそれぞれ出土したものである。64～66は小形の甕で器面の調整は口縁部

はヨコナデ、胴部は内面ハケメ、外部ナデ、底部はナデが施される。64の底面には木葉痕が残る。67～

69は長胴甕で器面の調整はそれぞれ、68は口縁部にヨコナデ、胴部内面はナデ、外面はナデ後、胴部下

半に縦方向にケズリ、底部はナデ、69は胴部は内面ハケメ、外面ナデ、底部はナデ、67は口縁部ヨコナデ、

胴部ナデが施されている。

時期出土した遺物の特徴から9世紀前半～中葉頃の遺構と考えられる。

土坑類計測表

－37－

No. P1 P2 P3 P4 P5

直径(cm) 108×86 40×34 52×50 62×60 40×40

深さ(cm) 36 － 24 12 13
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A一A′B－B′

1 ．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり

橿色焼土粒（7.5YR6/6径6，丁､）微鼠含む。

2．10YR2/1 黒褐土粘性なししまりあり

にぶい黄檀色土粒（10YR6/4径2～4，T､）微

母含む。

3．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり

褐色土（10YR4/4）3％混じる。明褐焼土粒（7.5

YR5/6径3，丁､）微趾含む。

4．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり

褐色土（10YR4/4）3％混じる、明褐焼土粒

(7.5YR5/6径3mm）微風含む。

5．10YR2/1 黒褐土粘性なししまりあり

6．10YR3/1 黒褐色土粘性なししまりあり

暗褐色土（10YR3/4）20～30％混じる。

トヱーーL＝75.200m 一旦升

IX

筐憲二a－a

1 ．10YR3/1

2．10YR2/2

3．10YR3/1

4．10YR3/2

5．7．5YR3/4

照褐色土粘性あり しまりあり明褐色焼土粒（7.5YR5/6径3～4，W､）1～2％、 炭化物粒1～2％含む。

黒褐土粘性あり しまりあり明褐色焼土粒（7.5YR5/8径5～7rTwn）20％含む。

黒褐色土粘性なししまりありにぶい黄褐色土（10YR4/3径7～1G1Tn）1％含む。

黒褐色土粘性なししまりあり

暗褐色焼土粘性なししまりあり

P1

C－C

1 、 10YR3/1黒褐色土粘性あり しまりあり

褐色土（10YR4/4）50～60％混じる。

2．10YR2/1 黒色土粘性あり しまりあり

褐色土（10YR4/4）2％混じる。

3．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりやや

あり褐色土（10YR4/4）2％、暗赤褐色焼土

粒（5YR3/6径2～3mm）微量含む。

4．10YR3/3暗褐色土粘性あり しまりあり

砂粒多く含む。

芦ムー堅

b－b′

1 ．10YR3/1 黒褐色土粘性あり しまりあり明褐色

焼土粒（7.5YR5/6径3～4rYm）1～2％、 炭化物微

逓含む。

2．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり明褐色

焼土粒（7.5YR5/8径5～7，m）2％含む．

3．5YR4/6赤褐色焼土粘性あり しまりあり （袖土）

4．10YR3/3暗褐色土粘性なししまりあり明赤褐色

焼土粒（5YR5/8径2～7，m）微函含む（袖土)。

5．10YR3/3暗褐色土粘性なししまりあり土器片含

む。

6．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり黄褐色土

（10YR5/6）微鼠含む。

7. 7.5YR3/4暗褐色焼土粘性なししまりあり
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〃

e－e

1 ．10YR3/1 黒褐色土粘性なししまりあり

褐色土粒（10YR4/4径1αmウ 1％含む。

2．10YR3/1 黒褐色土粘性なししまりあり

褐色土粒（10YR4/4）30～40％混じる。

P2

d－d'

1 ．10YR2/1 黒色土粘性ややあり しまりあり

径10rmlの炭化物粒微量含む。

2．10YR2/1 黒色土粘性なししまりあり赤

褐色焼土粒（5YR4/6径2～3，m）微量含む。

3．掘りすぎ？

0 1：50 2m

第24図 7号住居跡
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8号住居跡

A－A′B－B'

1 ． 10YR3/1 黒褐色土粘性なししまりあり褐色

土粒（10YR4/4）20％含む。

2．10YR3/1 黒褐色土粘性なししまりあり赤褐

色焼土粒（5YR4/6径3～1aml）微量含む。

3．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり にぶ

い黄褐色土（10YR4/3）30％混じる。

4．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり赤褐

色焼土粒（5YR4/6径3『Tm）微量含む。

5．10YR2/1 黒色土粘性あり しまりあり にぶい

黄褐色土（10YR4/3）10％混じる。

6．10YR1.7/1 黒色土粘性あり しまりあり にぶい

黄褐色土（10YR4/3）1％混じる。

7．10YR2/1 黒色土粘性ややあり しまりあり褐色

土（10YR4/4）10～20％混じる（貼り床土)。

」L-L=75.100m
1

筐 二
【X

圃
耐２

理
Ｐ
７一

一島

P2

c－c〃

1 ．10YR3/1 黒褐色土粘性ややあり しまりあり

褐色土（10YR4/4）20％含む。

aーa

1 ．10YR3/1

2．10YR3/3

3．10YR2/2

4．10YR2/2

5．10YR2/1

6．10YR3/1

7．10YR2/1

8．10YR3/4

9．10YR2/2

10．10YR2/1

11 ．10YR6/4

12．7．5YR3/2

13．10YR2/1

14．5YR4/4

黒褐色土粘性あり しまりあり炭化物粒多く含む。

暗褐色土粘性あり しまりややあり砂粒混じり

黒褐色土粘性あり しまりなし

黒褐色土粘性あり しまりなし褐色土（10YR4/4）40％含む。

黒色土粘性あり しまりありにぶい黄褐色土（10YR5/4）20％含む。

黒褐色土粘性あり しまりあり明黄褐色土（10YR6/6）1～2％含む。

黒色土粘性あり しまりややあり

暗褐色土粘性あり しまりあり

黒褐色土粘性あり しまりあり

黒色土粘性あり しまりあり褐色土（10YR4/6）3％含む。

にぶい黄橿色土粘性なししまりあり黒褐色焼土（7.5YR3/2）3％含む。

黒褐色土粘性あり しまりあり にぶい黄褐色土（10YR5/4）3％含む。

黒色土粘性あり しまりややあり明褐色焼土（7.5YR5/8）10％含む。

にぶい赤褐色焼土粘性あり しまりあり

当

恵

３
鋤

Ｐ
渦一

一ＬＬ

P3

d－d′

1 ．10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり

にぶい黄褐色土（10YR5/4）3％含む。

2．10YR5/4にぶい黄褐色土粘性あり しまりあり

褐灰色土（10YR4/1）5％含む。

3．10YR2/1 黒色土粘性ややあり しまりあり

にぶい黄褐色土（10YR5/4）10％混じる（貼り床土)。

--虫トLL=75.OOOmS=1/25

P5

L＝74“、

卜L 当

画
2

e

岸L=7:&｡｡m4'
住居貼床土

､三ﾌ〆亡ｺニフ
b－b'

1 ．10YR3/1

2．10YR3/2

3．10YR3/1

4．10YR2/1

5．10YR3/4

6．10YR2/1

7．5YR4/4

8．10YR2/3

9．10YR3/1

10．10YR2/2

11．10YR3/1

12．10YR4/4

13．10YR3/1

14．10YR2/1

P4

e－e

1 ．10YR2/1黒色土粘性なししまりあり

P5

f－f'

1 ．10YR2/1黒色土粘性なししまりなし

炭化物粒多過含む。暗赤褐焼土粒（5YR4/8

径6～10mm）1％含む。

2．10YR3/1 黒褐色土粘性あり しまりなし

褐色土（10YR4/4）20％含む。

黒褐色土粘性あり しまりあり明黄褐色土（10YR6/6）1～2％含む。

黒褐色土粘性なししまりあり褐色焼土（7.5YR4/4）40％含む。

黒褐色土粘性なししまりあり

黒色土粘性あり しまりありにぶい黄褐色土（10YR5/4）20％含む。

暗褐色土粘性あり しまりあり

黒色土粘性あり しまりややあり明褐色焼土（7.5YR5/8）10％含む。

にぶい赤褐色焼土粘性あり しまりあり

黒褐色土粘性なししまりあり褐色土（10YR4/4）2％含む（袖土)。

黒褐色土粘性あり しまりあり にぶい黄褐色土（10YR4/3）3％含む。

黒褐色土粘性なししまりあり明黄褐色土（10YR6/6）3％含む。

黒褐色土60％、10YR3/4暗褐色土40％の混合十層。粘性ややあり しまりあり

褐色土粘性あり しまりあり

黒褐色土80％、10YR4/4褐色土20％の混合土圃粘性なししまりあり

黒色土80％、10YR4/4褐色土20％の混合土層粘性なししまりあり

0 1：50 2m

－催一

第25図8号住居跡
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9号住居跡

遺構（第26．27図・写真図版23）

＜位置･重複関係＞ⅡC-93グリッド付近に位置し､表土下の第Ⅲ層で検出された。重複する遺構はない。

遺構の東半は調査区外へ延びるため部分調査である。

＜規模・平面形・方向＞遺構の東半が調査区外のため、遺構全体の規模・平面形は不明である。

＜埋土＞上～中位は褐色焼土混じりの黒褐色土、下位は黒褐色土とにぶい黄褐色土の混合土が堆積する。

尚、埋土中～下位にかけて10～36cmほどの礫が多量混入している。

＜壁＞壁は外傾して立ち上がり、壁面残存値は東壁22cm，西壁14cm、南壁12cm，北壁15cmで

ある。

＜床面＞床面には緩い凹凸があり、10～36cmほどの礫が多く散在する。床面にやや固くしまっており、

全体的に掘り方を持ち、暗褐色砂質土を含む黒色士で貼り床され、厚さはおよそ6～12cmである。

＜士坑＞ 1基検出された。 P1は遺構の半分が調査区外にあり、詳細は不明であるが、深さが10cmと

浅いことから柱穴ではないと思われる。

＜柱穴＞ 5基検出された。P2～P4、P5・P6はそれぞれ位置や規模・埋士から配列するものである

と考えられる。

＜カマド＞遺構の全容は不明で、調査区内にはカマドは存在しない。

▲ P/
Y＝27，310

+x-65,928

近
上

⑨ ｡
2

P66

S

sD， s●S

詣伊，，論

塘零
S

S

③

P4

Y＝27，314

卦Q冬、こうジ毎
や

-fx--"''fB--X＝

④

2m1：5C

P5 32×32 51

P6 40×28 52

第26図 9号住居跡
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HIM

9号住居跡

A－A′B－B′

1 ．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり褐

色焼土粒（7.5YR4/6径2～4mm）少量含む。

土器片多く含む。

2．10YR2/1 黒色土粘性ややあり しまりあり

明黄褐色土（10YR7/6）微量含む。

3．10YR3/1 黒褐色土粘性ややあり しまりあ

り にぶい黄褐色土（10YR5/4）30～40％含む。

4．10YR2/1 黒色土粘性あり しまりあり暗

褐色砂質土（10YR3/4）20％含む。

一二一

一旦』卜g-L=75.000m

P3

世患咽LL10m-P1 P2

－雪 b b′

感。
+LL=74700m 岸L=7470仇､三

V芯百 一へ冠二二二二一

〃

C－C

P1 P2
1 ．10YR2/3黒褐色土粘性なししまりあり褐

b－b′
〃

a－a

色土（10YR4/4）10％含む。

1 ．10YR2/3黒褐色土粘性なししまりあり 1 ．10YR2/3黒褐色土粘性ややあり しまりあり 2．1OYR3/3暗褐色土粘性ややあり しまりやや
褐色土（10YR4/4）5％含む。 褐色土（10YR4/6）1％含む。

あり にぶい黄褐色土（10YR4/3）30％含む。

2．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり暗 3．10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまりなし
褐色土（10YR3/4）10％、炭化物粒少量含む。

明褐色土（7.5YR5/8）ブロックで1％含む。
P5

〃 P4
P5

こL=74'岨 。--e' d--d'

W蕊職 “ 識懇‘ ,“
－－

第27図 9号住居跡

遺物（第80図・写真図版68）

70は住居床面、71はP1底面から出土した酸化炎焼成の坏で成形はロクロ、器面調整は70は外面はロ

クロナデ、内面は黒色処理に伴うミガキが施され、底部の切り離し技法はいずれも回転糸切りによる。72．

73は住居埋土から出土した甕で、72は酸化炎焼成、73は還元炎焼成である。成形は72は非ロクロ、73

はロクロによる。器面調整は72が口縁部ヨコナデ、胴部ナデ、73がロクロのみである。

時期出土遺物から9世紀末葉頃の遺構と考えられる。

10号住居跡

遺構（第28．29図、写真図版24．25）

＜位置・重複関係＞ⅣD-66グリッドに位置し、表土下の第Ⅲ層で検出された。住居の床面で14号陥

し穴を検出した。

＜規模・平面形・方向＞規模は381×410cm，総床面積は約15.62㎡で平面形は方形状を呈し、主軸

はS-18o－Eの南南東方向である。

＜埋士＞自然堆積で上位は黒褐色士、中～下位は黒色土が主体で下位ほど暗い色調である。

＜壁＞壁は内湾ぎみに立ち上がり、壁面残存値は北壁8cm，西壁17cm，南壁9cm，東壁8cmと削

平の影響で残存値は低い。

＜床面＞床面は平坦で、やや固さがあるものの、砂質のため明確なしまりはない。全体的に掘り方を持ち、

褐色士粒混じりの黒褐色土で貼り床され、厚さはおよそ10～40cmである。また北壁、東壁、南壁際の

床面には拡張した際の掘り方痕と考えられるものが幅40～80cm，深さ14～22cmにわたって確認さ

れた。

－42－



＜土坑＞ 1基検出された。P1は規模が径40×34cmと小さく、出土遺物もなく用途は不明である。

＜柱穴＞柱穴状の小ピットが1基検出された。P2以外に柱穴はなく単独である。深さは61cmを測る。

＜カマド＞ 2基検出された。それぞれ東壁の南寄り（1号カマド)､南壁の東寄り（2号カマド）設けられ、

残存状況から2号カマドが新しい。 1号カマドの燃焼部には暗赤褐色焼土砂粒が径56×56cmの範囲にお

よび、最大6cmの厚さで堆積する。また袖は住居を拡張したときの掘り方によって消失している。煙道部

は検出時からすでに存在せず、水田造成時に削平されたと考えられる。煙出し部は径46×36cm、深さ約

16cmのピット状を呈する。2号カマドは燃焼部に暗赤褐色焼土砂粒が径57×49cmの範囲に広がり、焼

土は最大9cmの厚さで堆積し、袖は黒褐色土を持ち込んで固めたもので構築されている。煙道部は1号カ

マド同様、存在せず、煙出し部は径36×36cm、深さ約18cmのピット状を呈する。

遺物（第80．81図、写真図版68）

＜土器＞74～77が出土した。74．75は酸化炎焼成の坏で成形はロクロ、器面の調整は内面は黒色処

理に伴うミガキが施され、底部の切り離し技法は回転糸切りによる。76．77は酸化炎焼成の甕で成形はロ

クロ、器面の調整は76は胴部ロクロナデ、底部の切り離し技法は回転糸切りによる。77は内面が黒色処

理に伴うミガキ、胴部の外面はロクロナデ後、下半にケズリ調整が施される。

＜石器＞住居の床面から磨石が1点出土した。78は長さ10.4cm，幅5.4cmで側面は4面あり、すべ

てに磨り痕が認められる。

＜金属遺物＞2点出土した。79は住居の埋士から出土した紡錘車で4点に破損した状態で出土した。こ

のうち2点は接合した｡80は住居床面から出土した釘状の鉄製遺物で長さ11.7cm､幅0.5cmで先端が尖っ

ている。

時期出土した遺物の 徴から9世紀末～10世紀初頭頃の遺構と考えられる。

Aしづ、
Y＝27,383

-+-x--6""
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第28図 10号住居跡
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A－A′B－B′

1 ．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり

2．10YR2/1 黒色土粘性あり しまりあり明

赤褐色焼土粒（5YR4/6径5～7mm）微愚含む。

3．10YR2/1 黒色土粘性あり しまりあり 2

層より暗い色調である。

4．10YR2/1 黒色土粘性あり しまりあり に

ぶい黄褐色土（10YR4/3） 3％混じる。

5．10YR3/1黒褐色土粘性なししまりあり

褐色焼土粒（7.5YR4/6）微量含む。

6．10YR3/1 黒褐色土粘性なししまりあり

褐色土粒（10YR4/6径10mm）少量含む。

7．10YR3/1 黒褐色砂粒50％、10YR3/2黒褐色

土50％の混合土層粘性なししまりあり

8．10YR3/1 黒褐色土50％、10YR4/4褐色砂粒

50％の混合土層粘性なししまりあり

9．10YR3/2黒褐色土70％、10YR3/4暗褐色砂

粒30％の混合土層粘性なししまりあり

AL1トA---L=75.20GT1

匠

－旦司トLL=75.200m

3

1号カマド

a－a

1 . 7.5YR4/4褐色焼土粘性あり しまりあり

2．5YR3/4暗赤褐色焼土（砂粒）粘性なしし

まりあり

3．10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまり

あり明赤褐色焼土粒（2.5YR5/6径4～81Tm）

1％含む（住居床土)。

4．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり

暗赤褐色焼土粒（5YR3/3径3～8rTm）1％含む。

隆一j勤砧S=1/25 君

で二コ

ﾄｰｰ嵩IMS=1/25
b

－当
吟一醐砧S=,/25 一二計

2号カマド

b－b′

1 ．10YR2/2

2．10YR3/2

3．10YR2/2

4．10YR3/1

5．7．5YR3/4

6．10YR2/3

7．5YR3/6

黒褐色土粘性なし しまりあり

黒褐色砂質土粘性あり しまりあり

黒褐色土粘性なししまりあり赤褐色焼土粒（5YR4/6）微量含む。

黒褐色土粘性なししまりあり赤褐色焼土（5YR4/8）10％含む。

暗褐色焼土粘性ややあり しまりあり

黒褐色土粘性あり しまりありやや砂質

暗赤褐色焼土砂粒粘性なししまりなし

2号カマド

c－c'

1 ．7．5YR3/3暗褐色焼土粘性ややあり しまりあり

褐色焼土粒（7.5YR4/6径4～10mm）の粒状で1～

2％含む。

2．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり

3．10YR4/4褐色土粘性なししまりありにぶい

赤褐色焼土（5YR4/4）微量含む。

4．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり明赤

褐色焼土粒（5YR5/6径2mm)、微量含む。

5．10YR3/1 黒褐色土粘性なししまりあり赤褐

色焼土（5YR4/8）10％含む。
P1

L＝74.900m

卜g一 望
卜昌~L=7::00m:

7一也
2

P2

e－e’

1 ．10YR2/2

2．10YR3/4

3．10YR2/3

P1

d－d′

1 ．10YR2/2

2．10YR2/2

黒褐色土粘性なししまりあり

黒褐色砂質土粘性なししまりあり

黒褐色砂質土粘性なししまりあり

黒褐色土粘性なししまりあり

黒褐色砂質土粘性なししまりあり 2m0 1：50

第29図10号住居跡

11号住居跡

遺構（第30．31図、写真図版26．27）

＜位置・重複関係＞ⅡC-26グリッド付近に位置し、表土下の第Ⅲ層で検出された。カマドの一部のみ
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検出され、中途な形で調査できないため調査区外分を含むカマドの全体を検出してから調査を行った。

＜規模・平面形・方向＞規模は全体が検出されてないため不明。平面形は方形状を呈すると考えられる。

＜埋土＞自然堆積で、全体が黒褐色土主体の士層堆積で、赤褐色焼土粒が下層ほど多く含まれる。

＜壁＞壁はほぼ垂直に立ち上がる。壁面残存値は計測可能な南壁20cm、東壁21cmである。

＜床面＞床面は緩い凹凸があり、カマド付近がやや隆起する。床上、特にP1とカマド周辺からは土器片

が多量出土した。床面全体に掘り方をもつ。

＜土坑＞ 1基検出された。P1の検出面～埋土中位からは多量の土器片が出土し、貯蔵穴であったと考え

られる。

＜カマド＞東壁のやや南よりに構築され、主軸は住居と同じE-11o－Sの東南東方向である。燃焼部

には径66×62cmの範囲で焼土が広がり、最大で8cm堆積している。左袖には70×30cm，架橋部には

64×24cmの礫を芯材として置き、これに褐色土混じりの黒褐色土を持ち込んでその周辺を覆い固めてカ

マドが構築されている。煙道部は掘り込み式の構造で長さは約100cm前後、一律12～16cmの深さで煙

出し部へ延び、煙出し部は深さ65cmでピット状を呈する。

遺物（第81～83図、写真図版69）

81～90はロクロ成形による酸化炎焼成の坏で、81はP1埋土、82．83．85．87は住居埋士、84は

カマドの右袖士、86．88～90は住居床面から出土した。器面調整は81～87が内面の黒色処理に伴う

ミガキ、外面はロクロナデ、88～90は内外面にロクロナデが施されている。底部の切り離し技法は81

～89は回転糸切り、90は切り離し後、箆削りによる再調整により不明である。91～94は酸化炎焼成の
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ﾄ三一仁掲800m S＝1/25 －21
ｃ
『

ｍＯＯ５

１
４

Ｐ
７－

－Ｌ
畠

P1

c－c'

1 ． 10YR3/1 黒褐色土粘性あり しまりなし

土器片含む。

2．10YR3/2黒褐色土粘性あり しまりあり

褐色焼土粒（7.5YR4/6径1～2mm）微凪含む。

3．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり

明黄褐色土（10YR6/6）微量含む。

4．10YR3/2黒褐色土粘性あり しまりあり

明黄褐色土粒（10YR6/6径5～8nTn）2％含む。

a

l1 7．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり

8．10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまり

あり榿色焼土粒（7.5YR6/8径2～4mm）

10％含む。

9．5YR4/6赤褐色焼土粘性あり しまりあり

．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり橿色士粒

（10YR7/6）微量含む。

2．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり褐色土粒

（10YR4/4）1％含む。

3．10YR3/1 黒褐色土粘性なししまりあり明黄褐色

土（10YR6/6）微凪含む。

4．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり褐色焼土

（10YR4/4）1～2％含む。

5．10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり暗褐

色焼土粒（7YR3/4）ブロックで5％含む。

11号住居跡一カマド燃焼部

b－b′

1 ．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり榿色土粒（10YR7/6）微量含む。

2．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり褐色土粒（10YR4/4）20％含む。

3．10YR2/3黒褐色土粘性なししまりあり褐色焼土（7.5YR4/4）1～2％含む。

4．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり褐色焼土（7.5YR4/4）1％含む。

5．10YR2/1 黒色土粘性なししまりあり明赤褐色焼土粒（5YR5/8）微量含む。

6．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり

7．10YR2/3黒褐色土粘性なししまりあり （住居貼り床土）

聖1陛一仁畠8.0m S＝1/25

0 1：50 2m

－－－信一茸

第31図11号住居跡

甕で91．94は住居埋土、92．93はカマド内から出土した。成形はロクロによる。器面調整はロクロナデ

により91は外面ロクロナデ後、箆削りが施されている。底部の切り離し技法は回転糸切りによる。94は

口縁部ヨコナデ、胴部内面ナデ、外面ナデ後、箆削りが施され、底面には砂が付着している。95は還元炎

焼成の甕の破片で住居の床面から出土した。成形は非ロクロにより、外面に叩き目痕が残る。

＜金属遺物＞96はカマドの燃焼部から出土したもので、器種は不明、先端は尖っている。長さ3.2cm

で厚さは0.3cmと薄い扁平な形状である。

時期出土遺物の特徴から9世紀末葉頃に属する遺構と考えられる。

12号住居跡

遺構（第32．33図、写真図版28．29）

＜位置・重複関係＞ⅡC-46グリッドに位置し、表土下の第Ⅲ層で検出された。重複する遺構はないが

カマドの残存状況から住居を拡張したと考えられる。

＜規模・平面形・方向＞規模は389×458cm、総床面積は約17.81㎡で平面形は南北にやや長い方形

状を呈し、主軸はE-17o－Sの東南東方向である。

＜埋土＞自然堆積で上位はにぶい黄褐色土粒が僅かに混じる黒褐色土、中～下位も黒褐土主体であるが上

位より暗い色調である。

＜壁＞壁は北壁・西壁は外傾、東壁・南壁は垂直ぎみに立ち上がり、壁面残存値は東壁18cm、西壁

30cm、南壁21cm、北壁20cmである。

＜床面＞床面はほぼ平坦で、所々ゆるい凹凸がある。全体的に深い掘り方を持ち、暗褐色土砂粒混じりの

黒色士で貼り床され、厚さはおよそ約11～31cmである。東壁際の床面には拡張した際の掘り方痕と考
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えられる掘り込みが25～44cm幅で確認された。

＜土坑＞4基検出された。P1は位置的に貯蔵穴と思われるが出土遺物はない。P2は径116×90cm

の楕円形で深さは26cm、出土遺物はなく用途は不明である。P3・P4は貼り床土下で検出した。P3

は深さ8cmと浅く、壁の立ち上がりも緩いことから掘り方痕の可能性も考えられる。

＜カマド＞ 2基検出された。1号カマドは北壁の中央部、2号カマドは東壁のやや南よりに設けられ、残

存状況から2号カマドが新しい。1号カマドの燃焼部には明赤褐色焼土粒が径約80×60cmの範囲に広が

り、最大6cmの厚さで堆積する。また袖は住居を拡張したときの掘り方によって消失している。煙道部は

掘り込み式の構造で長さ64cm、深さ11cm平均で傾斜なく煙出し部へと延び､煙出し部は径30×30cm，

深さ23cmのピット状を呈する。2号カマドは燃焼部に明赤褐色焼土粒が84×53cmの範囲で広がり、燃

焼痕は最大8cmの厚さで堆積し、袖士には褐色土、黒褐色土を持ち込んで固めて構築されている。煙道部

は割り貫き式の構造で東方向に約10．の傾斜で下り、煙出し部は径57×55cm、深さ約58cmのピット

状を呈する。

遺物（第83図・写真図版70）

97は住居床面から出土した酸化炎焼成の坏で成形はロクロによる。器体内面は黒色処理され、ミガキが

施されている。底部の切り離し技法は回転糸切りによる。98は還元炎焼成の坏で成形はロクロによる。器

面調整はロクロナデが両面に施され、底部は切り離し後、箆削りによる再調整が施され、切り離し技法は不

明である。99は1号カマドから出土した酸化炎焼成の甕で成形はロクロによる。

時期出土した遺物の特徴から9世紀中葉～後半に属すると考えられる。
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ﾄi_L=748OOm －旦引カクラン P1
〃

篭ゞ
e－e

l 、 10YR3/1 黒褐色土粘性なししまりあり

赤褐色焼土粒（5YR4/8）1％含む。

2．10YR4/4褐色土粘性なししまりあり

3．10YR2/1 黒色土粘性ややあり しまりあ

り褐色土（7.5YR4/4）粒状で微避含む。

4．10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまり

あり

5．10YR2/1 黒色土粘性なししまりあり

褐色砂質土（10YR4/4）3％含む。gL=74W､E1/25岸L=74800mS=1/25 当

IEMi"IL雪M ．P3 ′

卜旦一L=74400m－昌斗

、二一／ 豆ブー
P

P3
〃

g－g

1 ．10YR3/1 黒褐色土粘性あり しまりあり

暗褐色土（10YR3/4）10％含む。

P4

h－h'

1．10YR2/1 黒色土粘性あり しまりあり

暗褐色土（10YR3/4）10％含む。

《ごう
1号カマド

a－a'

1 ．10YR2/1 黒色土粘性ややあり しまりあり赤褐色燈十

（5YR4/8径5～6，1､）の粒状で微量含む。

2．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり明赤褐色燈士

粒（5YR5/8）1～2％含む。

3．10YR2/3黒褐色土粘性なししまりあり明赤褐色焼土

粒（5YR5/6）20～30％含む。

4．10YR2/1 黒色土粘性なししまりあり褐色土

（7.5YR4/4） 1～2％含む。

5．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり褐色土

（7.5YR4/4）微風含む。

6．10YR2/1 黒色土粘性ややあり しまりあり褐色土

（7.5YR4/4） 1％含む。

7．10YR2/1 黒色土粘性なししまりあり

8．10YR2/1 黒色土粘性ややあり しまりあり

褐色土（10YR4/6）3％含む。

9．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり

10．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり

9層とほぼ同じ。

11 ．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり

燈色焼土粒（7.5YR5/6）1～2％含む。

1号カマド
L-- L=74g"､SE1/25 －2ヨ

IL L=:恥 －4
P2

f－f'

1 ．10YR3/1 黒褐色土粘性なししまりあり

褐色土（10YR4/4）1～2％含む。

2．10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまり

あり

3．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり

色調は2層より濃い。

4．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり

赤褐色焼土粒（5YR4/8）微鼠含む。

--濤一〆更＝

b－b′

1 ．10YR2/1

且含む。

2．10YR2/2

3．10YR2/3

黒色土粘性ややあり しまりあり赤褐色焼土（5YR4/8径5～6rTwT1）の粒状で微

黒褐色土粘性あり しまりあり明赤褐色焼土粒（5YR5/8）1～2％含む。

黒褐色土粘性なししまりあり明赤褐色焼土粒（5YR5/6）20～30％含む。
d－d’

1 ．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり褐色土（10YR4/4）

5％含む。

2．10YR2/1 黒色土粘性ややあり しまりあり明赤褐色焼土粒

（5YR5/6）微凪含む。

3．10YR3/1 黒褐色土粘性ややあり しまりあり赤褐色焼土

（5YR4/6）10％の混合土悶。粘性なししまりあり

4．10YR3/2黒褐色土70％、10YR3/4暗褐色砂質土20％、5YR4/6

赤褐色焼土10％の混合十粘性なししまりあり

5．10YR4/4褐色土粘性なししまりあり黒褐色土（10YR3/2）

10％含む（袖土)。

6．7．5YR3/4暗褐色焼土粘性なししまりあり 明褐色焼土粒

（7.5YR5/6）5％含む。

7. 7.5YR3/2黒褐色焼土粘性なししまりあり （袖土）

号
“

２
８４

2号カマド

トーL=74.800mS＝1/25 －2斗

蚕 褐色焼土（5YR4/6）10％の混合土層

粘性なししまりあり

11．10YR2/1 黒色土粘性あり しまりややあり暗褐色焼土（7.5YR3/4）微量含む。

12．10YR2/1 黒色土粘性あり しまりあり

13．10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまりなし褐色土（10YR4/4）微湿含む。

14．7．5YR3/4暗褐色焼土粘性なししまりあり明褐色焼土粒（7.5YR5/6）5％含む。

15．5YR5/8明赤褐色焼土粘性なししまりあり

c－c′

1 ．10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり檀褐色土（5YR6/8

径8～1αTm）微鼠含む。

2．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりややあり橿色焼土粒（5YR6/8

径2～3rTwn）微量含む。

3．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりややあり

4．10YR2/1 黒色土粘性なししまりややあり

5．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり褐色土（10YR4/4）5％

含む。

6．10YR2/1 黒色土粘性ややあり しまりあり明赤褐色焼土粒（5YR

5/6）微過含む。

7．10YR3/1 黒褐色土粘性あり しまりあり褐色焼土（7.5YR4/3）30

％含む。

0 1：50 2m
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13号住居跡

遺構（第34．35図、写真図版30）

＜位置・重複関係＞ⅣA-65グリッドに位置し、表土下の第Ⅲ層で検出された。重複する遺構はない。

＜規模・平面形・方向＞規模は326×338cm，総床面積は約11.00㎡で平面形は方形状であるが、や

や歪んだ形状を呈し、主軸方向はE-19o－Sであるが、住居の形状の歪みのため不正確である。

＜埋土＞自然堆積で、全体が黒色、黒褐色土で構成されている。

＜壁＞壁はいずれも外傾して立ち上がる。壁面残存値は北壁6cm、西壁21cm、南壁3cm、東壁6cm

である。

＜床面＞床面は平坦で、ほぼ一部に掘り方を持ち、暗褐色土と黒褐色土の混合土が貼られている。

＜土坑＞ 2基検出された。P1はカマド右袖脇からの検出で径82×66cm貯蔵穴と考えられるが、遺構

の一部が袖までかかっている。P2は径90×78cm、深さ12cmで貼り床土下から検出された。掘り方痕

である可能性が高い。

＜カマド＞東壁の南よりに設けられている。残存状態は不良で燃焼部には赤褐色焼土粒が広がり、層厚は

最大4cmである｡袖は検出時に20×40cmの礫が散在していたことからこれらを利用していたと考えられ、

これに黒褐色土を持ち込んで固めたと思われるが、持ち込んだ土と住居の埋土の判別が難しく、袖の範囲は

不明確である。煙道部は検出時にはすでになく、煙出し部と思われる小土坑までは長さ120cmほどである

が、位置的にずれていることから煙出し部の掘り込みでない可能性もある。
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第34図 13号住居跡

－49－

No． 径(cm) 深さ(cm)

P1 82×66 47

P2 90×78 12



トー裡是9.0m --当

饅
pa－a

l － 1C

B－B'

1 － 101 粘土質粘性ややあり しまりあり

にぶい黄褐色土（10YR5/4）微量含む。

2. 2.5YR2/1 黒色土粘性あり しまりあり

3．10YR2/2黒褐色土50％、10YR3/3暗褐色土50％

の混合土層粘性あり しまりあり

（7.5YR3/3） 3％含む。

2．10YR2/1 黒褐色土粘性あり しまりあり明黄褐色土

（10YR7/6）3～5％含む。

3．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり明褐色焼土

粒（7.5YR5/6径1～2mm）微量含む。

4．10YR3/1 黒褐色土粘性なししまりあり赤褐色焼土

（5YR4/6）40％含む。

5．2．5YR4/6赤褐色焼土粘性あり しまりあり

b－b'

1 ．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり

2．10YR3/1 黒褐色土粘性あり しまりあり

赤褐色焼土（5YR4/6）40％含む。

3．10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり

褐灰色土（10YR4/1）20％含む。

4．10YR3/1 黒褐色土粘性あり しまりあり

5．10YR3/2黒褐色土粘性あり しまりあり

赤褐色焼土粒（5YR4/6径5～7mm）2％含む。

6．10YR3/1黒褐色土粘性あり しまりあり

7．10YR3/1黒褐色土粘性あり しまりあり

明黄褐色土（10YR7/6）少避含む。

0 1 :25 1m

－

第35図 13号住居跡

遺物（第83．84図、写真図版70）

100～102は酸化炎焼成の坏で成形はロクロ、100はP1埋土下部、101はカマド付近、102は住居の

床面直上から出土した。器面調整は外面はロクロナデ、100．101の内面は黒色処理に伴うミガキが施さ

れている。底部の切り離し技法は100は回転糸切り、101は切り離し後の箆削り再調整により不明、102

は回転糸切り後、箆削り再調整が施されている。103はカマド袖付近から出土した還元炎焼成の坏で成形

はロクロ、器面調整はロクロナデ、底部の切り離し技法は回転糸切りによる。104はカマドの袖部から出

土した酸化炎焼成の甕で成形は非ロクロによる。器面の調整は胴部はハケメ、底部はナデが施されている。

＜石器＞105は住居の床面から出土した磨石で長さ18cm、幅10.9cmで側面に磨り痕が認められる。

＜金属遺物＞106は住居床面から出土した刀子で3点に分かれて出土した。長さ7.5cm、幅1.85cmで

先端が尖っている。

時期出土した遺物の特徴から9世紀中葉～後半に属する。

14号住居跡

遺構（第36～38図、写真図版31．32）

＜位置・重複関係>VB-04グリッドに位置し、表土下の第Ⅲ層で検出された。重複する遺構はない。

＜規模・平面形・方向＞規模は438×479cm，総床面積は約20.98㎡で平面形は方形状を呈し、主軸

はE-15｡-Nのほぼ東北東方向である。

＜埋土＞自然堆積で、全体が黒褐色土主体の土層堆積で暗褐色土粒が微量混入している。

＜壁＞壁はいずれも外傾して立ち上がる。壁面残存値は北壁15cm，西壁16cm、南壁21cm，東壁7

cmである。

－50－



＜床面＞床面はほぼ平坦で、全面に掘り方を持つ。掘り方には褐色土と黒褐色土の混合土が貼られ、厚さ

は8～19cmである。

＜士坑＞6基検出された。このうちP1は位置や遺物が出土していることから貯蔵穴と思われ、 P2．P

3についても用途は不明ながら柱穴ではない土坑と考えられる。 P5･P10は土坑状の形態を為すが、形状、

壁面など暖昧な部分も多い。

＜柱穴>P6～P9の4基が検出された。壁面から掘り込んでいるものがあり深さは58～75cmとや

やばらつきがあるが、底面の標高はほぼ同じであり主柱穴と考えられる。

＜カマド＞東壁のやや南よりに1基設けられている。残存状況が悪く、煙道部はない。また袖は大半が削

平されプランが不明確であるが袖土には黒褐色土、暗褐色土の混合土を持ち込んでカマドを構築したと思わ

れる。燃焼部には約70×49cmの範囲に赤褐色焼土が広がり、層厚は最大10cmである。

遺物（第84．85図、写真図版70．71）

＜土器＞107～115は酸化炎焼成の坏で107．115はP1，108はP4、109．112．113は住居床面、

110はP3、111．114はカマド燃焼部から出土した。器面調整は107～110は外面ロクロナデ、内面に

は黒色処理に伴うミガキが施されている。111～115はロクロナデのみによる調整である。底部の切り離

し技法は107～113．115は回転糸切り、114は切り離し後再調整が施されているため不明である。116

は住居床面から出土した酸化炎焼成の甕で成形は非ロクロ、器面調整は口縁部ヨコナデ、胴部～底部ナデが

施されている。

＜石器＞117.118は住居の床面から出土した磨石で117は一面､118は側面4面に磨り痕が認められる。

時期出土した遺物の特徴から9世紀末葉頃と考えられる。

土坑類計測表ハ
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第36図 14号住居跡

－51－

No． 径(cm) 深さ(cm)

P1 104×100 31

P2 122×116 38

P3 148×96 27

P4 66×50 24

P5 72×46 26

P6 58×40 58

P7 70×44 57

P8 42×40 75

P9 60×48 60

P10 50×40 21



P1 ，

－△判 lg－ L=7420αγ､ －ヨﾄｰLL=74.300m

P1
P

c－c’

1 ．10YR3/2黒褐色土粘性あり しまりあり

暗褐色砂質土（10YR3/4）3％含む。

2．10YR3/4暗褐色砂質土粘性あり しまりあり

黒褐色土（10YR3/2）ブロック状に含む。

3．10YR3/2黒褐色土50％、暗褐色砂質土（10YR

3/4）50％の混合土層粘性あり しまりあり

焼土粒・炭化物を含む。

4．10YR3/3暗褐色粘土質土粘性あり しまりや

やあり焼土粒・炭化物を含む。

5．10YR2/2黒褐色粘土質土粘性あり しまりや

やあり

A－A′

1 ．10YR3/2

2．10YR3/2

3．10YR3/2

4．10YR2/2

5．10YR2/2

6．10YR2/2

7．10YR2/1

8．10YR2/2

9．10YR2/2

黒褐色土粘性あり しまりあり暗褐色土（10YR3/4）3％含む。

黒褐色土50％、10YR2/1黒色土50％の混合土層粘性ややあり しまりあり

黒褐色土粘性ややあり しまりあり暗褐色土（10YR3/4）3％含む。

黒褐色土粘性ややあり しまりあり暗褐色土（10YR3/4）1％含む。

黒褐色土粘性ややあり しまりあり暗褐色土（10YR3/4）1％含む。

黒褐色土粘性ややあり しまりあり

黒色土粘性ややあり しまりあり褐色土（10YR4/4）層下部にブロック状に含む。
黒褐色土粘性ややあり しまりあり

黒褐色土粘性ややあり しまりあり褐色土（10YR4/4）30％含む。

隆一L=74300m 一旦－1

P2

+LL=7XiOOm4

B－B′

1．10YR3/2

2．10YR3/2

3．10YR3/2

4．10YR2/2

5．10YR2/2

6．10YR3/2

7．10YR2/2

8．10YR2/3

9．10YR4/4

10．10YR2/2

11．10YR4/4

黒褐色土粘性あり しまりあり暗褐色土（10YR3/4）3％含む。

黒褐色土50％、10YR2/1黒色土50％の混合土層粘性ややあり しまりあり

黒褐色土粘性ややあり しまりあり暗褐色土（10YR3/4）3％含む。

黒褐色土粘性ややあり しまりあり暗褐色土（10YR3/4）1％含む。

黒褐色土粘性ややあり しまりあり暗褐色土（10YR3/4）1％含む。

黒褐色土粘性ややあり しまりあり

黒褐色土粘性ややあり しまりあり明赤褐焼色土（10YR3/4）1％含む。

黒褐色土粘性ややあり しまりあり

褐色土粘性なししまりあり

黒褐色土粘性ややあり しまりあり褐色土（10YR4/4）30％含む。

褐色土粘性ややあり しまりあり黒褐色土（10YR2/2）10％含む。

P2

d－d′

1 ．10YR3/2～2/2黒褐色土粘性あり しまりや

やあり黄褐色土（10YR5/6）1％含む。

2．10YR3/2黒褐色土粘性あり しまりややあり

黄褐色土（10YR5/6）1％含む。

3．10YR2/2黒褐色粘土質土70％、10YR3/2黒褐

色土30％混合土層粘性あり しまりややあり

焼土粒・炭化物を含む。

LL=7:300m -呉斗
〃

ヱン
いう

a－a

1 ．10YR2/3

2．10YR2/3

3．10YR2/3

4．10YR3/2

5．10YR3/4

6．10YR2/3

7．10YR3/3

8． 5YR4/8

P3

e－e’

1 ．10YR2/3黒褐色土粘性あり しまりややあり

暗褐色土（10YR3/4）1％含む。

2．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり

3．10YR3/2黒褐色粘土質土粘性あり しまりや

やあり暗褐色土（10YR3/4）5％含む。

黒褐色土粘性ややあり しまりあり

黒褐色土粘性なししまりあり明赤褐色焼土（5YR5/8）1％含む。炭化物混入。

黒褐色土80％、10YR3/4暗褐色±20％の混合土層粘性なししまりあり炭化物混入。

黒褐色土粘性なししまりあり炭化物、焼土混入。

暗褐色土粘性なししまりあり

黒褐色土粘性ややあり しまりややあり暗褐色土（10YR3/4）1％含む。

暗褐色土粘性ややあり しまりあり

赤褐色焼土粘性なししまりあり

鑿
カマド

褐色土粘性あり しまりあり

ブロック状に含む。

粘性あり しまりあり褐色

む。

土質土50％、暗褐色土（10YR

粘性あり しまりあり

10YRZ/Z～Z/鄙掃

き褐色土（10YR3/4）

10YR3/2黒褐色土

.（10YR4/4）1％台

10YR2/2黒褐色淵

ﾉ4）50％の混合十願

ｂ
ｌ
２
３
４
５
６ 0％‐ 10YR4/4褐伍士30％混合十厩

0 1：50 2m
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第37図 14号住居跡
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P5

fL=7420qn_"

ｰ咳一

P7

i－i '

1 ．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりややあり

黄褐色土（10YR5/6）3％含む。

2．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり黄

褐色土（10YR5/6）40％含む。

3．10YR4/4褐色土粘性あり しまりあり黒褐

色土（10YR2/2）20％含む。

h P6 If
ﾄｰｰL＝74.30qT1-ヨ

P7 i・

借L＝74.100m→

E用
P5

〃

g－g

1．10YR2/3黒褐色土粘性あり しまりあり黄褐色土

（10YR5/6）2％含む．

2．10YR3/2黒褐色土粘性あり しまりあり褐色土（10

YR4/4）1％含む。

3．10YR2/2黒褐色粘土質土50％、暗褐色土（10YR3/4）50

％の混合土層粘性あり しまりあり

4．10YR2/3黒褐色粘土質土粘性あり しまりややあり

4．10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり褐色土（10YR

4/4）5％含む。明赤褐色焼土粒（5YR5/8)、炭化物粒微過含む。

5．10YR3/4暗褐色土粘性あり しまりあり黒褐色土（10YR3/2）

10％、明赤褐色焼土粒（5YR5/8径3～10,丁､）少量含む。

6．10YR4/4褐色土粘性あり しまりあり黒褐色土（10YR3/2）

5％含む。

7．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり黄褐色土（10YR5/6）

20％含む．

8．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり黄褐色土（10YR5/6）

50％含む。

9．10YR3/2黒褐色土粘性あり しまりあり褐色土（10YR4/4）

10％含む。

10．10YR4/4褐色土粘性あり しまりあり黒褐色土（10YR2/2）

5％含む。

P6

h－h'

1 ．10YR3/2黒褐色土粘性あり

黄褐色土（10YR5/6）40％含む。

2．10YR2/2黒褐色土粘性あり

黄褐色土（10YR5/6）15％含む。

3．10YR2/2黒褐色土粘性あり

黄褐色土（10YR5/6）20％含む。

P8・P10

j－j ′

1 ．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり褐色土（10YR4/4）

3％含む。

2．10YR3/2黒褐色土50％、10YR5/6黄褐色土50％の混合土層

粘性ややあり しまりあり

3．10YR3/2黒褐色土50％、10YR4/4褐色土50％の混合土層

粘性ややあり しまりあり 明赤褐色焼土（5YR5/8）微量（1

％以下）含む。

しまりあり

しまりあり

しまりあり

0 1:50 20m
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第38図 14号住居跡

15号住居跡

遺構（第38．39図、写真図版33）

＜位置・重複関係>VD-25グリッドに位置し、表土下の第Ⅲ層で検出された。カマド部分は調査前の

試掘によって削平を受けていた。重複する遺構はない。

＜規模・平面形・方向＞規模は411×542cm，総床面積は約22.27㎡で平面形は方形状を呈し、主軸

は方向は真東である。

＜埋土＞自然堆積で、上～中位は黒色土、黒褐色土主体、下位は明黄褐色土粒を含む黒褐色土が堆積して

いる。

＜壁＞壁は削平の影響もあって一部残存状況の悪い部分もあるが、いずれも外傾して立ち上がる。壁面残

存値は東壁5cm、西壁23cm、南壁4cm､北壁11clnである。

＜床面＞床面は平坦で、しまりはあまりない。床面一部には掘り方痕が残り褐色土粒を含む黒褐色土が貼

られている。

＜土坑＞カマドの脇からP1が検出された。検出面にはカマドの構成礫と思われるやや大きめの石が散在

し、埋土からは土師器甕の破片が出土している。

＜カマド＞東壁のやや南よりに1基設けられている。残存状況は比較的良であるが、削平の影響で袖の一

部が消失している。袖には長さ39cmの礫を芯材とし、これを持ち込みのにぶい黄褐色土粒を含む黒色土

で覆い固めて構築している。燃焼部には約63×57cmの範囲でにぶい赤褐色焼土が広がり、層厚は最大6

cmである。煙道部は掘り込み式の構造で長さは約100cm,煙道底面に凸凹はあるが、傾斜はない。煙出し

部は径83×68cm、深さ43cmの土坑状を呈する。

遺物（第85図・写真図版71）

カマド脇～P1付近から119が出土した。酸化炎焼成の鉢で成形はロクロ、器面調整は内面にミガキ、

外面にロクロナデ、ケズリが施され、底部の切り離し技法は再調整により不明である。

時期出土遺物から平安時代と考えられる。
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､ 室 =_‐
A--A′、 B－B′

1 ．10YR2/3黒褐色土粘性なししまりあり明黄褐色土粒（10YR7/6）微量含む。

2．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり

3．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりありにぶい黄褐色土粒（10YR5/4）微量含む。

4．10YR3/1～2/1 黒褐～黒色土粘性なししまりあり黄褐色土粒（10YR5/6）微量含む。

5．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり明黄褐色土粒（10YR6/6）微量含む。

6．10YR2/3黒褐色土粘性なししまりあり褐色土粒（10YR4/4）少騒含む。

0 1：50 2m
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第39図 15号住居跡
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卜とr魂900m 当

粘性ややあり しまりありにぶい黄

褐色土（10YR5/4） 2～3％含む（袖土)。

2．10YR3/1 黒褐色土粘性なししまりあり灰黄褐色

土（10YR4/2）40％、明赤褐色焼土（2.5YR5/8）微量含む。

3．10YR2/1 黒色土粘性ややあり しまりあり暗褐色焼

土（7.5YR3/4） 2％含む。

4．10YR2/1 黒色土粘性ややあり しまりあり にぶい

黄褐色土（10YR5/4径4～6rTwn）微量含む。

5．5YR4/4にぶい赤褐色焼土粘性あり しまりあり

a－a

l・ 10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり褐色焼土粒（7.5YR4/3径2～4mm）2％含む。

2．10YR1.7/1黒色土粘性あり しまりあり

3．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり褐色焼土粒（7.5YR6/6径6～10mm）2％含む。

4．10YR3/1黒褐色土粘性あり しまりあり

5．10YR2/1黒色土粘性あり しまりあり

6. 7.5YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり暗褐色焼土（7.5YR3/3）10％含む。

7．10YR2/1 黒色土粘性あり しまりあり榿色焼土（5YR6/6）10％、炭化物粒微量含む。

8．5YR4/4にぶい赤褐色焼土粘性あり しまりあり

P1

b－b'

1 ．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり

明褐色焼土粒（5YR5/8径1～3，丁Tウ微量含む。

2．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり

褐色土（10YR4/4）10％含む。

3．10YR4/4褐色土60％、10YR3/2黒褐色土40

％の混合土層粘性あり しまりあり

0 1：25 1m
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第40図 15号住居跡

16号住居跡

遺構（第41．42図・写真図版34．35）

＜位置・重複関係>VB-53グリッドに位置し、表土下の第Ⅳ層で検出された。削平の影響で遺構の残

存状況は不良である。重複する遺構はない。

＜規模・平面形・方向＞削平の影響で正確な規模・平面形は不明である。

＜埋土＞削平のため床面での検出であるが､東壁際に褐色土混じりの黒褐色士の堆積が僅かに確認できる。

＜壁＞不明。

＜床面＞床面は平坦で、周囲との堅さによる違いは見られない。また掘り方をもち、にぶい黄褐色土混じ

りの褐灰色土が貼られている。

＜土坑＞3基検出された。P1は貯蔵穴と考えられるもので径98×80cm、深さは26cmと浅い。P2

は壁の立ち上がりや状態から掘り方痕の可能性がある。P3はP7と隣接することからP7に伴う掘り込み

痕の可能性がある。

＜柱穴>P4～P7の4基が検出された。柱痕の径は大きいもので50×46cm、小さいもので38X

32cm、検出面からの深さは50～70cmである。柱間の距離は東西約200～205cm、南北約350~

360cmである。

＜カマド＞東壁の南寄りに構築され､主軸は住居のそれとほぼ同じE-12°一Nの東北東方向である。カ

マドの袖部には焼土粒混じりの黒褐色～暗褐色土が染み状に確認できるのみで構造の詳細は不明である。燃

焼部には径62×57cmの範囲でにぶい赤褐色焼士が広がり、厚さは最大で8cmある。煙道部は削平のため

残存せず、煙出し部は開口部径38×34cm、深さ9cmの浅い土坑状になっていて､先端のみ深さが23cm

ある。

遺物（第85図・写真図版71）

P1から120～122が出土した。いずれも酸化炎焼成による坏で成形はロクロ、器面調整は内面が黒色
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当畔一L=74200m

一一一一~－一一一一－一一－~－ー一~更ﾜ弐一一
A－A′

1 ．10YR3/1 黒褐色土粘性あり しまりあり暗褐色土（10YR3/3）1～2％含む。
a－a

1 ．10YR3/1 黒褐色土粘性なししまりあり

にぶい赤褐色焼土（5YR4/3）微風含む。

2．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり

3．10YR3/2黒褐色土粘性あり しまりあり

4．10YR3/1 黒褐色土粘性なししまりあり

明褐色焼土粒（7.5YR5/8）10％含む。

5．7．5YR3/1 黒褐色土粘性なししまりあり

明褐色焼土粒（7.5YR5/8）微量含む。

6．10YR2/1 黒色土粘性なししまりあり

明褐色焼土粒（7.5YR5/6)、炭化物粒微量含む。

7．5YR4/4にぶい赤褐色焼土粘性なししま

りあり

ﾄｰ且一L=74.200m ｶｸﾗﾝｰ畠

雲二二こミ11重フ逗三′＝－－‐

B－B′

1 ．10YR2/2

2．10YR4/1

黒褐色土粘性なししまりあり褐色土（10YR4/4）微量含む。

褐灰色土粘性なししまりあり にぶい黄褐色土（10YR4/4）20％含む。

カマド

トニL=74．100mS='/25
a

ヨ

P
0 1：50 2m

トーーョーー

第41図 16号住居跡
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No． 径(cm) 深さ(cm)

P1 98×80 26

P2 110×100 27

P3 98×84 30

P4 82×74 60

P5 102×68 50

P6 88×70 70

P7 44×42 50

P8 80×74 23



+LL=741&R=1/25トLL=74.100mS=1/25 －閏
23 12

444

b－b"

1 ．10YR3/1黒褐色土粘性なししまりあり明

褐色焼土粒（7.5YR5/8）10％含む。

2．10YR3/3暗褐色土粘性ややあり しまりあり

明赤褐色焼土（5YR5/6）少、含む。

3．10YR2/1 黒色土粘性なししまりあり明褐

色焼土粒（7.5YR5/6)、炭化物粒微凪含む。

4．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり褐

色土粒（10YR4/6）微凪含む。

明褐

褐

P3 ，

FL=74]OOm-gl

‐観
2

P3

e－e

1 ．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり褐

色土（10YR4/4）ブロック状に含む。径5～10mm

の炭化物粒微且含む。明褐色焼土（7.5YR5/8）1％

含む。

2．10YR4/3にぶい黄褐色土粘性なししまりあ

り

3．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり

明赤褐色焼土（5YR5/8）10％含む。

4．10YR3/2黒褐色土50％、5YR5/8明赤褐色焼

土50％の混合土脳粘性なししまりあり

5．10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり

褐色土（10YR4/4）20％含む。

P1

〃

C－C

1 ．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり

2．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり明

褐色焼土（75YR5/8）10％、炭化物粒少凪含む。

3．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり

4．10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり

褐色焼土（7.5YR4/6)、炭化物粒少、含む。

5．10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり

褐色土（10YR4/4）3％含む。

6．10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり

褐色土（10YR4/4）20％含む。

P2

LL=723OOm _gLI

Tニェフアア
P2

d－d'

1 ． 10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり

黄褐色土（10YR5/6）20％含む。

2．10YR3/2黒褐色土70％、10YR4/4褐色土

30％の混合土層粘性なししまりあり

P6

LL=74.100m_hl
P4

ILL=74jOOmiL1 卜旦L=7:3｡｡nT_gj

~零

P6

h－h'

1 ．10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり

2．10YR3/2黒褐色土50％、10YR5/8黄褐色土（10

YR5/8）50％の混合十園粘性なししまりあり

3．10YR3/2黒褐色土70％、10YR5/8黄褐色砂質土

30％の混合土厨。粘性なししまりあり噸
21－，1

４〆７

6
5

8

P4

f－f'

1 ．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり

褐色土（10YR4/4）1％含む。

2．10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまり

あり黄褐色砂質土（10YR5/6）50％含む。

3．10YR3/4暗褐色土粘性あり しまりあり

4．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり

黄褐色砂質土（10YR5/6）20％含む。

5．10YR3/2黒褐色土粘性あり しまりあり

褐色土（10YR4/4）3％含む。

6．10YR3/2黒褐色土粘性あり しまりあり

黄褐色砂質土（10YR5/6）20％含む。

7．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり

黄褐色砂質土（10YR5/6）50％含む。

8．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり

P5

g－g

1 ．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり

褐色土（10YR4/4）10％含む。

2．10YR2/2黒褐色土60％、10YR5/6黄褐色

砂質土40％の混合土溜。

3．10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまり

あり褐色土（10YR4/4）3％含む。

4．10YR3/2黒褐色土70％、10YR4/4褐色土

30％の混合土闇。粘性ややあり しまりあり

5．10YR3/2黒褐色土粘性あり しまりあり

6．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり

褐色土（10YR4/4）1％含む。

7．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり

黄褐色土（10YR5/6）7％含む。

P7

i－i ′

1 ．10YR3/1 黒褐色土粘性なししまりあり

褐色土（10YR4/6） 3％含む。

2．10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまり

あり褐色土（10YR4/6）1～2％含む。

3．10YR2/2黒褐色土40％、10YR4/6褐色土

60％の混合土層。 粘性なししまりあり

4．10YR4/6褐色土粘性あり しまりあり

5．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり

6．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり

褐色土（10YR4/6） 5％含む。

LL=7:%O0凸

習

0 1：50 2m
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第42図 16号住居跡

処理に伴うミガキ、外面がロクロナデ、底部の切り離し技法は回転糸切りによる。

時期出土遺物から平安時代と考えられる。

17号住居跡

遺構（第43～45図・写真図版36．37）

＜位置･重複関係＞ⅥB-13グリッド付近に位置し､表土下の第Ⅲ層で検出された。重複する遺構はない。

＜規模・平面形・方向＞規模は494×480cm，総床面積は約23.71㎡で平面形は正方形を呈し、主軸

はN-21o－Wの北北東方向である。

＜埋土＞自然堆積を呈し、全体が黒褐色士主体の土層堆積で、明褐色焼土粒が混じる。

＜壁＞壁はやや内湾して立ち上がり、壁面残存値は東壁22cm、西壁9cm、南壁4cm、北壁20cm

－57－



である。

＜床面＞床面は平坦で、全面に掘り方を持つ。掘り方には褐色土混じりの黒色土が貼られ、厚さは最大で

10cmほどである。

＜土坑＞4基検出された。P3は南壁を切って掘り込まれており、底には土師器片や大きさ10～14cm

の礫があった。 P4はカマド右袖脇から検出された。やや不整な楕円形をしており、埋土からはカマドの土

や土師器片が出土している。P1・P2に関しては出土遺物はなく詳細は不明である。

＜カマド＞北壁の中央に構築され、主軸は住居の主軸とほぼ同じN-21°－Wの北北東方向である。カ

マドの構造は袖土に黒褐色士を持ち込み、その中に大きさ20cmくらいの礫や士器片を混入して固めて構

築されている。また袖土は床面を掘り込んでいる。燃焼部には径63×28cmの範囲に赤褐色～明赤褐色焼

土が広がり、焼成の厚さは最大で12cmある。煙道部は掘り込み式の構造であるが、検出時に削平を受け

ているため、割り貫き式の構造であった可能性もある。煙道部の長さは約152cm、幅は30cm、約13｡

の傾斜で煙出し部へと下る。煙出し部の開口部径は59×56cm，深さ85cmの土坑状を呈する。
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A一A'

1．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり明赤褐色焼土（5YR5/8

径1～3mm)、径2～5｢TWnの炭化物1％含む。

2．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり明赤褐色焼土（5YR5/8

径1～2mm）3％含む。

3．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり 明赤褐色焼土（5YR5/8

径1～2mm）微量含む。

4．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりなし

5．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり明赤褐色焼土（7.5YR5/8

径1～2rTTn)、炭化物2％含む。

6．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり褐色土（10YR4/4)10％、

他に炭化物が層上層に微量含まれる。

7．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり褐色土（10YR4/4）5％

含む。

8．10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり明赤褐色焼土(7.5YR5/8

径1mm)、炭化物微量含む。

9．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり

10．10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり暗褐色土（10YR3/4）

ブロック状に含む。明褐色焼土（7.5YR5/8)、炭化物微母含む。

11．10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり炭化物微量含む。

12．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり褐色土(10Y即/4）5％含む。

13．10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり褐色土（10YR4/4）1％

含む。

14．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり褐色土(10Y剛/4）1％含む。

15．10YR3/2黒褐色土粘性あり しまりあり暗褐色土（10YR3/3）20％

含む。

B

ﾄｰ一一L=74.400m －旦引

B－B′

1 ．10YR3/2黒褐色士

2．10YR3/2黒褐色士

3．10YR3/2黒褐色土

4．10YR3/2黒褐色土

2～4mm）微通含む。

5．10YR3/2黒褐色士

～5mm）2％含む。

6．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり暗褐色土（10YR3/4）

ブロック状に含む。

7．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり明褐色焼土（5YR5/8）

3％、炭化物含む。

8．10YR2/1 黒色土粘性あり しまりあり褐色土（10YR4/4）1

～2％含む（貼り床土)。

粘性なししまりあり褐色焼土（7.5YR4/6）10％含む。

粘性なししまりあり褐色土（10YR4/4）2％含む。

粘性なししまりあり暗褐色土（10YR3/4）2％含む。

粘性ややあり しまりあり明褐色焼土（7.5YR5/8径

粘性ややあり しまりあり明褐色焼土（5YR5/8径1

カマド

トーL=74400mS＝1/25 P －昌引
1

S

210
991313 3

蕊鵜
1111

8
4

P7 、 17 、 121212
1414

6

15

19
11 ．10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり 明褐色焼土

（7.5YR5/8）70％含む。

12．10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり 明褐色焼土

（7.5YR5/6）ブロック状に20％含む。

13．10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり 褐色焼土

（7.5YR4/6）ブロック状に30～40％含む。

14．7．5YR3/4暗褐色土粘性あり しまりあり

15．10YR3/4暗褐色土粘性あり しまりあり暗褐色土（7.5YR3/4）

30％含む混合土層。

16．10YR2/2黒褐色土粘性なし しまりややあり 暗褐色土

（7.5YR3/4）3～5％含む。

17．10YR3/2黒褐色土粘性あり しまりあり暗褐色土（7.5YR3/3）

3％含む。

18．7．5YR3/4暗褐色土粘性あり しまりあり

19．10YR3/2黒褐色土粘性あり しまりあり褐色土(10YR4/4)50％

含む混合土層。

20．7．5YR4/4褐色土粘性あり しまりあり暗褐色土（7.5YR3/4）

10％含む混合土層。

21．7．5YR4/6褐色土粘性あり しまりあり

22．5YR4/6～4/8赤褐色焼土粘性あり しまりあり

23．10YR3/2黒褐色土粘性あり しまりあり 明赤褐色焼土（5

YR5/8）10％含む。

24．5YR5/8～4/8明赤褐～赤褐色焼土粘性あり しまりあり

1616 17

1818

20

21

一a

lOYR3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり明褐色焼土（7.5YR5/8

径1～31Wh）2％含む。

10YR3/2黒褐色土粘性なししまりややあり

10YR2/2～3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり

10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり暗褐色土（10YR3/3）

20～30％含む混合土層明褐色焼土粒（7.5YR5/8径1～3rml）2％

含む。

10YR3/4暗褐色土粘性ややあり しまりあり 明褐色焼土粒

(7.5YR5/8 2～5『TTn）1％含む。

5YR4/8赤褐色焼土粘性あり しまりあり

10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり明褐色焼土(Z5YR5/6

径2～5mT1）3％含む。

10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり赤褐色焼土（5

YR4/8）30～40％含む混合土層。

10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり明褐色焼土粒（7.5YR5/8

径1～3rml）微量含む。

a

l

２
３
４

5

６
７

８
９

10．5YR5/8明赤褐色焼土粘性なししまりあり黒褐色土（10YR3/2）

20～30％含む混合土層。
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b－b"

1 ．10YR2/3黒褐色土粘性ややあり しまりあり明赤

褐色焼土（7.5YR5/8径1～5，丁､）5％含む。

2．10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり暗褐

色土（10YR3/3）1％含む．

3．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり黄褐色砂

質土（10YR5/6）40％含む。

4．10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり赤褐

色焼土（5YR4/8）30％含む。

5．10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり黄褐

色砂質土（10YR5/6）ブロックで含む。

6．10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり明

赤褐色土（7.5YR5/8径1～3，丁､）1～2％含む。

7．10YR3/2黒褐色土粘性あり しまりあり明赤褐色

焼土（5YR5/8）層下部にブロックで含む。

8．10YR2/2～3/2黒褐色土粘性あり しまりあり

暗褐色土（10YR3/3）3％含む。

9. 7.5YR4/6褐色土粘性あり しまりあり

10．5YR4/8赤褐色焼土粘性あり しまりあり

11．10YR3/2黒褐色土粘性あり しまりあり明赤褐

色焼土（5YR5/8）10％含む。

12．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり明赤褐

色焼土（5YR5/8）1％含む。

13．5YR5/8～4/8明赤褐～赤褐色焼土粘性あり し

まりあり

14．10YR2/2～3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあ

り

15．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり黄褐色

土（10YR5/8)50％含む混合土間である。明赤褐色土（5

YR5/8）5％含む。

16．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり黄褐色

土（10YR5/6）20％含む。

P1

LL=74.100m
Ｃ
「

~謬一零 雷
P2

d－d′

1 ．10YR2/3

明褐色燈十対

2．10YR3/2

褐色砂質土（

3．10YR3/2

の混合土層。

4．10YR3/2

褐色砂質土（

5．10YR5/8

．10YR2/3黒

P1

C－C

1・ 10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり

褐色土（10YR4/4）3％､明赤褐色焼土粒（10YR4/4）

3％含む。

2．10YR3/2黒褐色土50％、10YR4/4褐色土50％

の混合土圃。粘性ややあり しまりあり

3．10YR4/4褐色砂質土粘性あり しまりあり

黒褐色土（10YR2/3）10～20％含む。

4．10YR5/6黄褐色砂質土粘性あり しまりあり

黒褐色土（10YR3/2）30％含む．

褐色土粘性ややあり しまりあり

明褐色焼土粒（5YR5/8径1～2nTn）1～2％含む。

、 10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり

褐色砂質土（10YR4/4）10％含む。

、 10YR3/2黒褐色土50％、10YR4/4褐色土50％

の混合土層。粘性ややあり しまりあり

、 10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり

褐色砂質土（10YR4/4）3～5％含む。

．10YR5/8黄褐色砂質土粘性ややあり しまりあり

黒褐色土（10YR3/2）5％含む。

P4

f－f'

1 ．10YR3/2～2/3黒褐色土粘性あり しまりあり褐色土

（10YR4/4径3～5mm）ブロック状に含む。

2．10YR3/2黒褐色土粘性あり しまりあり褐色土（10YR

4/4）10％含む。

3．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり

4．10YR3/4暗褐色土粘性あり しまりあり赤褐色焼土（5

YR4/8径2～5mm）5％含む。

5．10YR2/3黒褐色土粘性ややあり しまりあり褐色砂質土

（10YR4/4）20％含む。

6．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり

7. 7.5YR3/4暗褐色土粘性ややあり しまりあり褐色砂質土

（10YR4/4）ブロック状に含む。赤褐色焼土粒（5YR4/8

径1～3mm）3％含む。

8．10YR4/4褐色砂質土50％、10YR2/2黒褐色土50％の混合

土層。 粘性あり しまりあり

9．10YR4/4褐色砂質土粘性あり しまりあり褐色砂質土

（7.5YR4/3）20％、赤褐色焼土（5YR4/8）1％含む。

P3

L＝74．100m

陰 皇
P4

ﾄLL="OOm4

壼畷言 鮪
P3

e－e

1 ．10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり

2．10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり

褐色土（10YR4/4）2％含む。

3．10YR3/2～2/2黒褐色土粘性ややあり しま

りあり

4．10YR3/2黒褐色土粘性あり しまりあり明

赤褐色焼土（5YR5/8径1～3，T､）2％含む。炭

化物微圃含む。
0 1：50 2m
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第45図 17号住居跡

遺物（第86図・写真図版72）

＜土器＞123～126は住居の埋土から出土したロクロ成形の坏で、123～125は酸化炎焼成､126は還

元炎焼成による。器面調整は123．124は内面に黒色処理が施され､ヘラミガキが施されている。124の外

面体部底面～下部にはケズリが施されている。125．126は両面ロクロナデのみ施されている。底部の切

り離し技法は123は回転糸切り後、再調整が施されている。125．126は回転箆切り、124は底部切り離し

後の再調整により不明である。127は住居床面から出土した還元炎焼成の蓋で成形はロクロ、器面調整は

内面にナデ、外面にロクロケズリが施されている。128～130は酸化炎焼成の甕でいずれもカマドの崩落

土から出土した。成形は非ロクロ、器面調整は口縁部にヨコナデ、胴部にハケメ、ヘラナデ、底部にナデが

施されている。

＜石器＞132は住居床面から出土した磨石で､全面に磨り痕が認められ､特に上面の磨り痕が顕著である。

＜金属遺物＞131は貼り床土中から出土した欠損した鋤で大きさは長さ12.5cm､幅4.1cm,厚さ0.5cm

を測る。

時期出土した遺物の特徴から9世紀前半に属する遺構である。

18号住居跡

遺構（第46～48図・写真図版38．39）

＜位置・重複関係＞ⅥB-11グリッドに位置し、表土下の第Ⅲ層で検出されたが、検出時の不手際や削

平の影響で遺構の南壁は残っていない。19号住居跡と重複し、これを切る。

＜規模･平面形･方向＞規模は東西614cm、南北は掘り方痕の範囲から推定して660～680cmである。

＜埋土＞自然堆積で、全体が明褐色焼土粒を微量含む黒褐色土主体の層が堆積する。

＜壁＞壁は外傾ないし垂直に立ち上がる。壁面残存値は東壁23cm，西壁18cm、北壁19cmである。

＜床面＞床面は平坦で堅さはなく、全体に掘り方をもち、黄褐色土粒含む黒褐色士が貼られている。厚さ
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は15～23cmである。

＜土坑>P1・P2・P7の3基検出された。P1 ．P2は貯蔵穴でP1からは土師器の破片、P2から

は20cmほどの礫が4点出土している。P7は貼り床士下から検出された。

＜柱穴>P3～P6･P8の5基が検出された。柱痕の径は大きいもので50×46cm，小さいもので38

X32cm，検出面からの深さは約40～80cmと幅があるが、これは削平による検出面の違いであり、底

面の標高はほぼ同じ値を測る。柱間の距離は東西約320cm，南北約470cmである。

＜カマド＞東壁のやや南よりに1基設けられている。残存状況は比較的良であったが、南半は削平の影響

で消失している。袖は褐色土混じりの黒褐色士を持ち込んで固めて構築されている。燃焼部には約128×

74cmの範囲に赤褐色焼土が広がり、層厚は最大で12cmある。煙道部は掘り込み式の構造で長さは約

180cm、緩い傾斜で煙出し部へと延びる。

遺物（第87．88図・写真図版73）

＜土器＞133～136は酸化炎焼成の坏で133．134は住居埋士、135はP5、136はP9の底面から

出土した。器面調整は133．134は内面が黒色処理され、ミガキが施されている。135．136は両面ロク

ロナデ調整である。底部の切り離し技法はいずれも回転糸切りによる。137．138は還元炎焼成の坏で137

はP1，138は住居埋土から出土した。成形はロクロ、器面調整はロクロナデのみである。底部の切り離

し技法はいずれも回転糸切りによる。139はカマドの崩落士から出土した酸化炎焼成の甕で成形はロクロ、

口縁部～胴部の器面調整はロクロナデ、胴部外面にはさらにケズリが施される。140は住居の埋土下部か

ら出土した還元炎焼成の甕で成形はロクロ、器面調整は胴部内面にロクロナデ､外面はロクロナデ→ケズリ、

底面にはケズリが施されている。

＜土製品＞140は土錘の破片で半分以上が欠損している。

＜石器＞141は磨石でP2から出土した。長さ13．9cm、幅11.7cm、厚さ4.0cmの扁平な形状で両

面に磨痕が認められる。

＜金属遺物＞142はカマドの崩落土から出土した鉄鎌の刃部、143は床面出土の鉄鑛である。

時期出土遺物から平安時代と考えられる。

19号住居跡

遺構（第46～48図・写真図版40）

＜位置・重複関係＞ⅥA-11グリッドに位置し、表土下の第Ⅲ層で検出された。遺構表面は削平を受け

ている。18号住居跡と重複し、これに切られている。

＜規模・平面形・方向＞規模は南北294cm、東西は重複のため計測不能、平面形は方形状を呈すると思

われる。主軸方向は遺構が歪むためやや不明であるが、おおよそ北北西方向である。

＜埋土＞自然堆積で上～中位は褐色土と黒褐色土､下位は赤褐色焼土を微量含む黒褐色土が堆積している。

＜壁＞壁はいずれも外傾して立ち上がる。壁面残存値は西壁13cm、南壁14cm，北壁18cmである。

＜床面＞床面は平坦～緩い凹凸の波があり、全体に掘り方をもち、にぶい黄褐色土を僅かに含む黒褐色土

が貼られている。厚さは7～14crnである。

＜土坑＞2基検出された。P1は径84×76crn，深さは11crnを測る。プランの暖昧さから掘り方痕の

可能性もある。 P2は径30×27cm、深さは20cmほどの柱穴状小土坑である。

＜カマド＞北壁の東よりに構築され、主軸は住居の軸よりやや真北方向と推測されるが、煙道部～煙出し

部が検出されていないため詳細は不明である。カマドの袖は黒褐色土を持ち込んで作られたと思われ、燃焼
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部には37×36cmの範囲に赤褐～明赤褐色焼土が広がり、焼土の厚さは最大で約5cmある。

遺物埋土から坏・甕の小破片が少量出土した。酸化炎焼成の坏の底部切り離しは回転糸切り、還元炎焼成

の坏の底部は回転へラキリによる（いずれも小破片のため不掲載)。

時期出土遺物から平安時代と考えられる。
、耐1

土坑類計測表

No． (cm)

'8×80

14×98

16×80

16×34

2×38

i4×52

10×126

i4×58

(cm)

88×80

86×80

42×38

64×58

深さ(cm)

＜P1 19

P2 114×98 39

P3 83

P4 36×34 51 X＝－66，089

-+-Y=2725@P5 60

P6 54×52 46

P7 130×126 23

種LP8 53
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18号住居跡
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８
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ｑ
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ｑ
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⑤P，⑤P， 19号住居跡一P1

1－1 ′

1 ．10YR2/2黒褐色土粘性なしし

2．10YR2/1 黒色土粘性なししま

にぶい黄褐色土（10YR4/3) 1％含む

3．10YR2/3黒褐色土粘性あり し

◇
P
◇
P

まりあり

りあり

まりあり

2A

19号住居跡

坑類計測表

No． 深さ(cm)径(cm)
0 1：60 2m

･
P1 58×50

P2 30×26 23

第46図 18．19号住居跡
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呂弓住居関
－74月O伽

A一A′、 B－B′

1 ．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり明褐色焼土（7.5YR5/8）1％含む。

2．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり褐色土（10YR4/4）2％、明褐色

焼土（7.5YR5/8）微過含む。

3．10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり明褐色焼土（7.5YR5/8）微且

含む。

4．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり黄褐色土粒（10YR5/6径5～8

mm）1～2％含む。

5．10YR3/1 黒褐色土粘性なししまりありにぶい黄褐色土（10YR4/3）霜降

り状に5～10％含む。

A 18号住居跡

岸L＝74.600m 』

P7

18．19号住居跡

C－C′

1 ．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり 明

赤褐色焼土粒（5YR5/8）3％、褐色土（10YR4/4）

少量含む。

2．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり 明

赤褐色焼土粒（5YR5/8）微量､黄褐色土(10YR5/6）

3～5％含む。

3．10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり

4．10YR3/2～2/2黒褐色土粘性ややあり しま

りあり

5．10YR3/3暗褐色土

6．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり に

ぶい黄褐色土（10YR5/4）1％含む（貼り床土)。

一旦計

寺号…＝

闘
伽

盾
０

住
“

号
７

９
一
一

１
１

コ
一
句

18号住一カマド

gLL=74.500mS=1/30
19号住居跡

D－D′

1 ．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり褐色土（10YR4/4）

2％、明赤褐色焼土（5YR5/8）1％含む。

2．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり褐色土（10YR4/4）

3％、赤褐色焼土（5YR4/8）微量含む。

3．10YR3/1～3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり明赤褐色

焼土（5YR5/8）微量含む。

4．10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり

5．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり褐色土（10YR4/4）

3～5％含む。

6．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり

7．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり にぶい黄褐色土

（10YR5/4）1％含む（貼り床土)。

職、

18号住居跡一カマド

b－b′

1 ．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり明赤褐色焼土（5YR5/8)、炭化物微量含む。

2．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり明赤褐色焼土（5YR5/8）1％含む。

3．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり褐色土（10YR4/4）10％､明赤褐色焼土(5YR5/8）

2～3％含む。

4．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり褐色土（10YR4/6）20％､榿色焼土粒（5YR6/8）

10％含む。

5．10YR2/1 黒色土粘性なししまりあり

6．10YR2/1 黒色土粘性なししまりあり にぶい黄褐色土（10YR4/3）50％含む。

7．10YR3/1 黒褐色土粘性なししまりあり にぶい黄榿色土(10YR6/4)､榿色焼土粒(5YR6/8

径4～6mm）少量含む。

8．5YR4/6赤褐色焼土粘性なししまりあり

9．5YR6/8榿色焼土粘性なししまりあり

10．10YR2/1 黒色土粘性なししまりあり

一当０３／
ド
ー

ポ
幸

怪
恥

号
媚

旧
７一

一Ｌ吟

"聴一一フ
18号住居跡一P1

〃

e－e

1 ．10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり暗褐色

土粒（10YR3/4）5％、明赤褐色焼土粒（5YR5/8径1～

2，m）含む。

2．10YR4/4褐色土粘性ややあり しまりあり黒褐色土

50％含む混合土層明赤褐色焼土（5YR5/8)、炭化物粒2～

3％含む。

3．10YR3/4暗褐色土粘性ややあり しまりあり黒褐色

土（10YR3/2）3％含む。

4．10YR4/4褐色土粘性あり しまりあり黒褐色土

（10YR3/2）10％、明赤褐色焼土（5YR5/8径1～2nTT1）

少量含む。

5．10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり

18号住居跡一カマド

a－a

l・ 10YR3/2～2/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり赤褐色焼土粒

(5YR4/8径2～5nTT1）7％含む。

2．10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり赤褐色焼土粒（5YR

4/8)、炭化物少量含む。

3．10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり褐色土（10YR4/4）3％、

明赤褐色焼土（5YR5/8）10％含む。

4．10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり褐色土（10YR4/4）10％、

明赤褐色焼土（5YR5/8）少量含む。

5．10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり暗褐色土（10YR3/3）50％、

赤褐色焼土（5YR4/8）5％含む。

6．10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり褐色土（10YR4/4）40％、

明赤褐色焼土（5YR5/8）微鼠含む。

7．10YR3/2黒褐色土粘性あり しまりあり

8．10YR3/2黒褐色土粘性あり しまりあり明褐色焼土（5YR5/8）5％含む。

9．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり褐色土（10YR4/4）50％含む。

10．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり明褐色焼土（7.5YR5/8）1％含む。

11 ． 5YR4/6赤褐色焼土粘性なししまりあり

18号住一P1
〃

拳二

0 1：60 2m

ー、－

第47図18．19号住居跡
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18号住一P4 18号住一P5

」践鳥曲′ 哩端5鵲_凶L＝74.100m.，

h筐ｱ4'",h' !トョ，

W廓wV
3

18号住居跡一P6

j－j ′

'3 1 ．10YR2/3黒褐色土粘性ややあり しまりあり

黄褐色土（10YR5/6）1％、明赤褐色焼土(5YR5/8）

恩褐色土粘性あり しまりあり褐色土（10YR4/6） 微鼠含む。

色焼土粒（5YR5/8径1～3mm）1～2％含む。 2．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりややあり
黒褐色土粘性ややあり しまりあり褐色土（10YR 明赤褐色焼土粒（5YR5/8)、炭化物微量含む。
b，

』｡
3．10YR5/6黄褐色土粘性ややあり しまりあり

黒褐色土粘性あり しまりあり褐色土（10YR4/6）
黒褐色土（10YR2/2）40％混合。

｡。
4．10YR3/2黒褐色土粘性あり しまりあり褐

色土（10YR4/4）10％含む。

〃
具

門
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号
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一
一

１
Ｌ筐

S 顎
18号住居跡一P2

f－f'

1．10YR3/1 黒褐色土粘性なししまりありにぶい黄

褐色土（10YR4/3）3～5％、明赤褐色焼土粒（5YR5/8

径1～2ITT､）微量含む。

2．10YR4/3にぶい黄褐色土粘性なししまりあり黒

褐色土（10YR3/1）10％含む。

3．10YR2/1黒色土粘性なししまりあり にぶい黄褐

色土（10YR4/3）1～2％含む。

4．10YR3/3暗褐色土粘性なししまりあり明赤褐色

焼土粒（5YR5/8径4～6rTTn）1～2％、炭化物粒微量

含む。

18号住居跡一P3

g一g

1 ．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり褐色土（10YR4/6）

1％、明赤褐色焼土粒（5YR5/8径1～3mm）1～2％含む。

2．10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり褐色土（10YR

4/4）20％含む。

3．10YR3/2黒褐色土粘性あり しまりあり褐色土（10YR4/6）

30～40％含む。

18号住居跡一P5
i－i ′

1 ． 10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり

黄褐色土（10YR5/6）2～3％含む。

2．10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり

黄褐色土（10YR5/6）1％含む。

3．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり黄

褐色土（10YR5/6）1％含む。

4．10YR4/4褐色土粘性あり しまりあり黒褐

色土（10YR2/2）20％含む。

5．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり黄

褐色土（10YR5/6）3％含む。

18号住居跡一P8

k－k'

1 ．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり褐色土

（10YR4/4）3％含む。

2．10YR2/3黒褐色土50％、10YR4/4褐色地山土50％

の混合土層。粘性なししまりあり

3．10YR3/1 黒褐色土粘性あり しまりなし褐色地

山土（10YR4/4）5％含む。

4．10YR2/3黒褐色土60％、10YR4/4褐色地山土40

％の混合土層。明赤褐色焼土（5YR5/6）微風含む。

5．10YR2/1 黒色土粘性ややあり しまりありにぶ

い黄褐色土（10YR4/3）3％含む。

6．10YR4/3にぶい黄褐色土粘性あり しまりあり

黒褐色土（10YR3/2）3％含む。

18号住居跡一P4

h－h'

1．10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり

黄褐色土（10YR5/6）2～3％含む。

2．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり黄

褐色土（10YR5/6）1％含む。

3．10YR4/4褐色土粘性あり しまりあり黒褐

色土（10YR2/2）20％含む。

19号住一カマド ′

虐一 L=74500mS＝1/30≦升 LL=MEM't"/30 --d4トLL=74500mS=1/30 －－雪

返
6．10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり

明赤褐色焼土（5YR5/8）2％含む。

7．5YR5/8～4/8明赤褐色土～赤褐色土粘性なし
しまりあり

8. 7.5YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり

明褐色焼土粒（7.5YR5/6径3～5nm）30％含む。

9．10YR3/2黒褐色土20％､黄褐色砂質土（10YR5/6）
80％の混合土層粘性あり しまりあり（袖土）

19 19号住居跡一カマド

d－d′

1 ．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり

褐色砂質土（10YR4/4）3～5％含む。

2．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり

明赤褐色焼土粒（5YR5/8径1～3mm）10％含む。

3．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり

明褐色焼土粒（7.5YR5/8径1～3mm）5％含む。

4．10YR4/4褐色砂質土粘性なししまりあり

黒褐色土（10YR2/2）5％含む。

5．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり

明赤褐色焼土（5YR5/8）15～20％含む。

第48図18．19号住居跡

c－c’

1 ．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり明赤褐色焼土粒
（5YR5/8径1～2『Tm）微遜含む。

2．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり明赤褐色焼土粒
（5YR5/8径1～3『Tvn）10％含む。

3．10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり

4．10YR2/3黒褐色土粘性ややあり しまりあり

5. 7.5YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり明褐色焼土
粒（7.5YR5/6径3～5rml）30％含む。

6．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり にぶい赤褐色焼
土（5YR5/4）微、含む。

0 1：60 2m

岸弓一一一一一計

20号住居跡

遺構（第49図、写真図版41）

＜位置・重複関係＞ⅥB-15グリッドに位置し、第Ⅲ層で検出された。5号溝と重複し、これを切る。

＜規模・平面形・方向＞規模は304×390cm、総床面積は約11.85㎡、平面形は長方形を呈する。

＜埋土＞全体的に黒褐色土による堆積で上位には炭化物、明褐色焼土などを微量含む。

＜壁＞壁は西壁はやや外反、他はやや内湾ぎみに立ち上がり、壁面の残存値は東壁18cm、西壁17cm，

南壁14cm、北壁18cmである。

＜床面＞床面は平坦で、明確な掘り方痕はない。

＜柱穴＞ 3基の柱穴状士坑を検出した。P1は南西壁際で検出され、径38×22cm、深さ11cmと浅い。

P2・P3は規模・深さともに同じ位の値で主柱穴と考えられる。

＜遺構の性格＞出土遺物が少ないこと、カマドが設けられていないことから住居でなく、小屋的な建物で

あったと考えられる。

遺物（第88図、写真図版73）

＜土器＞埋土から酸化炎焼成による甕の小破片が微量出土した。いずれも大きさ2cm前後で摩滅が激し

く､遺構内で使用されたのではなく､遺構外から流れ込んだものと考えられる(いずれも小破片のため不掲載)。

＜石器＞145は埋士から出土した磨石で長さ13.4cm、幅6.8cm，厚さ3.9crnである。

時期遺構の検出面から平安時代と考えられる。
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土坑類計測表 S

一一
A－A′

1 ．10YR2/2

明褐色焼土

2．10YR2/2

黒褐色土粘性あり しまりあり径1～5，Wlの炭化物

(7.5YR5/8） 2％含む。

黒褐色土粘性あり しまりあり

P2

b－b′

1 ．10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり褐

色土（10YR4/4）10％含む。

2．10YR3/2～2/3黒褐色土粘性ややあり しまりあり

3．10YR3/2黒褐色土粘性あり しまりあり褐色土

（10YR4/4）1％含む。

0 1：50 2m
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P1

L＝73.9”1

P1

a－a'

1 ．10YR3/3暗褐色土粘性ややあり しまりあり

黒褐色土（10YR2/2） 2～3％含む。

2．10YR3/2黒褐色土粘性あり しまりあり

善

第49図20号住居跡

21号住居跡

遺構（第50．51図、写真図版42．43）

＜位置・重複関係>VC-65グリッドで検出された。重複する遺構はない。

＜規模・平面形・方向＞規模400×460cm、総床面積は約18.40㎡、平面形は方形を呈し、主軸方向は

E－5o－Sである。

＜埋土＞自然堆積で上～中位は明黄褐色士を含む黒褐色土､下位は明褐色焼土含む黒色土が堆積している。

＜壁＞壁はいずれも外傾して立ち上がり、壁面の残存値は東壁18cm、西壁14cm，南壁17cm、北壁

18cmである。

＜床面＞床面は平坦で固くしまり、全体に掘り方痕がある。掘り方痕には黄榿色士粒を含む黒褐色土が貼

られている。

－65－

No． 径(cm) 深さ(cm)

P1 38×22 11

P2 36×36 46

P3 32×30 48



’

＜土坑＞カマド脇からP1が検出された。貯蔵穴で遺構内埋土から多量の土器が出土している。

＜柱穴>P2～P7の6基が検出されたこのうちP2～P4・P7が規模や位置から主柱穴と考えられ、

柱間は南北300cm弱、東西約100～130cmである。

＜カマド＞東壁のやや南よりに1基設けられている。袖は左袖が約30cmの礫、右袖は10cm大の礫や

土器片をそれぞれ芯材とし、これを明黄褐色土混じりの黒褐色土で覆い固め、構築されている。燃焼部には

約62×50cmの範囲に赤褐色焼土が広がり、層厚は最大で9cmある。煙道部は掘り込み式の構造で長さ

は約140cmあったと考えられるが、残存するのは80cmのみである。煙出し部は径42×32cm，深さ

26cmで形状は円筒状であり、底面から土師器甕の破片が出土している。

遺物（第88．89図、写真図版74）

146～151はP1の埋土中～下位、152はカマドの崩落土から出土した。146～149は酸化炎焼成の

坏で成形はロクロ、器面調整は149は両面ロクロナデ、146～148の器体内面は黒色処理され、ヘラミガ

キが施されている。底部の切り離し技法はいずれも回転糸切りによる。150～152は酸化炎焼成の甕で成

形はロクロ、器面調整は口縁部～胴部はロクロナデ、胴部外面下半にはへうケズリが施される。底部の切り

離し技法は150は回転糸切りによる。152の底部には箆削り調整が施されている。

時期出土遺物の特徴から9世紀末葉の遺構と考えられる。
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トーL L=74.700m 』ヨ

A－A′B－B'

1 ．10YR3/1 黒褐色土粘性なししまりあり明黄

褐色土（10YR7/6）10％含む。

2．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり明黄

褐色土（10YR7/6）10％、炭化物微量含む。

3．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり炭化

物粒筋状に1％以下含む。

4．10YR2/1 黒色土粘性なししまりあり明褐色

焼土粒（7.5YR5/6）1～2％含む。

5．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり黄榿

色土（10YR7/8）1～2％含む（貼り床土)。

B L＝74.7“、 B′

壬二
一

カマド

L＝74.700mS＝1/25些一 一望
b－b′

1 ．10YR3/1 黒褐色土粘性あり

2．10YR2/2黒褐色土粘性なし

3．10YR3/2黒褐色土粘性あり

4．10YR2/2黒褐色土粘性なし

粒微量含む。

5．5YR4/6赤褐色焼土粘性なし

6．10YR3/1 黒褐色土粘性なし

明黄褐色土粒（10YR7/6）1％含む。

赤褐色焼土粒（5YR4/6）微量含む。

榿色焼土（5YR6/8）1％含む。

榿色焼土（5YR6/8）微量、炭化物

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり 榿色焼土（5YR6/8）微量含む。

カマド
L＝74.700mS＝1/25伴一 一旦計

a－a’

1 . 7.5YR3/1 黒褐色土粘性なししまりあり明赤褐色焼土粒（5YR5/6）

5％含む。

2．10YR3/2黒褐色土粘性あり しまりあり明赤褐色焼土粒（5YR5/6

径10,m）1％、炭化物粒1％含む。

3．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりありにぶい黄榿色土（10YR6/4）

1％含む。

4．10YR3/1 黒褐色土粘性あり しまりあり明黄褐色土粒（10YR7/6）

1％含む。

5．10YR3/1 黒褐色土50％、7.5YR4/4褐色土50％の混合土層粘性あり

しまりあり

6．10YR2/1 黒色土粘性あり しまりあり

7. 7.5YR4/6褐色焼土80％、7.5YR3/1 黒褐色土20％の混合土層粘性あり

しまりあり

8. 7.5YR3/1 黒褐色土粘性あり しまりあり明赤褐色焼土（5YR5/6）30

％含む。

9．5YR4/6赤褐色焼土粘性なししまりあり

P1
〃

C－C

1・ 10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり

赤褐色焼土粒（5YR4/8）微量、径5nTnの炭化物粒

微量含む。

2．10YR2/3黒褐色土粘性あり しまりあり赤

褐色焼土粒（5YR4/8）5％、径8～10mmの炭化

物粒微母含む。土器片多く含む。
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P7

g－g

1 ．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり

明黄褐色土（10YR6/6）霜降り状に10％含む。

2．10YR2/1 黒色土粘性あり しまりあり

3．10YR2/1 黒色土60％、10YR3/2黒褐色土

40％の混合土層。粘性なししまりあり

P3

e－e'

1 ．10YR3/1 黒褐色土粘性なししまりあり明

黄褐色土（10YR7/6）5％、明赤褐色焼土粒（5YR

5/6径2～3mm）微量含む。

2．10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり

明黄褐色土（10YR7/6）10％含む。

3．10YR4/2灰黄褐色土粘性あり しまりあり

P2

d－d′

1 ．10YR3/1 黒褐色土粘性なししまりあり

明黄褐色土（10YR7/6）10％含む。

2．10YR2/3黒褐色土粘性なししまりあり

3．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり

4．10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまり

あり灰黄褐色土（10YR4/2）3％含む。

P4

f－f′

1 ．10YR2/2黒褐色土粘性なし

明黄褐色土（10YR7/6）3％含む。

2．10YR3/2黒褐色土粘性なし

しまりあり

しまりあり 0 1：50 2m
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22号住居跡

遺構（第52～55図、写真図版44．45）

＜位置・重複関係>VC-63グリッドに位置し、表土下の第Ⅲ層で検出された。遺構の南半が調査区外

に延び、精査不能である。重複する遺構はない。

＜規模・平面形・方向＞遺構全体の規模は不明、東西466cmで平面形は方形状を呈すると推定される。

＜埋土＞自然堆積で、全体に黒褐色土主体の層が堆積し、明黄褐色土粒を僅かに含む。

＜壁＞垂直に近い角度で立ち上がり、壁面残存値は東壁24cm、西壁4cm、北壁28cmである。

＜床面＞床面は平坦で全体に掘り方を持つ。掘り方の埋士は褐色土（地山）を多く含む黒褐色土である。

＜土坑＞4基検出した。P1はカマド脇から検出され、埋士にはカマドの崩落土、土師器片が含まれてい

た。 P2．P3はともに大きめな土坑であるが、立ち上がりはやや暖昧で出土遺物も少ない。 P4の埋土か

らは土師器坏や金属遺物（刀子）が出土している。

＜柱穴＞ 2基検出した。 P5・P6の規模はそれぞれ径22×20cm，径20×18cm、深さは20cmで

ある。

＜カマド＞北壁に1基、東壁に2基検出された。1号カマドは北壁のほぼ中央に設けられ、袖部～天井部

は12～32cmほどの大きさの礫を芯材にし、持ち込んだ黒褐色土でこれらを覆い固め、構築されている。

燃焼部には約78×56cmの範囲でにぶい赤褐色焼土が広がり、層厚は最大で8cmある。煙道部は掘り込

み式の構造で長さは約190cmで底面は煙道部中央部がやや窪んだ緩いU字状になっている。煙出し部底面

から長さ16cm,22cmの礫が2点出土している。2号カマドは東壁、 3号カマドの南側に構築されたもの

である。袖はなく、燃焼部には径42×28cmの範囲で焼土が広がる。煙道部は掘り込み式の構造で長さは

182cmで西から40cmの所までは平坦で、そこから31．の傾斜で煙出し部へと下る。埋土は褐色地山土

を多く含む黒色土、黒褐色土で埋め戻したと考えられる。 3号カマドは東壁に設けられ、袖は褐色士粒混じ

りの黒褐色土を持ち込んで固めたもので、右袖に関しては2号カマドの左袖を再利用した可能性がある。燃

焼部には径66×57cmの範囲でにぶい赤褐色焼土が広がり、焼成は最大で8cmの厚さである。煙道部は

掘り込み式の構造で長さは190cm、約21°の傾斜で煙出し部へと下り、80cmのところで傾斜は緩む。

カマドは同時期に使用されたものでは無く､残存状況から2号カマド（古)→3号カマド→1号カマド(新）

の関係が確認できる。

遺物（第89．90図、写真図版74．75）

153～157は坏で153はP1埋土3層、154はP6の底面、155．156は1号カマド燃焼部、157は

3号カマド燃焼部から出土した。いずれもロクロ成形で、153～156は酸化炎焼成、157は還元炎焼成に

よる。器面調整は153.154は外面ロクロナデ、内面は黒色処理に伴いミガキが施されている。155～157

は両面ロクロナデ調整にのみである。底部の切り離し技法はいずれも回転糸切りによるもので154は切り

離し後に箆削り再調整が施されている。158～160は1号カマド燃焼部から出土した酸化炎焼成の甕で159

の一部破片は3号カマド燃焼部からも出土している。成形は輪積み→ロクロ成形→下半へラケズリ（ヘラナ

デ）の順でタタキ成形の痕跡は明確には見あたらない。底部にはナデが施されている。161は還元炎焼成

の甕で口縁部はロクロ成形である。

＜金属遺物＞ 162は住居床面から出土した刀子で長さ14.6cm、幅1.8cm，厚さ1.0cmである。

＜土製品＞士錘（163）が住居埋士2層から1点出土した。長さ4.17cm､幅1.88cmで円筒状を呈する。

色調は浅黄榿色で片端が欠損している。

時期出土遺物から平安時代の遺構と考えられる。

－68－
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A'A
L＝74.700m

~ 一一
B－B′

1 ．10YR3/1 黒褐色土粘性なししまり

あり 明黄褐色土（10YR7/6径2～3

mm）微風含む。

2．10YR2/2黒褐色土粘性なししまり

あり （掘りすぎ？）

3．10YR2/3黒褐色土粘性なししまり

あり褐色土（10YR4/4）20％含む（貼り

床土)。

A一A'

1 ．10YR3/1 黒褐色土粘性なししまりあり明黄褐色土（10YR7/6径2～3mm）2％含む。

2．10YR3/1 黒褐色土粘性なししまりあり明黄褐色土（10YR7/6径2～3mm）微凰、赤褐

色焼土粒（5YR4/8）微過含む。

3．10YR3/1 黒褐色土粘性なししまりあり明黄褐色土（10YR7/6径2～3mm）微量含む。

4．10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり黒色土（10YR2/1）5％含む。

5．10YR2/3黒褐色土粘性なししまりあり褐色土（10YR4/4）20％含む（貼り床土)。

P4

B－B′

1 ．10YR3/1 黒褐色土粘性なししまり

あり

2．10YR2/3黒褐色土粘性なししまり

あり褐色砂質土（10YR4/6）10％含む。

3．10YR3/1 黒褐色土粘性あり しまり

あり暗褐色土（10YR3/4）20％含む。

4．10YR3/2黒褐色土粘性あり しまり

なし褐色砂質土（10YR4/6）20％含む。

B′

弓
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P4

1号カマド
L＝74.700mS＝1/25

カクラン

a

トーー －－旦引

1

a－a

1 ．10YR2/3黒褐色土粘性なししまりあり明黄褐色土（10

YR7/6）微量含む。

2．10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり赤褐色焼土

（5YR4/6）5％含む。

3．10YR2/3黒褐色土粘性ややあり しまりあり明褐色焼土

（7.5YR5/6）微量含む。

4．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり

5．10YR2/3黒褐色土粘性なししまりあり明赤褐色焼土粒

（5YR5/8径2mm）微量含む。

6．5YR4/6赤褐色焼土粘性なししまりあり極暗褐色土（7.5

YR2/3）30％含む。

7. 7.5YR3/3暗褐色焼土粘性ややあり しまりあり

8．7．5YR3/3暗褐色焼土粘性ややあり しまりあり赤褐色焼土

（5YR4/6）10～20％含む。

9．10YR3/1 黒褐色土粘性ややあり

10．7．5YR3/3暗褐色焼土粘性ややあり しまりあり

11．7．5YR4/6褐色焼土粘性なし しまりあり黒褐色土(10YR2/2)40％
含む。

12．10YR2/1黒色土粘性あり しまりあり

13．5YR5/8明赤褐色焼土70％、10YR3/2黒褐色土30％の混合土層。
粘性なししまりあり

14．5YR6/8榿色焼土50％、10YR4/1 褐灰色土50％の混合土層粘性
ややあり しまりあり

15．5YR4/4にぶい赤褐色焼土粘性なししまりあり

16．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり明黄褐色土（10YR7/6）
1％含む（貼り床土)。

3．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり

4．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり

明黄褐色土粒（10YR7/6）微量含む。

5．10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまりあ

り明黄褐色土粒（10YR7/6）3％含む。

6．5YR5/8明赤褐色焼土70％、10YR3/2黒褐

色土30％の混合土層粘性なししまりあり

7．5YR6/8燈色焼土50％、10YR4/1 褐灰色土

50％の混合土層。粘性ややあり しまりあり

8．5YR4/4にぶい赤褐色焼土粘性なししま

りあり

9．10YR4/2灰黄褐色土粘性なししまりあり

10．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり

明黄褐色土（10YR7/6）1％含む（貼り床土)。

LL=74ML1/25トLL=74.600mS＝1/25 －竺斗

1号カマド

b－b′

1 ．10YR3/1 黒褐色土粘性なししまりあり

明黄褐色土粒（10YR7/6）40％含む。

2．10YR2/3黒褐色土粘性なししまりあり

明黄褐色土粒（10YR7/6）微量含む。

0 1：50 2m
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2号カマド
L＝74.7”11 一一旦引トニーー

10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり明赤褐色焼土（5YR5/6径6～8mm）微最

含む。

10YR2/1 黒色土粘性なししまりあり褐色地山土（10YR4/4）20％含む。

10YR2/1 黒色土50％、10YR4/4褐色土50％の混合土層粘性ややあり しまりあり明

赤褐色焼土粒（5YR5/6）微量含む。

10YR2/1 黒色土60％、10YR4/4褐色土40％の混合土層粘性ややあり しまりあり

10YR4/4褐色土粘性なししまりあり黒色土（10YR2/1）5％含む。

10YR2/1 黒色土70％、10YR4/4褐色土30％の混合土層粘性なししまりあり

10YR2/1 黒色土粘性なししまりあり

2

３
４

５
６
７
８

3号カマド
L＝74.600m

－－竺司トL－

3号カマド

d－d′

1 ．10YR3/1 黒褐色土粘性なししまりあり

2．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり暗赤褐色焼

土（5YR3/4径8mm）3％含む。

3．10YR2/1黒色土粘性なししまりあり明赤褐色焼土

（5YR5/6）20％含む。

4. 7.5YR3/3暗褐色焼土粘性なししまりあり褐色焼土

粒（7.5YR4/4）10％含む。

5. 7.5YR4/6暗褐色焼土粘性なししまりあり黒褐色土

（10YR3/1）30％含む。

6．5YR5/6明赤褐色焼土粘性なし固くしまる黒褐色土

（10YR3/1）20％含む。

7．10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり にぶい赤褐

色焼土（5YR4/4）10％含む。

8．10YR2/1 黒色土粘性ややあり しまりあり赤褐色焼土粒

（5YR4/6）3％含む。

9．10YR3/1 黒褐色土粘性ややあり しまりあり明赤褐色焼

土粒（5YR5/6）10％、径10nTnの炭化物粒微量含む。

10．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり

11 ．10YR2/1 黒色土粘性あり しまりあり土器片多く含む。

12．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり掘りすぎ？

13．10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり赤褐色焼土

（5YR4/6径2～3rTYn）10％含む。

14．5YR4/4にぶい赤褐色焼土粘性あり しまりあり

5YR4/4にぶい赤褐色焼土粘性あり しまりあり６
７｛

〃

73号カマド
L＝74.7叩、

．10YR4/4褐色土50％、10YR3/3暗褐色土50％の混合

土層粘性なししまりあり（袖土）

8．10YR4/4褐色土50％、10YR3/3暗褐色土50％の混合

土層粘性なししまりあり明赤褐色焼土粒（5YR5/6

径3mm）微量含む。

9．10YR3/2黒褐色土粘性あり しまりあり明赤褐色焼

土粒（5YR5/6径3mm）微量含む。

10．10YR3/2黒褐色土粘性あり しまりあり明赤褐色

焼土粒（5YR5/6）微量含む。

11 ．10YR3/2黒褐色土粘性あり しまりあり明赤褐色

焼土粒（5YR5/6径10mm）微量､黒色土（10YR3/1）3％

含む。

12．10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり明赤

褐色焼土（5YR5/8径3mm）1～2％含む。

13．5YR4/3にぶい赤褐色焼土粘性あり しまりあり

ト9--

3号カマ．ド

e－e

1 ．10YR3/1 黒褐色土粘性なししまりあり

2．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり褐色土（10YR

4/6）微量含む。

3．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり明黄褐色土（10

YR6/6）微量含む。

4．10YR3/1 黒褐色土粘性なししまりあり褐色土粒（10YR

4/6）微愚含む。

5．10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり赤褐色焼土

（5YR4/6径2～3『W､）10％含む。
1m1：250
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P3

lLL=74400m4
P2 〃

L L="OOm 一舅
P1

L＝74.600m 当L

－－ ＝ﾌｰ
P2

g－g′

1 ．10YR2/3黒褐色土粘性なししまりあり

明赤褐色焼土粒（5YR5/8径8～10『Tm）2％、

炭化物粒（径8，丁､）微量含む。

2．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり

明赤褐色焼土粒（5YR5/8径3～41ml）微量含む。

P3

h－h′

1．10YR2/1 黒色土粘性なししまりあり

明赤褐色焼土粒（5YR5/6）微量含む。

2．10YR2/3黒褐色土粘性なししまりあり

褐色土（10YR4/4）3％含む。

P1 P
f－f′

1 ．10YR2/3黒褐色土粘性なししまりあり

2．10YR2/3黒褐色土粘性なししまりあり

赤褐色焼土粒(5YR4/8径6～1qTTn）微過含む。

3．10YR4/2灰黄褐色土粘性なししまりあり

赤褐色焼土（2.5YR4/6）5％含む（カマド崩落土)。

4．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり

にぶい黄褐色土（10YR5/4）1～2％含む。

当

冒
ｍＯＯ

７
６

Ｐ
４７一

一ＬＬP6

L＝74.400m

し 』
P5

L＝74.400m
◆〃

し 当

葱
胃； P6

j－j ′

1 ．10YR2/3黒褐色土粘性なししまりあり

炭化物粒（径3rm1）微量含む。

2．10YR3/3暗褐色土粘性なししまりあり

暗褐色土（10YR3/4）20％含む。

3．10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり

4．10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり

赤褐色焼土（5YR4/6）1％含む。

5．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり赤

褐色焼土（5YR4/6)、炭化物粒微量含む。

6．10YR3/2黒褐色砂質土粘性ややあり しまり

あり炭化物粒10％含む。

P7

k－k'

1 ．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり

2．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり

明黄褐色土粒（10YR7/6径3～7mm）3％含む。

3．10YR2/1 黒色土粘性あり しまりあり暗

褐色土（10YR3/3）ブロックで少量含む。

4．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり

5．10YR2/1 黒色土粘性なししまりあり暗

褐色土（10YR3/4）1％含む。

P5

i－i ′

1．10YR2/3黒褐色土粘性なししまりあり

2．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり 1

闇が10％含まれる。

3．10YR3/3暗褐色土粘性ややあり しまりあり

4．10YR3/3暗褐色土粘性あり しまりあり

5．10YR3/2黒褐色土粘性あり しまりあり

0 1：50 2m
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23号住居跡

遺構（第56．57図、写真図版46～48）

＜位置・重複関係>VC-57グリッドに位置し、表土下の第Ⅲ層で検出された。重複している遺構はな

いが、建て替えの形跡が窺える。

＜規模・平面形・方向＞新住居の規模は434×469cm、総床面積は約20.35㎡、主軸方向はE-22o

-S，旧住居の規模は東西371cm、南北は壁面が残っていないため正確な値は不明、主軸方向はS-26o

-Wである。平面形は、正方形を呈する。

＜埋土＞自然堆積で上～中位は褐色土粒含む黒褐色土、下位は暗褐色土と黒褐色土の混合土が堆積する。

＜壁＞壁はやや外反して立ち上がり､壁面残存値は北壁7crn､南壁12cm､東壁11cm､西壁10cmである。

＜床面＞床面は平坦で全面に掘り方を持ち、特に南壁付近に深い掘り込みを持つ。掘り方には暗褐色砂質

土を多く含む黒褐色土が貼られている。

＜土坑＞2基検出された。P4は1号・2号カマド脇にあり、径58×48cm，深さ26cm、P5は径60

X40cm、深さ22cmで、いずれも新住居に伴うものと考えられる。

＜柱穴>P1～P3の3基検出された。いずれも規模･床面のレベルが同じくらいで主柱穴と考えられる。

いずれも位置的に新住居に伴うものである。

＜カマド＞南壁に1基、東壁に1基検出された。削平の影響で残存状態は不良である。それぞれ住居の拡

張前と拡張後に伴うと考えられ、拡張前に南側カマド、拡張後に東側カマドが設けられている。1号カマド

(南側）は明確に袖と確認できるものはなく、燃焼部には径50×38cmの範囲に明赤褐色焼土が広がり、

焼成は最大で4cmを測る。煙道部は掘り込み式の構造で長さは123cm，約12°の傾斜で南側へ下る。

煙出し部は深さ45cmの土坑状を呈する。2号カマドは東壁の南寄りに構築され、袖は明黄褐色土を少量

－72－



含む黒褐色土を持ち込んで作られ、燃焼部には径54×42cmの範囲で赤褐色焼土が広がり、焼成は最大で

3cmを測る。煙道部は掘り込み式の構造で長さは120cm,煙道部底面は緩く波をうつが大きな高低差（傾

斜）はなく､深さ10～15cm前後である。煙出し部は深さ25cmと深くなり、底からは長さ20cmの礫

と土器片が出土している。

遺物（第90図・写真図版76）

164～167は酸化炎焼成の坏で164．165はP4、166は1号カマド燃焼部、167は2号カマド（新

住居に属する）から出土した。成形はロクロで器面調整は164～166は外面はロクロナデ、内面は黒色処

理に伴う箆ミガキ、167は両面ロクロナデのみ施されている。底部の切り離し技法は164．167は回転糸

切り、165は底部切り離し後に回転箆削り、166は手持ち箆削り調整が施されているため不明である。ま

た166の底面には箆による「×」の記号が記されている。168．169は酸化炎焼成の甕で168は新住居床

面中央付近から両面黒色処理が施された坏の破片と共に一括で、169は2号カマドから出土した。成形は

168はロクロ、169は非ロクロによる。器面調整は169は口縁部ヨコナデ、胴部ナデ、168は胴部ミガキ、

底部外面箆ナデ、内部ミガキ、148は口縁部～胴部上位で両面ミガキが施され、口縁部両面に黒色処理の

痕が残る。他にロクロ成形による3段が明瞭に残る坏の破片が新住居床面から多量出土した。

時期出土遺物の特徴から旧住居跡は9世紀中葉、新住居跡は9世紀後葉～末葉の遺構と考えられる。

ゴゴ
Y＝27,332

-fx--"05.
＝27,332

-fx--"05.

輿~ﾐヲ~ﾐヲ
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’

A－A′、 B－B′

1 ．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり褐色土粒

（10YR4/4）5％含む（新住居跡埋土)。

2．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり褐色土粒

（10YR4/4）10％含む1層～2層間に炭化物堆積（旧住居

跡埋土）

3．10YR2/3黒褐色±粘性なししまりありやや砂質(新

住居跡貼り床）

4．10YR3/2黒褐色砂質土粘性なし固くしまる

5．10YR3/2黒褐色土粘性なし固くしまる暗褐色砂質

土（10YR3/3）40～50％含む混合土層（旧住居跡埋土)。

6．10YR2/2黒褐色土粘性なし固くしまる暗褐色砂質

土（10YR3/3）20％含む。

亨ア言卍

近 二万

葱
〃

ｄ恥
１
６

Ｐ
４７一

一Ｌｄa 1号カマド
長一一L＝74.700mS＝1/25 －当

1

P1

d－d′

1 ．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり

にぶい黄褐色～黄褐色土（10YR5/4～5/6）

5％含む。

2．10YR2/1 黒色土粘性ややあり しまりあ

り褐色土（10YR4/4）2％含む。

3．10YR3/2黒褐色土50％、10YR5/6黄褐色

砂質土50％の混合土圏粘性ややあり しま

りあり

4．10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまり

あり黄褐色砂質土（10YR5/6）3％含む。

5．10YR4/3にぶい黄褐色砂質土粘性あり

しまりあり黒褐色土（10YR3/2）10％､礫（径

10～20mm）微量含む。

黒褐1

a－a'

1 ．10YR2/2黒褐色土粘性なし しまりあり 明黄褐色土

（10YR6/6）ブロック状に3％含む。

2．10YR2/2黒褐色土粘性なし しまりあり 明黄褐色土

（10YR6/6）霜降り状に3％含む。

3．10YR3/2黒褐色土粘性なし しまりあり赤褐色焼土

（5YR4/8）20％含む。

4．10YR2/2黒褐色土粘性なし しまりあり明黄褐色土

（10YR6/6）2％含む。

5．10YR2/1 黒色土粘性なししまりあり

6．10YR2/2黒褐色土やや砂質粘性なししまりあり

7．10YR4/1 褐灰色土粘性なししまりあり明赤褐色焼土

（5YR5/6）ブロック状に10％含む。

8．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり

9．7．5YR2/2黒褐色焼土粘性なししまりあり

10．7．5YR3/2黒褐色燈土粘性なししまりあり

色土（10YR3/1）20％含む。

12．7．5YR2/2黒褐色焼土粘性なし しまりあり

13．10YR2/3黒褐色土粘性なししまりあり明赤褐

色焼土（5YR5/6径3～5mm）微避含む。

14．10YR2/1 黒色土粘性なししまりあり褐色砂質

土（10YR4/4）20％含む。

15．10YR2/1 黒色土粘性なししまりあり明赤褐色

焼土（5YR5/6）2％含む。

16．10YR3/1 黒褐色土粘性なし固くしまる黄褐色

砂質土（10YR5/6）10％含む。

17．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり

18．10YR2/1 黒色土粘性なししまりあり にぶい赤

褐色焼(5YR4/4)20％､明黄褐色土 （10YR7/6）1～2％

含む。

19．5YR5/6明赤褐色焼土粘性ややあり しまりあり

P2

2L=74600nq

~W
P2

e－e'

1 ．10YR3/2黒褐色土粘性ややあり

しまりあり明黄褐色土（10YR6/8）微

凪含む。

2．10YR4/3 にぶい黄褐色砂質土粘

性ややあり しまりあり 明黄褐色土

（10YR6/8）1％、礫（2～5rml）少量

含む。

2号カマド
L＝74.700mS＝1/25 一トロー

LL=":00m"10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり

暗褐色焼土（7.5YR3/3）10％含む。

10YR3/1～2/1 黒褐～黒色土粘性なしし

まりあり

10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまりあ

り褐色焼土（7.5YR4/4）5％含む。

10YR2/1 黒色土粘性なししまりあり褐

色焼土（7.5YR4/3）3％､礫（径10mm）2点含む。

６
７
８
９

2号カマド

b－b'

1 ．10YR2/1 黒褐色土粘性なししまりあり

2．10YR2/1 黒色土粘性なししまりあり にぶい黄褐色土

（10YR5/4）ブロックで5％含む。

3．10YR2/2黒褐色土粘性なし しまりあり 明黄褐色土

（10YR7/6）30％含む。

4．10YR3/2黒褐色土粘性なし しまりあり赤褐色焼土

（5YR4/8）20％、径10nTT1の炭化物片微量含む。

5．5YR4/8赤褐色焼土粘性なししまりあり

-荒汐
P3

f－f′

1 ．10YR3/2黒褐色土粘性あり しまりあり

褐色砂質土（10YR4/4）10％含む。

2．10YR4/3にぶい黄褐色砂質土粘性あり

しまりあり礫（径10～2aTwT1）少Ⅲ含む。

fL=;如Lヨ_E－引2号カマド・P5
ﾄE－－ L=74700mS＝1/25

買一-画＝ ゾー P4

〃

9－9

1 ．10YR3/3暗褐色土粘性なし

にぶい黄褐色士（10YR5/4）10％

（7.5YR4/6）2％含む。

2．10YR3/2黒褐色土粘性あり

3．10YR2/2黒褐色土粘性なし

しまりあり

褐色焼土

しまりあり

しまりあり

2号カマドーP5

C－C

1 ，10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり赤褐色焼

土（5YR4/8）20％、径1qTTnの炭化物片微量含む。

2．10YR3/3暗褐色土粘性なししまりあり （袖土）

3．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり赤褐色焼土

（5YR4/6）10％含む（袖土)。

4．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり明黄褐土

（10YR7/6）10％含む（袖土)。

5．10YR2/3黒褐色土粘性なししまりあり

6．10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり

にぶい黄褐色土（10YR5/3） 2％含む（貼り床土)。

7．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり

8．10YR3/1 黒褐色土粘性なししまりあり褐色

砂質土（10YR4/4）3％含む。

0 1：50 2m
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第57図23号住居跡

－74－



24号住居跡

遺構（第58図、写真図版48）

＜位置・重複関係>VC-67グリッドに位置し、表土下の第Ⅲ層で検出された。遺構の大半が調査区外

に延びるため、調査が可能であったのは北西壁部のみである。重複する遺構はない。

＜規模・平面形・方向＞いずれも遺構の全体を調査していないため不明である。

＜埋士＞断面を測った箇所に限れば、自然堆積の様相を呈し、壁面に黒色土、他は全体的に黒褐色土を基

調とする土層の堆積で、上位には微量の炭化物粒、中～下位には暗褐色土が微量含まれる。

＜壁＞壁は外傾して立ち上がり、計測可能な壁面の残存値は北壁18cm，西壁17cmである。

＜床面＞床面にしまりはなく、掘り方痕がある。掘り方にはにぶい黄褐色士を筋状に含む黒色土が貼られ

ている。

＜カマド＞部分調査のため有無は不明である。

遺物埋土下～床面から酸化炎焼成による甕の破片数点が出土した。成形は非ロクロで器面胴部の調整はナ

デが施されている。

時期出土遺物から平安時代の遺構と考えられる。

25号住居跡

遺構（第58図、写真図版49）

＜位置・重複関係>VF-66グリッドに位置し、表土下の第Ⅲ層で検出された。遺構の北半は調査区外

にあり、未調査である。重複する遺構はない。

＜規模・平面形・方向＞全体の規模は不明。東西の長さは443cm、平面形・方向は不明である。

＜埋土＞全体が暗褐色士層の堆積で黄榿色焼土粒、炭化物粒などを微量含む。

＜壁＞壁は緩く外傾して立ち上がり、計測可能な壁面の残存値は東壁20cm，西壁18cmである。

＜床面＞床面には緩い凹凸があり、一部に掘り方を持つ。掘り方には黒褐色士と黒色土の混合土が貼られ

ている。

＜土坑＞カマド脇に1基検出した。形状は不整な円形で径84×76cm、深さ11cmと浅く、このために

底面～壁への立ち上がりは暖昧である。貯蔵穴の可能性が考えられる。

＜カマド＞東壁の南よりに設けられ、左袖は調査区外のため精査不能、右袖は持ち込んだ黒褐色士で構築

されたと考えられるが、削平により残存状態が不良のため暖昧である。また煙道～煙出し部は削平のためか

検出できなかった。燃焼部には暗赤褐色焼土が広がり、焼成は最大で8cmを測る。

遺物（第91図、写真図版76）

カマド付近から出土した土器のうち1点を記載した。170は酸化炎焼成の坏で成形はロクロ、器面調整

は両面ロクロナデが施されている。底部の切り離し技法は回転糸切りによる。

時期出土遺物の特徴から10世紀初頭頃の遺構と考えられる。

土坑類計測表

－75－

No. P1

直径(cm) 56×50

深さ(cm) 29



型 ▲Y＝27,329

-fx=-"06'
24号住居跡

A－A'

1 ．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり

径1～2，丁､の炭化物粒微風含む。

2．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり

暗褐色土（10YR3/3）1～2％含む。

3．10YR2/1 黒色土粘性なししまりあり

4．10YR3/1 黒褐色土粘性ややあり しまり

ややあり

5．10YR2/1 黒色土粘性あり しまりあり

にぶい黄褐色土（10YR4/3）筋状に20％含む。

雷

24号住居跡

－66，061

バ
ートニー L=75.100m

25号住居跡

A－A′

1 ．10YR3/3暗褐色土粘性なししまりあり黄橿色焼土粒（7.5YR7/8径2～3mm)、径8～10mmの

炭化物片ともに微Ⅲ含む。

2．10YR3/3暗褐色土70％、10YR2/1 黒色土30％の混合土層粘性なししまりあり（貼り床土）

3．10YR2/3黒褐色土粘性あり しまりあり

4．7．5YR3/1 黒褐色土粘性あり しまりあり にぶい赤褐色焼土（5YR4/4)20％､極暗褐色焼土30％含む。

P1

卜旦 L＝74900m 望
P1

b－b'

1 ．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりややあり

褐色焼土（7.5YR4/6）1～2％含む。

2．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり褐

色焼土（7.5YR4/6）1～2％含む。

3．10YR3/2黒褐色土粘性あり しまりあり褐

色土（10YR4/4）1％含む。

カマド ′

トー一L=74666h!S=1/25j
a

l

~…シ-～電雫つ
－カマド燃焼部

a－a

1 ．10YR3/1 黒褐色土粘性あり しまりあり

2．5YR3/4暗赤褐色焼土粘性なししまり

あり（燃焼痕）

3

2m0 1：50

－－トー一計

第58図24．25号住居跡

－76－



26号住居跡

遺構（第59．60図、写真図版50．51）

＜位置・重複関係＞ⅢA-100グリッド付近に位置し、表土下の第Ⅳ層で検出された。検出時のプラン

は北壁～東壁が明瞭であるのに対し、西壁南半～南壁は削平や重複によって暖昧であった。南壁が1号堀跡

と重複し、これに切られる。

＜規模･平面形･方向＞規模は切り合いや削平によって不明｡形状は不整形な方形状を呈すると推測される。

＜埋土＞壁際に黒色土、褐色土が見られるが、他はいずれも黒褐色土で区別つきにくい。

＜壁＞外反ぎみに立ち上がり、壁面残存値は北壁21cm、東壁18cmである。

＜床面＞床面はあまり固く締まらない。全域に士坑があり、平坦部は少ない。

＜土坑＞13基検出された。遺構内からは土師器の小破片が多量出土しており、この住居跡に伴う遺物で

あるがP4、P5、P10、P11が住居の壁面を切ることから士坑自体は住居と異なる時期のものが多い

と考えられる。また重複する土坑が多いことから土坑にも時期的な変移がある。

＜柱穴＞ 3基検出された。P9，P15、P16が柱穴状を呈する。

＜カマド＞東壁に1基設けられている。袖はにぶい黄褐色土と黒褐色土を持ち込んで固めたもので、煙道

部、煙出し部は削平のため検出できなかった。燃焼部には赤褐色焼土が広がり、焼成は最大で7cmを測る。

＜その他＞西壁中央部付近に約130～120cmの範囲で、炭化物が溶けた状態で堆積していた。

▲
13号陥し穴
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◎土坑類計測表
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第59図26号住居跡

－77－

No． P1 P2 P3 P4 P5

直径(cm) 104×90 98×70 69×45 88×83 106×86

深さ（c、） 22 35 18 14 34

P6 P7 P8 P9 P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16

110×74 142×128 57×37 49×46 122×124 107×94 130×105 60×51 108×94 35×26 30×18

38 42 14 32 33 40 21 49 20 37 39



LL=74.800m 26号住居跡一埋土断面

A－A′

1 ．10YR3/1 黒褐色土粘性あり しまりあり径2mm

の炭化物粒微風含む。

2．10YR3/1 黒褐色土70％、10YR5/6黄褐色土30％の

混合土層。粘性あり しまりあり

3．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりややあり褐

色土粒（10YR4/4）5％、暗褐色焼土（7.5YR3/4）1～2

％含む。

4．10YR4/4褐色土粘性なししまりあり黒褐色土

（10YR3/1）10％含む。

ニーイカクラン

カマド（焼土）
L＝74.70anS＝1/25岸

a

-弓

--- －
カマド（焼土）

L＝74.700mS＝1/25伴一 －2皇斗

1

aーa

1 ．5YR4/8赤褐色焼土30％、10YR3/2黒褐色土70％の混合土層。

粘性なししまりあり

2．炭化物闇。

3．10YR3/3暗褐色土粘性あり しまりややあり

4．5YR4/6赤褐色焼土層粘性ややあり しまりあり
b－b′

1 ．5YR3/4暗赤褐色焼土粘性ややあり しまりあり黒褐色土

（5YR3/1）30％含む。

2．5YR4/6赤褐色焼土粘性なし固くしまる

3．5YR4/6赤褐色燈士層粘性ややあり しまりあり

4．10YR4/3にぶい黄褐色土粘性あり しまりあり （袖土）

5．10YR3/2黒褐色土粘性あり しまりあり にぶい赤褐色燈十

粒（5YR4/4）微、含む（袖土)。

6. 7.5YR3/3暗褐色土粘性あり しまりあり

P1 P2

LL=72:00m4

廷フ
P1

C－C

1・ 10YR2/2黒褐色土粘性なししまり

あり明黄褐色土（10YR7/6）10％、炭化

物片少凪含む。

2．5YR5/6明赤褐色焼土粘性なししま

りあり

3．10YR3/1 黒褐色土粘性なし しまり

あり黄褐色土（10YR5/6）10％含む。

P2

d－d'

1 ．10YR3/110YR3/1

P3 ，
eL＝74.600me

岸 司
黒褐色土50％、10YR5/6黄褐色

土50％の混合土層。 粘性なししまりあり

赤褐色焼土粒（5YR4/6径4～8，丁､）少、含

む。

10YR3/1 黒褐色土70％、10YR4/4褐色土

30％の混合土層粘性なししまりあり赤褐

色燈十粒（5YR4/6径10『ml）多湿含む。

10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまり

あり

P7

'L L=74.600m 一四

ニヅV2
P P5

P4、P5

f－f'

1 ．10YR2/1 黒色土粘性なししまり

あり にぶい黄褐色土（10YR5/4）20％

含む。

2．10YR3/1 黒褐色土粘性なし しま

りあり

3．10YR3/1 黒褐色土60％、10YR4/4

褐色土40％の混合土圃粘性なし。

しまりあり

4．10YR2/2黒褐色土粘性なししま

りあり褐色焼土（7.5YR4/4)20％含む。

5．10YR3/3暗褐色土粘性なししま

りあり赤褐色焼土(5YR4/8）1％含む。

6．10YR3/1 黒褐色土粘性なし しま

りあり赤褐色焼土(5YR4/8）1％含む。

7．10YR3/1 黒褐色土粘性なし しま

りあり褐色土（10YR4/4）10％含む。

8．7．5YR3/2黒褐色土粘性なししま

りあり赤褐色土（5YR4/8）10％含む。

9．10YR3/1 黒褐色土粘性ややあり

しまりあり

10．10YR3/1 黒褐色土粘性あり しま

りあり明赤褐色土(5YR4/4)微皿含む。

11．7．5YR3/2黒褐色土粘性あり し

まりあり明赤褐色焼土(5YR5/8)20％、

炭化物片微凪含む。

LL=M｡m"

e－e

l・ 10YR2/1 黒色土粘性ややあり

しまりなし

2．10YR3/2黒褐色土粘性あり し

まりややあり

P8

L＝74.6”T1
P9i' ．'

+LL=74EOOm当ト引

薄、可P

P

i－i '

1 ．7．5YR3/4暗褐色焼土粘性なししま

りあり赤褐色焼土粒（5YR4/6径8～12

mm）微量含む。

2．5YR4/4にぶい赤褐色焼土粘性なし

しまりあり明赤褐色焼土粒（5YR5/6径

6～8mm）微凪含む。

P9

j－j ′

1 ． 10YR2/2黒褐色土粘性なししまり

あり

2．10YR3/1 黒褐色土粘性ややあり し

まりあり褐色土（10YR4/4）10％含む。

3

P6

2

P7

h－h′

1 ．10YR2/2黒褐色土粘性なし しまりあり

赤褐色焼土粒（5YR4/6径3～5mm）微母

含む。

2．10YR2/2黒褐色土粘性なし しまりあり

赤褐色焼土粒（5YR4/6径3～5mm）微量、

明黄褐色土（10YR6/6）5％含む。

3．10YR3/1 黒褐色土粘性なし しまりあり

褐色土（10YR4/4）20％、明赤褐色焼土

（5YR5/8）2％含む。

4．10YR3/2黒褐色土粘性あり しまりあり

褐色土（10YR4/4）10％含む。

P6

g－g

1 ．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり

明赤褐色焼土（5YR5/6）微量含む。

2．10YR3/1 黒褐色土粘性なししまりあり

にぶい黄褐色土（10YR5/4）10％含む。

3．10YR4/4褐色砂粒粘性なししまりあり

4．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり

暗褐色土（10YR3/3）5％含む。

5．10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまり

あり にぶい黄褐色土（10YR5/4）20％、径

10mmの炭化物片微趾､赤褐色焼土粒（5YR4/8

径8mm）1～2％含む。

HLL=M｡m｣ij
P12

m

トー一 L＝74.500m
P11

当昌一 L=74500m
ｍ
『

噺､可
4

11
2

3

P11

1－1 ′

1 ．10YR2/2黒褐色土粘性なししま

りあり にぶい赤褐色焼土（5YR4/4）微

鼠、炭化物粒微且含む。

2．10YR3/1 黒褐色土粘性なししま

りあり

3．10YR2/3黒褐色土粘性なし しま

りあり暗褐色砂粒（10YR3/4）30％含

む。

4．10YR4/1 褐灰色土粘性なししま

りあり褐色土（10YR4/4）30％含む。

P13
〃

n－n

1 ． 10YR3/3暗褐色砂質土粘性ややあり し

まりあり

2．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり

3．10YR3/1 黒褐色土粘性あり しまりやや

ありにぶい黄褐色土（10YR5/4）30％含む。

4．10YR3/2黒褐色土粘性あり しまりなし

P10

k－k'

1 ．10YR2/1 黒色土粘性なし しま

りあり

2．10YR2/2黒褐色土粘性ややあり

しまりあり褐色砂粒（10YR4/4）5％

含む。

3．10YR2/2黒褐色土粘性あり しま

りあり褐色砂粒(10YR4/4)10～20％

含む。

P12

〃

m－m

l 、炭化物層

2．10YR3/3

しまりあり

3．10YR3/3

しまりあり

4．10YR3/2

りなし

5．炭化物層。

6．10YR3/4

しまりなし

7．10YR3/2

しまりなし

暗褐色砂質土粘性なし

暗褐色砂質土粘性なし

黒褐色土粘性なししま

暗褐色砂質土粘性なし

黒褐色砂質土粘性なし
0 1：50 2m

－
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遺物（第91図、写真図版76）

＜土器＞171は埋土から出土した酸化炎焼成の坏で成形はロクロ、器面調整は両面ロクロナデ、底部に

は回転糸切り痕が残るが、大半が欠損しているため、再調整の有無は不明である。172．173は酸化炎焼

成の甕で172は埋士、173はカマド付近から出土した。いずれも口縁部～胴部の破片で器面調整は172は

両面ロクロナデのみ、173は口縁部にヨコナデ、胴部にナデが施されている。

＜金属遺物＞ 174．175が埋土中から出土した。174は長さ4.9cm、幅0.8cm，厚さ0.5cm，175

は長さ4.2cm、幅0.8cm、厚さ0.4cmでいずれも扁平な形状を呈し、両端が欠損し、器種は不明である。

時期出土遺物から平安時代の遺構と考えられるが、住居跡と一部士坑とは時期的な変移があるものと考え

られる。

3．土坑

8基検出された。形状は円形、楕円形を呈し、住居跡のすぐ側ないし周辺から検出されている。規模が最

大のものは3号土坑で開口部径193×140cm、深さ31cm,最小のものは6号士坑で開口部径62×61cm、

深さ19cmである。遺構内から土器片が出土したものは1号・ 7号・8号土坑で他からの出土遺物はない。

時期は検出面や出土遺物から平安時代のものであると考えられる。

遺構の詳細については観察表に記載した。

土坑観察表

*単位はcmである。

－79－

遺構名 位置 平面形 開口部径 底部径 深さ 埋土 出土遺物 備考 図版 写図

1号土坑 mB-34 惰円形 90X68 49x44 37

自然堆積で全体が黒褐色土主

体中～下位は明黄褐色士粒少

量含む。

176 61 52

2号土坑 WD-86 惰円形 168Xlll 78x27 49

自然堆積で上～中位は黒色土、

壁～下位は暗褐色土砂粒、黒

褐色土が堆積。

61 52

3号士坑 mA-90 不整形 193X140 144X61 31

自然堆積で全体が黒褐色土主

体底面に黄褐色土と黒褐色士

の混合土が堆積。

61 52

4号士坑 WB-03 円形 153X145 122X107 32

自然堆積で上～中位は明褐色

焼土粒含む黒褐色土、下位は

暗褐色土が堆積。

61 52

5号士坑 WB-23 楕円形 98X78 92X68 17

自然堆積で上～中位は黒褐色

土混じりの暗褐色士、下位は

暗褐色土が堆積。

61 53

6号士坑 WB-14 円形 62X61 47X33 19

自然堆積で上～中位は赤褐色

焼土混じりの黒褐色土、下位

は黒褐色士が堆積。

61 53

7号士坑 WB-06 長楕円形 188X88 147X75 11

自然堆積で全体に炭化物粒を

含む黒褐色土が堆積している。

下位に榿色焼土粒微量含む。

177 61 53

8号土坑 VC-94 楕円形 64X52 39X31 12

自然堆積で上～中位は炭化物

や明赤褐色焼土混じりの黒色

土、下位は黒褐色土が堆積。

61 53
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ﾄｰｰL=74.400mj

、電丁
1号土坑

a－a’

1 ．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり褐色

土粒（7.5YR4/6径2～3rTm）微趾、径5～8rTTnの炭

化物粒少量含む。

2．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりややあり

明黄褐色土粒（10YR6/6)、炭化物微量含む。

3．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりなし明

黄褐色土（10YR6/6）10％含む。

a a

ｰL＝75.000m→
カクラン

V- 3号土坑 s

a－a

1 ．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりややあり

黄褐色土（10YR5/6）2％含む。

2．10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり

3．10YR5/6黄褐色土50％、10YR2/2黒褐色土

50％の混合土層粘性あり しまりややあり

4．10YR3/2黒褐色土粘性あり しまりあり層

下部に暗褐色土（10YR3/3 30％）堆積。

2号土坑
〃

a－a

l 、 10YR1.7/1

2．10YR3/4

3．10YR3/2

黒色土粘性あり

暗褐砂粒粘性あり

黒褐色土粘性なし

しまりあり

しまりあり

しまりあり
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5号土坑

Y＝27.263

壽華。
－L＝イ4．1UOm→

誕｡刀

三壱二 5号土坑

a－a

1 ．10YR3/3暗褐色土粘性ややあり しまりあり

明褐色焼土粒（7.5YR5/8径1～3mm)、炭化物微

量含む。

2．10YR3/2～3/3黒褐～暗褐色土の混合土層粘

性ややあり しまりあり

3．10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり

4．10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり

黄褐色土（10YR5/6）3％含む。

4号土坑
〃

a－a

1 ．10YR3/2黒褐色土60％、10YR2/1 黒色土40％

の混合土層。粘性なししまりあり

2．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり明褐

色焼土粒（5YR5/8)、炭化物粒（径2～5ITT､）微量含む。

3．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり明褐色

焼土粒（5YR5/8)、炭化物粒（径2～10rTvT1）2～3％

含む。

4．10YR3/3暗褐色土粘性あり しまりあり

6号土坑

a－a

1 ．10YR3/2黒褐色土粘性なししまり

あり赤褐色焼土（5YR4/8）10％、炭化

物少温含む。

2．10YR2/2黒褐色土粘性ややあり し

まりあり

Y

X＝-66.079

Y＝27,280

-牟司x=-"｡8，

◎ 8号土坑

a－a'

1．10YR1.7/1 黒色土粘性ややありしまりあり

炭化物片（径10～20mm）多く含む明赤褐色焼土

粒（5YR5/8径10nTn）微量含む。

2．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり炭

化物粒（径10mm)、明赤褐色焼土粒（5YR5/8径

10nTT1)、微母含む。

8号土坑

耶十X＝-66,080

Y＝27,320
〃

豐姜
岸竺

7号土坑

a－a

1 ．10YR3/1 黒褐色土粘性なししまりあり炭化

物粒（径8～15mm）微量含む。

2．10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり

炭化物粒（径5rTwn)、榿色焼土粒（5YR6/8）微量含む。

3．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり

X＝－6
号土坑

卜三一 2皇一弐

~ りすゞ

0 1：50 2m

－

第61図 1～8号土坑
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4．蟇曠

1基検出された。水田造成時に地山面まで削平されていたため検出時には鉄製遺物が剥き出しの状態で出

土した。出土遺物は鉄鍋の一部と判断し、人骨の有無や遺物の残存状態に留意して調査を行った。

墓壊の南側には中世の豪族似内氏の居城（似内館）に伴う堀跡が見つかっている。周辺にはこれ以外に

中世の遺構は検出されていない。墓塘は館跡の外に位置するが、館跡が機能した時期や墓塘から出土した遺

物から墓壊に埋葬された人物が似内氏と何らかの関わりのあった可能性は高い。

遺構（第62図、写真図版58）

＜位置・重複関係>BⅡ－68グリッドに位置し、重複する遺構はない。水田造成時に遺構の上部がかな

り削平されている。

＜規模・平面形＞開口部径は120×98cm、底部径は90×80cm，深さは20cmを測る。形状は円形状

を呈するが北壁は歪んだ形状をしている。

＜埋土＞埋土は人為堆積で、遺物が出土する中央部は黒褐色土中に褐色土が混じる。それ以外には黄褐色

地山土を含む黒褐色、暗褐色土が堆積する。

遺物（第91～93図、写真図版77．78）

埋土中から中国産白磁片2点、底面から硯1点、古銭28点（永楽通寶26点、大観通寶1点、宣徳通寶

1点)、鉈1点、鉄鍋の破片が副葬品として出土した。また頭部の人骨が出土した。

時期出土遺物から中世の時代の遺構と考えられる。

▲ Y＝27，287

-fx-653'｣
、、 卜昌一一

a

－1L＝74．300m

1号墓概

a－a

1 ． 10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり

褐色土（10YR4/4） 3％含む。

2．10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまり

あり黄褐色土（10YR5/6）5％含む。

3．10YR3/4暗褐色土粘性ややあり しまり

なし黒褐色土（10YR2/2）1％含む。
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第62図 1号墓擴
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5．溝跡

溝跡は5条検出された。 5号溝以外は調査区外に延び規模は明らかではない。 1号溝・2号溝は表土から

の掘り込みでごく最近の遺構と考える。 3号溝は検出面や埋土から古代（平安時代）の遺構と考えられる。

6号住居跡のカマド燃焼部～煙道部と重複しているため、埋土からこの住居が包含していた土器が出土して

いる。このため6号住居跡の出土遺物として扱い、掲載した。4号溝に関しては検出面が地山層であったこ

とや、出土遺物がないことから時期は不明である。 5号溝は検出面や埋土の状態から古代（平安時代）の遺

構と思われるが、出土遺物はない。

1号溝

遺構（第63図、写真図版59）

＜位置・重複関係＞ⅣAグリッドの北東部で検出され、重複する遺構はない。

＜規模・形態・方向＞規模は上端幅92～70cm、下端幅76～28cm，深さ36～21cm、両端の高

低差は26cm，全長6mにわたって検出された。断面形はU字状を呈する。方向は北東一南西でいずれも

両端は調査区外へと延びる。

＜埋士＞黒褐色土混じりの黒色土の単層である。

遺物なし。

時期検出面から現代の遺構である。

2号溝

遺構（第63図、写真図版59）

＜位置・重複関係＞ⅣAグリッドの北東部で検出され、重複する遺構はない。

＜規模・形態・方向＞規模は上端幅88～64cm、下端幅76～28cm、深さ48～35cm，東西の高

低差は14cm，全長6mにわたって検出された。底面に凸凹があるため断面形は不整な形状である。方向

は北東一南西でいずれも両端は調査区外へと延びる。

＜埋土＞上～中位は褐色土粒を僅かに含む黒褐色士、下位は黒色土と暗褐色砂質土の混合士が堆積してい

る。

遺物なし。

時期検出面から現代の遺構である。

3号溝

遺構（第64図、写真図版59．60）

＜位置･重複関係>VBグリッドの中央部よりやや北西部で検出された｡6号住居跡と重複し､これを切る。

＜規模・形態・方向＞規模は上端幅72～28cm、下端幅32～8cm，深さ31～15cm、両端の高低

差は6cm、全長5m60cmにわたって検出された。断面形は緩いU字状を呈する。方向は北西一南東で、

遺構の両端は調査区外へと延びる。

＜埋土＞自然堆積で全体に黒褐色土主体の3層が堆積している。中位には明褐色焼土粒が含まれる。

遺物埋土から土器片が出土しているが、重複する6号住居跡に伴うものである。（6号住居跡に掲載）

時期検出面から平安時代の遺構である。

－82－



4号溝

遺構（第64図、写真図版60）

＜位置・重複関係＞ⅣDグリッドの北東部で検出された。重複する遺構はない。

＜規模・形態・方向＞規模は上端幅57～48cm、下端幅43～22cm，深さ22cm，東西両端の高低

差は5cm，全長3m24cmにわたって検出された。断面形はU字状を呈する。方向は西一東で両端は調

査区外へと延びる。

＜埋士＞壁～底面には暗褐色砂質土と黒褐色土の混合士、暗褐色砂質土を微量含む黒褐色士が堆積してい

る。遺物なし。

時期不明である。

5号溝

遺構（第64図、写真図版60）

＜位置・重複関係＞ⅥBグリッドの北部で検出された。20号住居跡と重複し、これに切られる。

＜規模・形態・方向＞規模は上端幅40～28cm、下端幅30～20cm，深さは10～8cmと全体的に

浅い。両端の高低差は18cm，全長約16mにわたり検出された。断面形は緩いU字状を呈し、方向は西

－東で、いずれも両端は調査区外へと延びる。

＜埋土＞全体が黒褐色士を僅かに含む暗褐色士が堆積している。

遺物なし。

時期検出面から平安時代の遺構と考えられる。

2号溝
〃

a－a

1 ．10YR3/1 黒褐色土粘性あり しまりあり

褐色土粒（10YR4/4径3～6mm）1％含む。

2．10YR2/1黒色土粘性あり しまりあり

暗褐色砂質土（10YR3/4）50％混じる。

240

X＝－65，996

1号溝
'

a－a

1 ．10YR2/1 黒色土粘性あり しまりあり

黒褐色土（10YR3/1）10％含む。

2．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり

掘りすぎ？

0 1：100 4m

－

第63図 1 ．2号溝
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1

X＝-65,994

~Ng~s='/..
4号溝

a－a

1 ．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり暗褐色砂質土

（10YR3/4）1％含む。

2．10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり暗褐色砂

質土（10YR3/4地山土）40％含む。

、海
3号溝

a－a

1 ．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり

2．10YR2/2黒褐色土粘性あり しまりあり

明褐色焼土粒（7.5YR5/8径1～2『TTn）含む。

3．10YR2/3黒褐色土粘性なししまりあり
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2
5号溝（東側）

b－b′

,．，oYR3/3暗褐色土粘性なししまりあり黒褐色土（1OYR3/2）5％含む。

2．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり暗褐色土（1OYR3/3）1～2％含む。

0

f_F7420OPgJ S=1/50
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5号溝 （西側）
〃

a－a

l 、 10YR3/3暗褐色土粘性なししまりあり黒褐色土（10YR3/2）5％含む。 4m1：100
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6．堀跡

調査区中央部から東西方向に延びる堀（1号堀）が1条、南北方向に延びる堀（2号堀）を1条、調査区

東端部で南北方向に延びる堀（3号堀）を1条検出した。伝承によると、この地は郡主・稗貫氏の分家であ

る似内氏の本拠地で、その居城である似内館のあった場所と云われ、今回発掘された堀の一部は昭和30年

代の水田造成時まで確認されたと云われている。調査時、調査区中央部から東西方向に延びる堀はA区、B

区、 C区を横切るように検出された。その後、A区-B区間を花巻市教育委員会が平行して調査を行い、こ

の間の堀が同じものであることが確認できた。B－C区間は未調査のため、同じ遺構と断言できないが、図

面合成による方向などを根拠とした。 2号堀もやはり調査区内を横断する線路により、南北に分かれて検出

されたが、図面合成により、同じ遺構であると断定した。 3号堀の南側は調査区外に延びたが、範囲確認の

ため、調査区を延長して検出を行った。その結果、遺構南端は後世の畑地造成による削平で消失していた。

1号堀

遺構（第65．66図、写真図版54．55）

＜位置・重複関係＞調査区A・B。C区に位置し、大グリッドⅣC・ⅣB・ⅢDにわたる。表土下、第Ⅱ

層で検出され、 1号住居状遺構と重複し、これを切る。また、A～B区から検出した遺構の北側は後世に溝

として利用されていたことが埋土断面から窺える。

＜規模・形態・方向＞規模は上端幅10m20cm～7ml6cm，下端幅4m～2m20cm，深さは250

~150cmで、A区が幅・深さともに最大である。推定するA－C区間の長さは約157m(A-B間約53

m、B－C間約104m)である。断面形はA区～B区は緩いU字状で浅鉢状、C区は外傾して立ち上がり、

逆台形状を呈する。

＜埋土>A区は57層、B区は21層の堆積が認められた。このうち2/3は水田造成時に人為的に埋め

戻したものである。C区では9層の自然堆積で上～中位は黒褐色（砂質）土、下位は黒色～黒褐色（砂質）

士を主体とし、褐色士を多く含む士層が堆積している。

遺物土師器の小破片が数点出土している。

時期中世の遺構と考えられる。

2号堀

遺構（第67図、写真図版56）

＜位置・重複関係＞調査区D区．E区に位置し、大グリッドVC・VD．ⅥC・ⅥDに跨っている。表土

下、第Ⅱ層で検出された。重複する遺構はない。

＜規模・形態・方向＞調査区内を横断する線路により、南北に分かれて検出されたが、削平の影響を受け

た南側と比較し、北側は残存状態が良い。規模は北側が上端幅660～620cm、下端幅340cm、深さは

100cmに対し、南側は上端幅328～260cm、下端幅260～232cm、深さは80cmである。検出され

た全長は北側4m，南側8m80cmで南北間の未調査分が約12mである。次に断面を観ると、北側の断

面には検出面から深さ60cmの所に段差があるが、南側にはない。これは南北の検出面に約70cmの差が

あり、このため南側の上面がかなり削平されたためと考えられる。

＜埋士＞自然堆積で北側は9層、南側は4層の堆積が認められる。上～中位は黒褐色土主体の土層、下

位は北側が黒色土、南側が暗褐色土と黒褐色土の混合土層が堆積している｡
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遺物なし。

時期中世の遺構と考えられる。

3号堀

遺構（第68図、写真図版57）

＜位置・重複関係＞調査区E区東端、大グリッドVFで検出された。表土下、第Ⅱ層で検出され、24号

陥し穴と重複し、これを切る。

＜規模・方向＞規模は上端幅374～254cm，下端幅232～164cm，深さは最深で140cm，検出し

た長さは約15m54cmである。壁面は西側は緩くなだらかなのに対し、東側は42。の傾斜で立ち上がる。

方向は北西一南東で、北端は調査区外へ延び、南端は削平により消失されている。

＜埋土＞自然堆積で7層が確認され、上位は黒褐色土、中位は暗褐色土、下位はにぶい黄褐色土を微量含

む黒褐色土、明黄褐色土を微量含む褐灰色土が堆積する。

遺物土器の破片が少量出土している（小片のため不掲載)。

時期中世の遺構と考えられる。

C区

｡
A区
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fLL=75.200m 割

54

a－a'

1～17撹乱

18．10YR4/6褐色砂質土粘性ややあり しまりややあり水酸化鉄粒多く含む。

19．10YR2/2黒褐色土粘性なし固くしまるにぶい黄褐色土（10YR4/3）ブロック状に含む。

20. 10YR2/3黒褐色土粘性なししまりありにぶい黄褐色土（10YR4/3）1％、礫（径2～8cm）

多く含む。

21 . 10YR2/3黒褐色土粘性なししまりあり褐色土（10YR4/4）3％含む。

22. 10Ⅵ32/3黒褐色土50％、10YR4/4褐色土50％の混合土層粘性なししまりあり

23. 10YR5/6黄褐色砂質土60％、10YR2/2黒褐色土40％の混合土層粘性なししまりあり

24.10YR5/6黄褐色砂質土70％､10YR2/2黒褐色土30％の混合土層粘性なししまりあり 礫(径

1～5cm）多く含む。

25. 10YR3/4暗褐色砂質土粘性なししまりあり黒褐色土（10YR3/2）20％含む。

26. 10YR4/4褐色砂質土粘性なししまりあり黒褐色土（10YR3/2）30％含む。

27．10YR5/6黄褐色砂質土粘性なししまりあり黒褐色土（10YR3/2）1％含む。

28. 10YR5/6黄褐色砂質土粘性なししまりあり黒褐色土（10YR3/2）5％含む。

29. 10YR2/2黒褐色土90％、10YR4/4褐色砂質土10％の混合士層粘性なししまりあり

30. 10YR5/4にぶい黄褐色砂質土粘性なししまりあり黒褐色土（10YR2/2）10％含む。

31. 10YR4/4褐色砂質土60％、10YR2/3黒褐色土40％の混合土層。 粘性なししまりあり

32. 10YR2/3黒褐色土粘性なししまりあり にぶい黄褐色土（10YR5/4）20％含む。

33. 10YR2/3黒褐色土粘性なししまりあり にぶい黄褐色土（10YR5/4）15％含む。

34. 10YR2/3黒褐色土粘性なししまりあり褐色砂質土（10YR4/4）5％含む。

35. 10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり褐色砂質土（10YR4/4）3％含む。

36. 10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり暗褐色砂質土（10YR3/4）20％含む。

37. 10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり暗褐色砂質土（10YR3/4）30％含む。

38. 10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり暗褐色砂質土（10YR3/4）5％含む。

39. 10YR2/3黒褐色土80％、10YR5/6黄褐色砂質土20％の混合土層粘性なししまりあり

40．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり褐色砂質土（10YR4/4）2％含む。

41 . 10YR4/3にぶい黄褐色土粘性ややあり しまりあり水酸化鉄粒、礫（1～3cm）

多く含む。

42. 10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり褐色砂質土（10YR4/4）2％含む。

43．10YR3/4暗褐色砂質土70％、10YR3/2黒褐色土30％の混合土層粘性なし し

まりあり

44. 10YR2/3黒褐色土粘性なししまりあり暗褐色砂質土（10YR3/4）10％含む。

45. 10YR2/3黒褐色土粘性なししまりあり暗褐色砂質土（10YR3/4）2％含む。

46. 10YR2/3黒褐色土粘性ややあり しまりあり水酸化鉄粒、礫（3～5cm）層下

部に少凪含む。

47．10YR3/1 黒褐色土粘性ややあり しまりあり水酸化鉄粒、礫（3～6cm）多く

含む。

48. 10YR5/4にぶい黄褐色砂質土粘性ややあり しまりややあり水酸化鉄粒、礫（径

1～7cm）多く含む。

49．10YR3/3暗褐色土粘性なししまりあり礫（3～5cm）少母含む。

50．10YR4/2灰黄褐色土粘性ややあり しまりあり水酸化鉄粒、礫（径1～4cm）

多く含む。

51 . 10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり

52. 10YR3/3暗褐色土粘性ややあり しまりややあり少礫（径2～7cm）多く含む。

53．10YR3/2黒褐色砂質土50％、10YR3/4暗褐色土50％の混合士厨粘性ややあり

しまりあり

54. 10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり

55. 10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり厨上位に水酸化鉄粒少量、礫（径1

～5cm） 多く含む。

56．10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり圏上位に水酸化鉄粒少迅、礫（径1

～5cm） 多く含む。（54と類似）

57．10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり水酸化鉄粒、礫（1～5cm）多く

含む。

58. 10YR3/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり礫（1～5cm）多く含む。

59. 10YR3/3暗褐色土粘性ややあり しまりややあり

」剖トLL=75200m

鼠含む。

m含む。

16．10YR2/1

17．2．5YR4/1

18．10YR3/1

19．10YR3/2

微凪含む。

20．2．5YR3/1

21 ．10YR2/2

む。

黒色土粘性なししまりあり径3～5cmの礫多く含む。

黄灰色土粘性ややあり しまりあり水酸化鉄粒多く含む。

黒褐粘土質土粘性ややあり しまりあり水酸化鉄粒多く含む．

黒褐粘土質土粘性ややあり しまりあり明黄褐色土(10YR7/6）

黒褐粘土質土粘性あり しまりあり水酸化鉄粒多く含む。

黒褐色土粘性ややあり しまりあり褐色土粒(10YR4/4)10％含

b－b'

1～4撹乱

5．10YR3/4暗褐色砂質土50％、10YR3/1黒褐色土50％の混合士畷

粘性なししまりあり

6．10YR2/3黒褐色土粘性なししまりあり

7．10YR3/4暗褐色砂質土70％、10YR3/1黒褐色土30％の混合土層

粘性なししまりあり

8．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり暗褐色砂質土(10YR3/4）

5～10％含む。

9．10YR4/6褐色砂質土粘性なししまりあり

10．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり暗褐色砂質土(10YR3/4）

20％含む。

11．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり暗褐色砂質土(10YR3/4）

5％含む。

12．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり暗褐色砂質土(10YR3/4）

20％含む。

13．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり暗褐色砂質土(10YR3/4）

10％含む、径3～8cmの礫少風含む。

C－C

1 ．10YR2/2黒褐色土50％、10YR2/1 黒色土50％の混合土暦。

粘性あり しまりあり

2．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり褐色砂質土（10

YR4/4）1％含む。

3．10YR2/3黒褐色砂質土粘性なししまりあり褐色砂質土

(10YR4/4）1％含む。

4．10YR2/2黒褐色砂質土粘性なししまりあり褐色砂質土

(10YR4/4)、赤褐色焼土粒（5YR4/8径1～2『ml）微遼含む。

5．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり褐色砂粒（10YR

4/4）微湿含む。

6．10YR2/1 黒色土粘性なししまりあり褐色砂粒（10YR4/4）

5％含む、礫少避含む。

7．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり褐色砂粒（10YR4/4）

30％含む。

8．10YR3/1 黒褐色土70％、10YR4/4褐色砂粒（地山）30％の混

合土層粘性なししまりあり

9．10YR2/1 黒色土粘性ややあり しまりあり

－判トーL=75.40α11

了 『

0 1：100 4m

－－－斗

第66図 1号堀（断面）

－87－



＝-66,063

a－a

1 ．10YR2/3黒褐色土粘性なししまりあり黄榿色焼土粒

(7.5YR7/8）微圃、礫（径1～4cm）少量含む。

2．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり明黄褐色土粒

(10YR7/6）3％、少礫多く含む。

3．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり

4．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり径3cm大の

礫多く含む。

5．10YR2/3黒褐色土粘性なししまりあり径1～2cm

の礫多く含む。

6．10YR2/3黒褐色土粘性なししまりあり にぶい黄褐色

土粒（10YR4/3）1％含む。

7．10YR2/2黒褐色土粘性なししまりあり にぶい黄褐色

土粒（10YR4/3）1％、径2～3cmの礫多く含む。

8．10YR2/2黒褐色土粘性ややあり しまりあり にぶい黄

褐色土粒（10YR4/3）微量含む。

9．10YR3/1 黒褐色土30％、10YR3/4暗褐色土70％の混合土

層粘性あり しまりあり

-判卜旦一L=75.500m
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b－b′

1 ．10YR2/3黒褐色土粘性なししまりあり

2．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり

褐色土粒（10YR4/4）20％含む。

3．10YR2/2黒褐色土粘性なし固くしまる

少礫（径6～10mm）少量含む。

4．10YR2/1 黒色土粘性なししまりあり
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a－a

1 ．10YR3/2黒褐色土粘性なし固くしまる径10nTnの炭化物

粒微母含む。

2．10YR3/2黒褐色土粘性なし固くしまる

3．10YR3/3暗褐色土粘性なし固くしまる

4．10YR3/3暗褐色土粘性なし固くしまる明褐色焼土粒（7.5

YR5/6径2～4nm）微量含む。

5．10YR2/2黒褐色土粘性なし固くしまる明褐色焼土粒（7.5

YR5/6径5mm）微量含む。

6．10YR3/2黒褐色土粘性なし固くしまるにぶい黄褐色土（10

YR5/4）微量含む。

7．10YR4/1 褐灰色土粘性ややあり しまりあり明黄褐色土（10

YR6/6）3％含む。 0 1：100 4m
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7．柱穴列

1号柱穴列（第69図、写真図版58）

＜位置>VDグリッド南東部で検出された。遺構は調査区境にあるため、全容は明らかでない。

＜規模＞全長は11.34m，柱間寸法はP1～P6間は1．92～1.94m、P6～P7間は0.76mである。

【P1←1.94m→P2←1.92m→P3←1.92m→P4←1.92m→P5←1.94m→P6←0.76m→P7】

＜柱穴＞各柱穴の規模は、観察表に記してある。埋土は一様に、黒褐色土に褐色土や黄褐色士が少量含ま

れる。

遺物なし。

時期不明である。

B.柱穴状小土坑群

遺構（第69図）

＜位置・検出状況＞今回の調査では、E区西端～中央部（ⅣBグリッド北側）から柱穴状小土坑が81基

検出された。検出面は第Ⅱ層である。

＜埋土＞埋土はいずれも周辺の住居の埋土上位と同じ土色で、褐色土混じりの黒褐色士である。埋土断面

から明確な柱痕が確認できるものはほとんどない。

＜配列＞これらの柱穴状小土坑群は調査区外へと広がることから、建物跡や柱穴列を推定することは難し

く、検出された順に付番した。

遺物なし。

時期時期を知り得る遺物は出土しておらず、推定の域をでないが、検出面から平安時代の遺構である可能

性が高い。

柱穴状小土坑観察表

－90－

PNo. 開口径 深さ 備考
28 16×16 25

29 26×23 28

30 14×10 17

31 24×18 27

32 26×19 12

33 17×16 24

34 20×18 16

35 20×18 28

36 32×28 37

37 22×20 20

38 21×21 26

39 33×28 30

40 23×20 16

41 20×20 24

42 36×30 34

43 21×17 24

44 25×21 28

45 33×30 29

46 24×22 24

47 27×25 26

48 17×16 20

49 14×12 22

50 16×15 26

51 20×18 32

52 21×18 30

53 27×25 22

54 17×16 17

PNo. 開口径 深さ 備考
55 44×38 21

56 26×22 18

57 22×19 37

58 18×16 24

59 25×24 22

60 16×16 24

61 17×16 8

62 18×17 11

63 12×12 21

64 18×15 33

65 16×15 13

66 14×12 22

67 28×22 17

68 16×15 7

69 13×12 17

70 22×20 15

71 18×17 19

72 16×15 15

73 14×14 19

74 19×17 13

75 19×17 22

76 17×15 16

77 22×18 24

78 37×17 20

79 18×17 14

80 23×21 18

81 27×25 15

PNo. 開口径 深さ 備考
1 30×25 28

2 30×27 23

3 25×22 26

4 25×25 33

5 26×24 23

6 38×36 45

7 32×32 27

8 23×22 36

9 19×18 26

10 32×30 51

11 19×18 24

12 29×25 34

13 － 43 P14と重複
14 － 40 P13と重複
15 21×20 37

16 30×26 32

17 28×27 38

18 23×20 31

19 31×25 34

20 40×27 33

21 24×21 32

22 24×21 29

23 25×20 40

24 24×22 13

25 16×16 29

26 21×20 32

27 26×22 27
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P3

1 ．10YR2/2黒褐色土粘性なし

しまりややあり

2．10YR2/2黒褐色土粘性なし

しまりあり

3．10YR2/1 黒色土粘性あり

しまりあり

P4

1 ．10YR2/2黒褐色土粘性なし

しまりややあり

2．10YR2/2黒褐色土粘性なし

しまりありにぶい黄褐色土

（10YR4/3）20％含む。

3．10YR2/2黒褐色土粘性なし

しまりありにぶい黄褐色土

（10YR5/4）3％含む。

4．10YR2/2黒褐色土粘性なし
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（10YR5/4）30％含む。

P5 p7

1 ．1OYR3/1黒褐色土粘性あり しまりあり 1 ．10YR2/1 黒色土粘性あり しまりあり

2．10YR3/2黒褐色土粘性なししまりあり にぶい黄褐色土（1OYR5/4）1％含む。

3．1OYR2/2黒褐色土粘性なししまりあり 2．10YR3/1 黒褐色土粘性なししまりあり

黄橿色土粒（7.5YR7/8径5『TTn）微量含む。 3．1OYR4/4褐色土粘性あり しまりあり

黒褐色土（10YR3/1）30％含む。

4．10YR2/1 黒色土粘性あり しまりあり

P6

’・ ’0YR2/’ 黒色土粘性あり しまりあり 0 1：60 2m

2．10YR3/1黒褐色土粘性なししまりあり一一
にぶい黄褐色土（10YR5/4）20％含む。
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9.遺構外出土遺物（第94図、写真図版79)

遺構外から出土した遺物は縄文土器、石器がある。いずれも量は少ないが、ⅣA-19、ⅣA-29グリッ

ド付近と限られた調査区から出土している。

土器

A区南端～E区西端にかけて遺構は検出されないものの第Ⅲ層下部から縄文土器が少量出土した。211

～213はいずれも鉢の小破片で原体は視認できないほど摩滅している。時期は縄文時代前期と考えられる。

石器

土器の出土した地点を中心に剥片石器が数点出土した。

施されている。216～219は片面調整の剥片石器である。

214は石核、215は縦型の石匙で両側に調整が

－95－
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ｌ
屋
④
Ｉ

NO 出ia地点 器種 口縁部（内／外） 胴部（内／外） 底部（内／外） 口径 底径 器高 分類 備考 図版 写真
2 1号住カマド崩落土 士・坏 ミガキ／ロクロナデ ミガキ／ロクロナデ ミガキ/Kイトキリ (13.6） 5.6 5.6 AI 内黒 72 61

3 1号住カマド崩落土 士・坏 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ/Kイトキリ 12.4 5.6 5.1 AⅡa 72 61

4 1号住カマド 須・坏 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ/Kヘラキリ→ﾅデ 14.4 6.2 4.4 Bd 72 61

5 1号住カマド燃焼部 土･甕 ロクロナデ／ロクロナデ ロナデ、ナデ／ロナデ、ナデ (31.1) AⅡb 72 61

6 1号住埋土l層 須・壺 ロクロナデ／ロクロナデ (16.0) B 72 61

8 2号住埋土2層 土・坏 ミガキ／ロクロナデ ﾐガｷ/ﾛｸﾛﾅデ→下半へﾗｹズﾘ ﾐｷ/Kヘラキリ→Kヘラケズリ 15.4 6.4 5.6 AId 内黒 73 61

9 2号住－2号カマド燃焼部 須・坏 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ/Kイトキリ 13.7 5.8 4.2 Ba 焼成不良 73 61

10 2号住埋土1層 土・大形坏 ミガキ／ロクロナデ ミガキ／ロクロナデ ミガキ/Kイトキリ 19.2 7.8 9.7 AIa 内面摩滅激しい 73 61

1l 2号住埋士l～2層 士･甕 ヨコナデ／ヨコナデ ハケメ／ナデ (21.0) AI 73 61

12 2号住－2号カマド燃焼部 土･甕 ロクロナデ／ナデ､下半ケズリ ロクロナデ／ナデ 8.0 AⅡb 73 61

13 2号住一埋土2層 須・甕 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロナデ､下半ケズリ (18.3) BⅡa 73 62

14 3号住一検出面 土・坏 ミガキ／ロクロナデ ミガキ／ロクロナデ ミガキ/Kイトキリ 13．2 5.8 4.8 AIa 内黒 73 62

15 3号住-Pl付近 土・坏 ミガキ／ロクロナデ ミガキ／ロクロナデ ミガキ/Kイトキリ 13.0 5.8 5.2 AIa 内黒 73 62

16 3号住一カマド支脚 土・坏 ミガキ／ロクロナデ ミガキ／ロクロナデ ミガキ/Kイトキリ→ケズリ (13.8) 6.3 5.0 AIb 内黒 74 62

17 3号住一カマド支脚 士・坏 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ/Kイトキリ (13.6) 5.4 5.5 AⅡa 74 62

18 3号住一カマド燃焼部 士・大形坏 ミガキ／ロクロナデ ミガキ／ロクロナデ ミガキ/Kイトキリ 15.4 7.4 6.7 AI a 内黒 74 62

19 3号住一カマド支脚 土・渦 ロクロナデ／ロクロナデ ロナデ／ロナデ､下半ケズリ ナデ／ナデ 35.4 12.5 15.1 AⅡb 74 62

20 3号住一カマド燃焼部 土･甕 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロナデ､下半ケズリ ナデ/ナデ 21.6 10.0 34.2 AⅡb 74 62

21 3号住-P5埋土 須・甕 ロクロナデ／ロナデ､下半ケズリ ロクロナデ／ 8.6 BⅡ 74 62

22 4号住一カマド袖部 土・坏 ミガキ／ロクロナデ ミガキ／ロクロナデ ミガキ/Kイトキリ (13.4） 6.6 4.6 AIa 内黒 74 63

23 4号住一貼り床土 土・坏 ミガキ／ロクロナデ ミガキ／ロクロナデ ミガキ/Kイトキリ 13.7 7.0 4.2 AIa 内黒 74 63

24 4号住一床直 士・坏 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロナデ､下半ケズリ ロクロナデ/不明→ケズリ 11.6 6.0 5.6 AⅡZ ヘラ記号 74 63

25 4号住一埋土中位 土・坏 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ/Kイトキリ (12.2) 6.6 4.3 AⅡa 75 63

26 4号住一埋士中 土・坏 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロナデ､下半ケズリ ロナデ、ケズリ／不明→ケズリ AⅡZ 75 63

27 4号住一カマド 土･甕 ヨコナデ／ヨコナデ ナデ／ナデ ナデ／ナデ (11.8) 6.8 8.1 AI 75 63

28 4号住一埋土下部 士･甕 ヨコナデ／ヨコナデ ナデ／ナデ ナデ／ナデ 9.7 4.3 6.2 AI 75 63

29 4号住一カマド崩落士 土･甕 ヨコナデ／ヨコナデ ナデ／ナデ (20.8） AI 75 63

30 4号住一カマド崩落士 土・甕 ヨコナデ／ヨコナデ ナデ／ナデ (21.0) AI 75 63

31 4号住一床直 須・甕 アテグ／タタキメ BI 75 63

32 4号住一カマド内 須・甕 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロクロナデ (11.6) BⅡb 75 63

36 5号住一埋士2層 土・坏 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ/不明→ケズリ (13.6) 6.2 5.0 AⅡZ 76 64

37 6号住-Pl埋土 土・坏 ミガキ／ロクロナデ ミガキ／ロクロナデ ミガキ/Kヘラキリ (15.3） 6.4 5.8 AIc 内黒 76 64

38 6号住一カマド付近 土・甕 ロクロナデ／ロクロナデ ﾅデ／（タタキ）→ロナデ→ケズリ (16.4) AI 76 64

39 6号住一カマド煙道部 土・甕 ヨコナデ／ヨコナデ ハケメ／ケズリ (22.0） AI 76 64

40 6号住一上～中位 土・甕 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロクロナデ (27.9） AⅡb 76 64

41 6号住一カマド煙道部 土・筒状 ロクロナデ／ロクロナデ ﾅデ/ﾀﾀｷ→ロナデ→ｹﾘ、ナデ 21.2 22.8 27.6 AⅡ？ 蠅州鮒に棚 77 65

42 7号住一埋土下～床直 土・坏 ミガキ／ロクロナデ ミガキ／ロクロナデ ミガキ/Kイトキリ 13．4 6.2 4.7 AIa 内黒 77 65

43 7号住一カマド崩落土 土・坏 ミガキ／ロクロナデ ミガキ／ロクロナデ ミガキ/Kイトキリ 13.4 5.8 5.1 AIa 内黒 77 65

44 7号住-P2埋土 士・坏 ミガキ／ロクロナデ ミガキ／ロクロナデ ミガキ/Kイトキリ 12.5 5.6 4.6 AIa 内黒 77 65

45 7号住一床直 土・坏 ミガキ／ロクロナデ ミガキ／ロクロナデ ミガキ／不明→ケズリ 15．6 6.0 6.2 AIz 内黒、煤付着 77 65

46 7号住一カマド右袖脇 土・坏 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ/Kイトキリ 12.9 5.6 5.2 AⅡa 77 65

47 7号住一カマド右袖脇 土・坏 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ/Kイトキリ 13.2 5.8 4.9 AⅡa 77 65

48 7号住一床直 士・鉢 ヨコナデ／ヨコナデ ハケメ／ナデ ナデ／ナデ 15.6 8.8 11.2 AI 77 65

49 7号住一カマド燃焼部 土・甕 ヨコナデ／ヨコナデ ナデ／ナデ ナデ/木葉痕？ (9.6） AI 77 65

50 7号住一埋土下部 土・甕 ナデ／ナデ ナデ／ナデ (8.1) AI 底面剥落 77 65

51 7号住一埋士下～床直 須・壷 ﾛｸﾛﾅデ/ﾀﾀｷ→ﾛﾅデ→ｹズリ ロクロナデ/不明 BⅡa 78 66
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57 8号住一床直、7号住 土・坏 ミガキ／ロクロナデ ミガキ／ロクロナデ ミガキ/Kイトキリ→ケズリ 14.0 7.4 6.1 AIb 内黒 79 67

58 8号住一床直 土・坏 ミガキ／ロクロナデ ミガキ／ロナデ→ナデ、ケズリ ミガキ／不明→ケズリ 12.0 7.2 5.1 AI Z 両面黒色 79 67

59 8号住一埋士上位 土・坏 ミガキ／ミガキ ミガキ／ミガキ→ケズリ ミガキ／不明→ケズリ、ミガキ 11.0 6.5 4.4 両面黒色処理 79 67

60 8号住一床直 士・坏 ミガキ／ロクロナデ ミガキ／ロナデ→ケズリ ミガキ／不明→ケズリ 12.0 6.0 5.0 AIz 内黒剥落 79 67

61 8号住一カマド燃焼部 士・坏 ミガキ／ロクロナデ ミガキ／ロクロナデ ミガキ／不明→ケズリ 11．3 6.2 5.1 AI Z 内黒 79 67

62 8号住一床直 土・坏 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロナデ､下半ケズリ ロクロナデ/Kヘラキリ？ 11.2 6.2 4.8 AⅡc 79 67

63 8号住-Pl底面、貼り床士 須・坏 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ/Kイトキリ 15．3 5.5 4.8 Ba 79 67

64 8号住一貼り床士 土・喪 ヨコナデ／ヨコナデ ハケメ／ナデ ナデ/木葉痕 11．6 7.4 8.0 AI 79 67

65 8号住-Pl埋土 土･甕 ヨコナデ／ヨコナデ ハケメ／ナデ ナデ／ナデ 12.3 7.7 9.1 AI 79 67

66 8号住一カマド崩落土 土・甕 ヨコナデ／ヨコナデ ハケメ／ナデ (12.8) 8.6 13．5 AI 79 67

67 8号住一埋土 土･甕 ヨコナデ／ヨコナデ ナデ／ナデ ナデ／ナデ (21.0) 9.5 25.9 AI 79 67

68 8号住一床直 土･甕 ヨコナデ／ヨコナデ ナデ/ナデ､下半ケズリ ナデ／ナデ 23.6 10．0 27.5 AI 80 67

69 8号住-P2埋設 士･甕 ヨコナデ／ヨコナデ ハケメ／ナデ､ハケメ ナデ／ナデ 24.0 10.3 33.3 AI 80 67

70 9号住一床直 士・坏 ミガキ／ロクロナデ ミガキ／ロクロナデ ミガキ/Kイトキリ (15.0） 5.6 4.9 AIa 内黒 80 68

71 9号住-Pl底面 土・坏 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ/Kイトキリ 6.2 AⅡa 80 68

72 9号住一埋土 土･甕 ヨコナデ／ヨコナデ ナデ／ナデ AI 80 68

73 9号住一埋土 須・甕 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロクロナデ BⅡ 80 68

74 10号住一床直 士・坏 ミガキ／ロクロナデ ミガキ／ロクロナデ ミガキ/Kイトキリ 14.0 4.6 5.0 AI a 内黒 80 68

75 10号住一埋土下～床直 土・坏 ミガキ／ロクロナデ ミガキ／ロクロナデ ミガキ/Kイトキリ 14.0 5.6 5.0 AI a 内黒 80 68

76 10号住一床直 土･甕 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ/Kイトキリ 6.4 AⅡb 80 68

77 10号住一床直 土･甕 ミガキ／ロクロナデ ミガキ／ロクロナデ→下半ケズリ (27.2） AⅡa 内黒 81 68

81 11号住-Pl埋士 土・坏 ミガキ／ロクロナデ ミガキ／ロクロナデ ミガキ/Kイトキリ 13．7 5.9 5.7 AI a 内黒、墨書文字 81 69

82 11号住一埋士2層 土・坏 ミガキ／ロクロナデ ミガキ／ロクロナデ ミガキ/Kイトキリ 13.0 5.4 5.1 AIa 内黒 81 69

83 11号住一埋士2層 土・坏 ミガキ／ロクロナデ ミガキ／ロクロナデ ミガキ/Kイトキリ 14.6 5.3 5.1 AI a 内黒 81 69

84 11号住一カマド右袖土 士・坏 ﾐがｷ／ロクロナデ ミガキ／ロクロナデ ミガキ/Kイトキリ 13．9 5.3 5.1 AIa 内黒 81 69

85 11号住一埋土上～中位 土・坏 ミガキ／ロクロナデ ミガキ／ロクロナデ ミガキ/Kイトキリ (14.7) 5.3 4.3 AIa 内黒 82 69

86 11号住一床直 土・坏 ミガキ／ロクロナデ ミガキ／ロクロナデ ミガキ/Kイトキリ (13.0) 6.0 4.5 AIa 内黒 82 69

87 ll号住一埋土上位 土・坏 ミガキ／ロクロナデ ﾐがｷ／ロクロナデ、ナデ ミガキ/Kイトキリ (13.4) 5.6 7.0 AI a 内黒剥がれ？ 82 69

88 11号住一床直 土・坏 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ/Kイトキリ 14.9 5.9 4.8 AⅡa 82 69

89 11号住一床直 土・坏 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ/Kイトキリ 14.6 6.0 5.5 AⅡa 82 69

90 11号住一床直、カマド 土・坏 ロクロナデ／ロクロナデ ロナデ、ナデ／ロナデ、ナデ ロクロナデ/Kイトキリ 14．4 6.0 5.5 AⅡb 82 69

91 11号住一埋土2層 土･甕 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロクロナデ→ケズリ ロクロナデ/Kイトキリ 13．3 7.0 12.3 AⅡb 82 69

92 11号住一カマド崩落土 土・甕 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ/Kイトキリ 16.1 6.3 13.1 AⅡc 82 69

93 1l号住-P1 カマド 土・甕 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ/Kイトキリ (16.2） 6.7 14.5 AⅡ 82 69

94 11号住一埋士2層 土・甕 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロクロナデ→ケズリ ロクロナデ/不明 (18.4) 6.8 17.5 AⅡb 底面に砂付着 82 69

95 11号住一床直 士・甕 アテグ／タタキメ BI 83 69

97 12号住一床直 土・坏 ミガキ／ロクロナデ ミガキ／ロクロナデ ミガキ/Kイトキリ 12.8 5.0 5.3 AIa 内黒 83 70

98 12号住一床直 須・坏 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ/Kイトキリ 14.1 6.5 4.7 Ba 83 70

99 12号住-1号カマド 土･甕 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロクロナデ (21.8） AⅡ 83 70

100 13号住-Pl埋土下部 土・坏 ミガキ／ロクロナデ ﾐ力ｷ／ロクロナデ ミガキ/Kイトキリ 14.6 6.0 6.6 AIa 内黒、墨書文字 83 70

101 13号住一カマド付近 土・坏 ミガキ／ロクロナデ ﾐヵｷ／ロクロナデ ミガキ／不明→ケズリ (14.8) 7.4 5.1 AI Z 内黒 83 70

102 13号住一床直、カマド袖部 土・坏 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ/Kイトキリ→ケズリ 6.1 AⅡb 83 70

103 13号住一カマド袖部 須・坏 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ/Kイトキリ (15.5) 5.8 4.5 Ba 83 70

104 13号住一カマド袖部 土・甕 ハケメ／ハケメ ナデ／ナデ 8.4 BI 83 70

107 14号住-P1埋土付近 土・坏 ミガキ／ロクロナデ ミガキ／ロクロナデ ミガキ/Kイトキリ 14.0 5.8 4.7 AIa 内黒 84 70

108 14号住-P4埋士上位 土・坏 ミガキ／ロクロナデ ミガキ／ロクロナデ ミガキ/Kイトキリ 13.7 6.6 5.1 AI a 内黒 84 70

109 14号住一床直 士・坏 ミガキ／ロクロナデ ミガキ／ロクロナデ ミガキ/Kイトキリ 13．4 6.0 4.9 AIa 内黒 84 70

110 14号住-P3埋士上位 土・坏 ミガキ／ロクロナデ ミガキ/Kイトキリ 6.1 AI a 内黒 84 70
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111 14号住一カマド燃焼部 土・坏 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ/Kイトキリ 14.5 (5.7） 4.6 AⅡa 84 70

112 14号住一床直 土・坏 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ/Kイトキリ 15.0 6.4 5.1 AⅡa 84 70

113 14号住一床直 土・坏 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ/Kイトキリ 14.2 5.9 4.6 AⅡa 84 71

114 14号住一カマド燃焼部 土・坏 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ/不明→ヘラナデ 14.4 5.6 4.9 AⅡZ 84 71

115 14号住-Pl，底面 土・坏 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ/Kイトキリ 13.3 5.9 4.6 AⅡa 84 71

116 14号住一床直 士･甕 ヨコナデ／ヨコナデ ナデ/ナデ ナデ／ナデ 11.8 7.6 9.8 AI 85 71

119 15号住一床直 土･鉢 ミガキ／ロクロナデ ミガキ／ロクロナデ、ロクロケズリ ミガキ／不明→ケズリ (28.3）(11.3) 18.4 AⅡa 内黒 85 71

120 16号住-Pl埋土 土・坏 ミガキ／ロクロナデ ミガキ／ロクロナデ ミガキ/Kイトキリ 13.9 4.6 4.9 AI a 内黒 85 71

121 16号住-Pl埋土 士・坏 ミガキ／ロクロナデ ミガキ／ロクロナデ ミガキ/Kイトキリ 14．0 5.7 5.0 AIa 内黒 85 71

122 16号住-Pl埋土 土・坏 ミガキ／ロクロナデ ミガキ／ロクロナデ ミガキ/Kイトキリ 14.0 5.4 5.1 AI a 内黒 85 71

123 17号住一埋士 土・坏 ミガキ／ロクロナデ ミガキ／ロクロナデ、ヘラケズリ ミガキ/Kイトキリ→ヘラナデ 14.0 6.4 5.1 AIb 内黒 86 72

124 17号住一埋士 土・坏 ミガキ／ロクロナデ ミガキ／ロクロナデ、下ケズリ ミガキ／不明→ケズリ 15.3 6.0 6.2 AI Z 内黒 86 72

125 17号住一埋土 土・坏 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ/Kヘラキリ 12.8 7.6 4.7 AⅡc 86 72

126 17号住一埋土 須・坏 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ/Kヘラキリ 14．5 6.5 4.5 Bc 86 72

127 17号住一床直 須・蓋 ロクロナデ／ロクロナデ ロナデ／ロクロナデ、ロクロケズリ ロクロナデ／ロクロケズリ 13.9 1.6 B 86 72

128 17号住一カマド崩落土 土・甕 ヨコナデ／ヨコナデ ハケメ／ハケメ (23.2） AI 86 72

129 17号住一カマド崩落土 士・鉢 ヨコナデ／ヨコナデ ハケメ／ハケメ ナデ／ナデ 11.7 7.7 8.2 AI 86 72

130 17号住一カマド崩落土 土･甕 ヨコナデ／ヨコナデ ハケメ／ナデ ナデ／ナデ 15.7 8.6 17.1 AI 86 72

133 18号住一埋士 土・坏 ミガキ／ロクロナデ ミガキ／ロクロナデ ミガキ/Kイトキリ 13.9 7.0 5.9 AIa 内黒 87 73

134 18号住一埋士 土・坏 ミガキ／ロクロナデ ミガキ／ロクロナデ ミガキ/Kイトキリ (13.9) 5.8 5.1 AIa 内黒 87 73

135 18号住-P5床面 土・坏 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ/Kイトキリ (14.4) 6.5 5.6 AⅡa 87 73

136 18号住-P9床面 土・坏 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ/Kイトキリ (13.8） 6.0 4.8 AⅡa 87 73

137 18号住-P1床面 須・坏 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ/Kイトキリ (14.4) 5.5 5.3 Ba 87 73

138 18号住一埋土 須・坏 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ/Kイトキリ (13.4) 6.2 4.9 Ba 87 73

139 18号住一カマド崩落士． 士･甕 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロクロナデ、ケズリ (21.0) AⅡb 87 73

140 18号住一埋土下部 須・甕 ロクロナデ／ロクロナデ、ケズリ ロクロナデ/不明→ケズリ 9.1 BⅡa 87 73

146 21号住-Pl埋士下部 士・坏 ミガキ／ロクロナデ ミガキ／ロクロナデ ミガキ/Kイトキリ 12.9 5.6 4.9 AIa 内黒 88 74

147 21号住-Pl埋土下部 土・坏 ミガキ／ロクロナデ ミガキ／ロクロナデ ミガキ/Kイトキリ (15.5) 6.0 6.0 AI a 内黒 88 74

148 21号住-Pl埋土下部 土・坏 ミガキ／ロクロナデ ミガキ／ロクロナデ ミガキ/Kイトキリ (13.5) 6.0 5.1 AIa 内黒 88 74

149 21号住-Pl埋土下部 土・坏 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ/Kイトキリ (13.5） (5.8） 4.3 AⅡa 88 74

150 21号住-Pl埋士下部 土・甕 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ/Kイトキリ 13.9 8.9 13.0 AⅡc 88 74

151 21号住-Pl埋土下部 土･甕 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロナデ､下半ケズリ 20.8 AⅡb 88 74

152 21号住一カマド崩落土 土・甕 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロナデ､下半ケズリ ロクロナデ／ケズリ 31.6 15.4 31.1 AⅡb 89 74

153 22号住-Pl埋士3層 士・坏 ミガキ／ロクロナデ ミガキ／ロクロナデ ミガキ/Kイトキリ 13.7 5.7 5.0 AIa 内黒 89 74

154 22号住-P6底面 土・坏 ミガキ／ロクロナデ ミガキ／ロクロナデ、ナデ ミガキ/Kイトキリ→ケズリ (13.2） 5.6 4.9 AIb 内黒 89 74

155 22号住-1号カマド 土・坏 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ/Kイトキリ 14.0 6.2 4.6 AⅡa 89 74

156 22号住-1号カマド 土・坏 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ/Kイトキリ 14.9 6.2 5.0 AⅡa 89 75

157 22号住－3号カマド燃焼部 須・坏 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ/Kイトキリ 13.6 5.4 4.5 Ba 89 75

158 22号住-1号カマド 土･甕 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロナデ､下半へラナデ 剥落／ナデ 21.3 10.2 29.0 AⅡb 89 75

159 22号住-1号・3号カマド 士･甕 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロナデ､下半ケズリ ナデ／ナデ (29.1) 9.0 32.5 AⅡb 89 75

160 22号住-1号カマド 土･甕 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロナデ､下半ケズリ ナデ／ナデ 24.5 (12.2) 38.4 AⅡb 90 75

161 22号住一埋土 須・甕 ロクロナデ／ロクロナデ アテグ／タタキメ BI 87 75

164 23号住-P4埋土 土・坏 ミガキ／ロクロナデ ミガキ／ロクロナデ､下ケズリ ミガキ/Kイトキリ 13.5 5.7 4.7 AI a 内黒 90 76

165 23号住-P4底面 土・坏 ミガキ／ロクロナデ ミガキ／ロクロナデ、下ケズリ ミガキ／不明→Kヘラケズリ (12.9） 6.0 5.0 AIz 内黒 90 76

166 23号住-1号カマド 土・坏 ミガキ／ロクロナデ ミガキ／ロクロナデ、ケズリ ミガキ／不明→ケズリ 12.1 6.0 5.0 AIz 内黒？、箆記号 90 76

167 23号住－2号カマド 土・坏 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ/Kイトキリ 13．4 6.8 5.5 AⅡa 90 76

168 23号住一新住居床面 土・甕 ミガキ／ミガキ ミガキ／ミガキ (20.9) AⅡa 両面黒色処理 90 76

169 23号住－2号カマド 士･甕 ヨコナデ／ヨコナデ ナデ／ナデ (16.6） AI 胎士粗い 90 76
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NO 出土地点 器種 口縁部（内／外） 胴部（内／外） 底部（内／外） 口径 底径 器高 分類 備考 図版 写真
170 25号住一検出面 士・坏 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ/Kイトキリ 6.2 AⅡa 91 76

171 26号住一埋土 土・坏 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ/Kイトキリ (12.6) (6.0) 4.5 AⅡa 91 76

172 26号住一埋土 士・甕 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロクロナデ (31.8） AⅡ 胎土粗い 91 76

173 26号住一カマド付近 士・甕 ヨコナデ／ヨコナデ ナデ／ナデ (15.0) AI 91 76

176 1号土坑一埋土 須・坏 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロクロナデ (13.8） (6.3） 3.8 B 91 76

177 7号士坑一埋土下部 土・甕 ロクロナデ／ロクロナデ ロクロナデ／ロクロナデ 20.8 AⅡ 91 76

211 ⅣA-29 縄・鉢 ナデ／ 94 79

212 ⅣA-29 縄・鉢 ナデ／ 94 79

213 ⅣA-29 縄・鉢 ナデ／ 94 79

NO 出土地点 器種 長さ(cm) IB(cm) 厚さ(cm) 備考 図版 写真
55 7号住居跡-Pl 紡錘車 (4.1 5.5） 5.5 0.6 3点（2点要合可） 78 66

56 7号住居跡一埋土下～床面 刀子？ (9.0） 1.6 0.3 3点（3点妾合可） 78 66

79 10号住居跡一埋土Ⅱ～Ⅲ層 〃 4点（2点妾合可） 81 68

80 10号住居跡一床直 釘状 (11.7） 0.5 3点（3点妾合可） 81 68

96 11号住居跡一カマド燃焼部 不明 (3.2） 2.2 0.4 83 69

106 13号住居跡一床面 刀子 (7.5） 1．85 0.5 3点（3点接合可） 84 70

131 17号住居跡一貼り床士 鋤 (12.5) 4.1 0.5 86 72

142 18号住居跡一カマド崩落土 鎌 (12） 3.8 1.2 4点（4点接合可） 88 73

143 18号住居跡一床直 鉄鎌 7.5 4.4 0.8 88 73
162 22号住居跡一床直 刀子 (14.6） 1.8 1.0 4点（4点接合可） 90 75

174 1号住居状一埋土 (4.9） 0.8 0.5 91 76

175 1号住居状一埋土 不明 (4.2） 0.8 0.4 91 76

178 1号墓曠 鉄鍋 口径 － 器高10.3 91 77

179 1号墓壌 鉈 28.1 7.2 1.0 92 77

NO f 土地点 銭名 素
』
Ｊ
叩
／
『 銭径(A)/(B) 内径(C)/(D) 銭厚 量目(9) 備考 図版 写真

183 1号墓壊 大観通寶 銅 24.87 24.92 22.57 22.03 1.21～1.49 3.1 92 78

184 1号墓壌 永楽通寶 銅 23.98 23.70 20.20 20.35 0.81～1.23 2.1 92 78

185 1号墓塘 永楽通寶 銅 0.84～1.34 1.3 92 78

186 1号墓壌 永楽通寶 銅 22.45 20.12 0.67～0.85 1.1 92 78

187 1号墓曠 永楽通寶 銅 24.43 25.11 20.75 20.52 1.30～1.61 3.3 92 78

188 1号墓壌 永楽通：曹 銅 23.11 22.59 19.54 19.70 0.76～1．95 1.4 92 78

189 1号墓擴 永楽通寶 銅 23.93 24.32 20.51 20.23 1．33～1.67 2.6 92 78

190 1号墓壊 永楽通寶 銅 23.45 20.77 0.90～1.36 1.6 92 78

191 1号墓壌 永楽通寶 銅 22.70 20.35 0.73～1．04 1.1 92 78

192 1号墓壌 永楽通寶 銅 24.57 24.37 20.00 20.48 1.41～1．78 3.9 92 78

193 1号墓塘 永楽通寶 銅 24.32 23.80 20.65 20.19 0.80～1.21 1.6 93 78

194 1号墓壊 永楽通寶 銅 22.29 23.18 19.83 20.08 0.48～0.89 1.2 93 78

195 1号墓曠 永楽通寶 銅 1.07～1．27 1.2 93 78

196 1号墓壌 永楽通寶 銅 0.60～0.79 0.3 93 78

197 1号墓壌 永楽通寶 銅 22.36 22.98 20.50 20.27 0．58～0．94 1．4 93 78

198 1号墓壊 永楽通寶 銅 22.55 22.69 19.27 19.41 0.98～1.17 2.5 93 78

199 1号墓壊 永楽通寶 銅 23.48 23.67 20.63 20.39 0.64～0．86 1.7 93 78

200 1号墓壊 永楽通寶 銅 23.68 23.47 20.58 20.07 0.78～1.19 2.5 93 78

201 1号墓塘 永楽通寶 銅 23.08 23.22 19.95 19.94 0.57～0．71 1.5 93 78
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202 1号墓塘 永楽 資 銅 22.98 23.03 19.88 19.98 0.43～0.80 1.3 93 78

203 1号墓壊 永楽通寶 銅 23.31 23.56 19.28 19.82 0.76～0.92 2.1 93 78

204 1号墓壌 永楽通寶 銅 22.81 19.96 0.51～0.81 0.8 93 78

205 1号墓壊 永楽通寶 銅 22.82 22.42 20.25 21.09 0．42～1．22 1.3 93 78

206 1号墓塘 永楽通寶 銅 23.50 23.33 20.38 20.10 0.87～1．07 1．8 93 78

207 1号墓塘 永楽通寶 銅 22.27 22.38 19.25 19.42 0.49～0.68 1.3 93 78

208 1号墓塘 永楽通寶 銅 23.97 23.84 20.50 20.35 0.50～0．93 1．9 93 78

209 1号墓壊 永楽通寶 銅 23.14 23.14 20.25 19.85 0.49～0．87 1．3 93 78

210 1号墓壊 宣徳通寶 銅 25.81 25.68 20.66 20.39 1．02～1．26 2.7 93 78

NO 出土地点 器種 長さ(cm) IE(cI') 重さ（2） 色調 備考 図版 写真

144 18号住一床直 土錘 7.5YR7/6E 蒟
二 88 73

163 22号住一埋土2層 土錘 4.17 1.88 7.5YR8/6浅黄 豊色 90 75

NO 出t地点 器種 長さ(cm) ‘E(cm) 厚さ(cm) 重さ（2） 石質・産地 備考 図版 写真

1 25号陥し穴 剥片 5.2 9.5 l.5 20 頁岩・北上山地 片面調整あり 72 61

7 1号住居跡 砥石 11.7 7.8 6.2 490 デイサイト・産地不明 72 61

33 4号住居跡 磨石 (14.4) (8.9） 3.0 550 閃緑岩・北上山地 75 63

34 4号住居跡 磨石 15．4 3.4 2.0 170 頁岩・北上山地 叩き痕あり 76 63

35 4号住居跡 磨石 23.2 13.3 6.4 3300 珪質頁岩・北上山地 76 63

52 7号住居跡 磨石 31.8 10.2 6.0 3200 ホルンフェルス・北上山地 78 66

53 7号住居跡 砥石？ 18．9 4.4 1．9 200 デｲサイト・産地不明 78 66

54 7号住居跡 磨石 12.6 11．2 3.8 785 閃緑岩・北上山地 78 66

78 10号住居跡 砥石 (10.5) 5.7 4.7 1530 デｲサイト・産地不明 81 68

105 13号住居跡 磨石 17.8 11.0 6.4 4000 ひん岩・北上山地 84 70

117 14号住居跡 磨石 20.3 11．4 9.6 3900 細粒花崗岩？・北上山地 85 71

118 14号住居跡 磨石 35.5 9.6 7.0 3000 細粒花崗岩？・北上山地 85 71

132 17号住居跡 磨石 11.6 17．6 11．0 770 ひん岩・北上山地 87 72

141 18号住-P2 磨石 13.9 11．7 4.0 435 ひん岩・北上山地 87 73

145 20号住居跡 磨石 13．4 6.8 3.9 435 ひん岩・北上山地 88 73

214 ⅣA-19 石核 5.6 7.2 2.7 115 頁岩・北上山地 94 79

215 22号住一床下 石匙 6.6 2.7 0.6 凝灰岩・奥羽山地 94 79

216 13号住一南側 剥片 4.6 6.4 1.3 頁岩・北上山地 94 79

217 13号住一南側 剥片 4.1 2.9 1.7 頁岩・北上山地 94 79

218 ⅣA-29 削器？ 6.5 3.0 1.3 20 頁岩・北上山地 94 79

219 ⅣA-29 剥片 3.7 4.9 1.3 頁岩・北上山地 94 79

NO 出土地点 器種 胎士 産地 年代 備考 図版 写真

180 1号墓墳 白磁Ⅲ 灰白色 中国 15-16C 92 77

181 1号墓塘 白磁Ⅲ 灰白色 中国 15-16C 92 77

NO 出土地点 器種 長さ(cm) "(cm) 重さ(9) 備考 図版 写真

182 1号墓壊 硯 12.4 4.7 1.4 92 77



V、まとめ

1 ．遺構

竪穴住居跡

今回の調査で検出された住居跡（住居状含む）は26棟で時期は平安時代である。

<占地〉調査区内における住居の立地はほぼ全域に広がる。調査区ごとに見るとA区、 B区は北と南、C区

は中央～南側、D区は中央部、 E区は東端と西端に集中する。これは住居跡が見つからない場所が後世に撹

乱を受けていることや旧沢跡があったことに起因する。

<規模〉各住居跡の床面積を図1にグラフで示した。最大で21.94㎡、最小で9．29㎡、平均で15．23㎡で

ある。規格には大きく分けて3段階あり、小規模な住居の床面積は10㎡前後、中規模な住居の床面積は14

～15㎡､大きめな住居の床面積は20㎡前後である。カマドの設置個所による総床面積の違いは一様でない。

時期に関係なく、大小の住居が建てられた。

<建て替え（拡張)〉今回検出した住居跡で複数のカマドを有するものが2．10．12．22．23号住居跡の

5棟ある。このうち10．12．23号住居跡は床面の旧カマド燃焼部の位置や住居床面の段差から住居を拡

張したと考えられる。また4号住居跡はカマド燃焼部手前に燃焼痕と思われる焼土遺構が存在することや、

煙道部に複数の煙出し部の跡が確認できることから、やはり住居を拡張したものと推測する。

<軸方向〉カマドをもつ壁に直交する線と座標軸との角度を軸方向とした（図2)。この図から大きく北方向

(N群)、東方向(E群)、南方向(S群）の3つのまとまりに分けることができ、N群には17．19．22号

住居跡、 E群には3．4．6．7 ．8．11．12．14．15．16．18．21．23号住居跡、S群は2．10号

住居跡が属する。次に軸方向の幅方向に対する比率（軸方向÷幅方向）を図3のようなグラフにすると、各

群によって傾向が異なることが判る。すなわちN群、 S群住居跡が軸方向は幅方向より長いのに対し、 E群

は軸と幅が同じないし、幅方向の値が大きく、軸比率平均値は0．92である。このことから住居はカマドが

設けられている場所を問わず、東西に対し、南北方向が長い傾向にあることが窺える。

<カマド〉カマドを有する住居跡は22基検出された。カマドが設置された場所は北壁、東壁、南壁で北壁

にカマドが設けられる住居跡は2棟あり、壁面のほぼ中央に設置される。東壁に設けられる住居跡は最も多

く18棟で壁面中央よりやや南寄りに設置されるが、北側や中央に設けられるものも極少数であるが存在す

る。南壁に設置される住居跡は2棟で壁面の東側に設けられる。

またカマドを複数有する住居跡は5棟ある。このうちカマド2基有するものが4棟、 3基有するものが1

棟である。このうち12号住居跡は北→東、 2号住居跡・10号住居跡は東→南、23号住居跡は南→東へカ

マドの移築が行われた形跡が認められるが北→南への移行は見られないことから、北→東→南→東という変

遷が大筋で認められる。ただし、22号住居跡のように、北壁に設けられたカマドと同時期かそれより古い

東壁に設置されたカマド（2号、3号）が存在するのようにその過度期においては北→東という新旧関係は

必ずしも成立していない場合もある。4号住居跡のように住居の拡張に伴ってカマドをそのまま同じ壁面に

移設し､旧煙道部に継ぎ足して使用しているものもある。なお西壁にカマドが設けられている住居跡はない。

<柱穴〉 3．11．14．16．18．21．23号住居跡は3～5基の主柱穴が検出された。いずれもカマドは東

壁に設けられ、カマド脇に貯蔵穴をもつ。また、削平によってプランが明確でない16．18号住居跡を除き、

いずれも南寄りに長方形に配列して建てられ、南側の柱穴2基は南壁を切って建てられている。柱穴間の距

離は南北2．5～3．5m、東西間1.0～2.0mで比率は3 : 1～3 : 2，柱間内にできる空間の面積は住居
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の
規

模
に

比
例

し
て

大
き

く
な

る
。

ま
た

、
空

間
に

よ
り

区
画

さ
れ

る
東

壁
と

西
壁

と
の

隔
間

は
対

称
を

成
す

。
同

様
の

形
態

を
し

た
住

居
跡

は
北

に
約

2伽
の

庫
理

遺
跡

で
4棟

､西
に

隣
接

す
る

似
内

遺
跡

（
平

成
4年

度
花

巻
市

教
育

委
員

会
調

査
）

で
1
棟

検
出

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

こ
れ

ら
の

住
居

跡
か

ら
出

土
し

た
遺

物
に

は
以

下
の

特
徴

が
認

め
ら

れ
る

。
①

内
面

に
黒

色
処

理
が

施
さ

れ
た

坏
が

出

土
し

た
坏

の
70

～
80

％
を

占
め

る
。

②
底

部
の

切
り

離
し

は
い

ず
れ

も
回

転
糸

切
り

に
よ

る
。

③
酸

化
炎

焼
成

の
甕

は
ロ

ク
ロ

成
形

の
も

の
が

大
半

で
非

ロ
ク

ロ
成

形
の

も
の

は
ほ

と
ん

ど
出

土
し

な
い

。
そ

の
計

測
値

も
近

い
範

鴫
に

あ
る

こ
と

か
ら

遺
構

も
ほ

ぼ
同

じ
時

期
に

存
在

し
た

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。

こ
れ

ら
の

タ
イ

プ
の

住
居

跡
の

時
期

に
つ

い
て

は
庫

理
遺

跡
『

花
巻

市
埋

蔵
文

化
財

調
査

報
告

書
第

24
集

』（
2
0
0
0
：

花

巻
市

教
育

委
員

会
）

で
検

出
さ

れ
た

6
号

住
居

跡
の

埋
土

に
灰

白
色

火
山

灰
（

十
和

田
a
？

）
を

含
む

こ
と

か
ら

9
世

紀
後

半

～
末

葉
に

比
定

さ
れ

る
も

の
と

考
え

る
。

ま
た

南
壁

に
カ

マ
ド

が
設

け
ら

れ
て

い
る

庫
理

遺
跡

7
－

2
号

住
居

跡
の

埋
士

か
ら

も
十

和
田

a
降

下
火

山
灰

と
見

ら
れ

る
も

の
が

検
出

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
南

壁
に

カ
マ

ド
を

設
け

た
住

居
跡

と
近

い
時

期
に

存
在

し
て

い
た

と
考

え
ら

れ
る

。

陥
し

穴
状

遺
構

2
9
基

が
検

出
さ

れ
た

。
調

査
区

に
よ

る
遺

構
数

の
違

い
や

密
集

は
多

少
あ

る
も

の
の

ほ
ぼ

全
域

か
ら

検
出

さ
れ

て
い

る
。

同
じ

軸
線

を
持

つ
も

の
を

結
ん

で
い

く
と

3
．

4
号

陥
し

穴
、

9
．

1
0
号

陥
し

穴
、

2
2
．

2
3
号

陥
し

穴
、

1
9
～

2
1
号

陥

し
穴

、
2
．

6
．

7
．

1
2
号

陥
し

穴
が

南
北

方
向

や
東

西
方

向
に

2
～

4
基

並
ん

で
い

る
こ

と
が

わ
か

る
。

複
数

並
ぶ

も
の

は
ほ

ぼ
一

定
の

間
隔

に
並

ぶ
。

ま
た

、
26

～
28

号
陥

し
穴

は
他

と
比

較
し

て
小

型
で

、
割

と
近

い
位

置
で

検
出

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
同

時
期

の
遺

構
で

あ
る

可
能

性
が

高
い

。

ま
た

数
基

の
陥

し
穴

は
住

居
跡

と
重

複
関

係
に

あ
る

。
9
．

1
0
号

陥
し

穴
は

3
号

住
居

跡
、

1
3
号

陥
し

穴
は

2
6
号

住
居

跡
、

1
4
号

陥
し

穴
は

1
0
号

住
居

跡
の

そ
れ

ぞ
れ

床
面

か
ら

検
出

さ
れ

て
い

る
。

遺
構

内
や

検
出

面
か

ら
縄

文
土

器
や

石
器

が
出

土
し

て
い

る
こ

と
や

、
検

出
状

況
か

ら
す

べ
て

縄
文

時
代

の
遺

構
と

考
え

ら

れ
る

。

ま
た

周
辺

で
は

本
遺

跡
か

ら
北

西
約

1．
5伽

に
あ

る
石

持
I遺

跡
の

平
成

10
．

11
年

度
の

調
査

で
陥

し
穴

状
遺

構
が

約

30
3基

、
似

内
遺

跡
で

29
基

検
出

さ
れ

て
い

る
。

北
上

川
右

岸
に

隣
接

す
る

こ
の

地
域

一
帯

が
縄

文
時

代
の

一
定

期
間

に
断

続
的

に
狩

猟
場

と
し

て
利

用
さ

れ
て

い
た

も
の

と
思

わ
れ

る
。

土
坑 8基

検
出

さ
れ

た
。

形
状

は
円

形
、

楕
円

形
を

呈
し

、
住

居
跡

の
す

ぐ
側

な
い

し
周

辺
か

ら
検

出
さ

れ
て

い
る

。
遺

構
内

か

ら
土

器
片

が
出

土
し

た
も

の
は

1号
・

7号
・

8号
士

坑
で

他
か

ら
の

出
土

遺
物

は
な

い
。

時
期

は
検

出
面

や
出

土
遺

物
か

ら

平
安

時
代

の
も

の
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。

溝
跡 5条

検
出

さ
れ

た
。

5号
溝

以
外

は
調

査
区

外
に

延
び

規
模

は
明

ら
か

で
は

な
い

。
1号

溝
・

2号
溝

は
表

土
か

ら
の

掘
り

込
み

で
現

代
の

遺
構

と
考

え
ら

れ
る

。
3号

溝
は

検
出

面
や

埋
土

か
ら

古
代

（
平

安
時

代
）

の
遺

構
と

考
え

ら
れ

、
6号

住
居

跡
の

カ
マ

ド
燃

焼
部

～
煙

道
部

と
重

複
し

、
こ

れ
を

切
る

た
め

、
埋

土
か

ら
こ

の
住

居
跡

が
包

含
し

て
い

た
土

器
片

が
多

く
出

土
し

て
い

る
。

4号
溝

に
関

し
て

は
検

出
面

が
地

山
層

で
あ

っ
た

こ
と

や
､出

土
遺

物
が

な
い

こ
と

か
ら

時
期

は
不

明
で

あ
る

。

5号
溝

は
検

出
面

や
埋

土
の

状
態

か
ら

古
代

（
平

安
時

代
）

の
遺

構
と

思
わ

れ
る

が
、

出
土

遺
物

は
な

い
。

－
1
2
6
－
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堀跡

3条検出された。調査前からこの地は郡主・稗貫氏の分家である似内氏の本拠地で、その居城である似内

館のあった場所と云われ、今回発掘された堀の一部は昭和30年代の水田造成時までは確認できたと云われ

ている。堀は調査区中央部から東西方向に延びるもの（1号堀）が1条、南北方向に延びるもの（2号堀）

が1条、調査区東端部で南北方向に延びる堀（3号堀）が1条で、このうち1号堀と3号堀は館の周囲を巡

る外堀、 2号堀は郭を区画するものであると考えられる。今回検出した堀から推測する館跡全体の規模は東

西約250m、南北約115mである。

墓擴

円形の墓塘1基が検出された。削平による影響で遺構の大半が消失したものと思われ、検出時に鉄鍋や人

骨片が剥き出しの状態で出土した。鉄鍋は頭部に被せていたと思われるものが横に傾き、倒れた状態で出土

した。出土遺物は鉄鍋、人骨の他、古銭29枚（永楽通寶27枚、大観通寶1枚、宣徳通寶1枚）、硯1点、

中国産白磁片2点､鉈1点が出土している。鉄鍋の底面には足が1つ付いているがほかは欠損して残らない。

口径は残存部からの推定値で約25cm前後ある。鉈は長さ28.1cm、幅7.2cm，厚さ1.0cmを測り、切っ

先には突起があり、同様のものが金ヶ崎町松本館跡、遠野市篠館跡などで出土している。遺構の時期は出土

遺物から15世紀後半～16世紀後半頃と考えられる。

墓擴の南側では中世の豪族似内氏の居城（似内館）に伴う堀跡が見つかっている。周辺でこれ以外に中

世の遺構は検出されていない。墓塘は館跡の外に位置するが、館跡は豊臣秀吉によって郡主稗貫氏が領地を

召し上げられる16世紀末まで機能していることから、墓墳に埋葬された人物が似内氏と何らかの関わりの

あった可能性は高い。

その他の遺構

上記以外の遺構では柱穴列1基、柱穴状小土坑81基が検出されている。柱穴列は本文中で述べたように

調査区域外と隣接し、遺構の全容が明らかでない。また柱穴状小土坑についても同様で、後世の畑地造成時

の削平により中世～近世の検出面がなく、古代の面で検出されたため、遺構はいずれも浅めである。

’
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2．遺物

今回の調査で大コンテナ約13箱分の遺物が出土した。ほとんどが遺構内からの出土で土師器、須恵器、

石器、鉄器、土製品などが出土している。

土器

土器の分類に当たっては、器種と焼成方法、調整技法によって細分した。

器種には坏、大形坏、蓋、渦、鉢、甕、壺などがある。これらを坏類・甕類の2つに大きく分け、焼成状

態、底部切り離し技法の違いによってAI、AⅡ、B群に分類し、さらに坏類は底部の切り離し技法、甕類

は器面調整の方法の違いで細分した。

･坏類（坏、大形坏、蓋）

A群：ロクロにより成形され、酸化炎焼成の土器群。

I類：内面へラミガキ調整と黒色処理が施されたもの。

Ⅱ類：ロクロ以外の調整が施されないもの。

B群：ロクロにより成形され、還元炎焼成の土器群。

底部再調整の割合

<底部切り離し技法〉

a種：回転糸切りで、再調整が施されないもの。

b種：回転糸切りで、再調整が施されるもの。

c種：回転へラ切りで、再調整が施されないもの。

d種：回転へラ切りで、再調整が施されるもの。

z種：再調整による摩滅のため不明なもの。

<坏形土器〉

今回の調査で住居内から出土し、図化・掲載した坏形土器は86点である。このうちAIの酸化炎焼成の

内黒坏は49点（57.0％)､AⅡの酸化炎焼成の非内黒坏30点（34.9％)、B群の還元炎焼成坏7点（8.1％）

で出土量の比率は約AIが半分以上を占める。

底部の切り離し技法は回転糸切りが多く、箆切りは極僅かである。底部の切り離し後の再調整の割合はA

Iは27．6％、AⅡは23．1％、 B群は0％である。

また住居跡のカマド構築場所の違いによって坏を分類した。これによると住居N群→E群になるとAIの

割合が増加し、 B群の割合が減少しているのが判る。S群については出土量が少ないため比較は難しい。底

部の切り離し技法は回転糸切りが圧倒的に多く、箆切りは少ない。底部の切り離し後の再調整はAIは住居

N群、AⅡは住居E群で再調整が施される割合が多い。
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AI AⅡ B群

N群
3／5

(60.0）

0／4

(0）

0／3

(0）

E群
9／38

(23.7）

6／21

(28.6）

0／3

(0）

S群
4／7

(25.0）

0／1

(0）

0／1

(0）



坏形土器分類表

<大形坏〉

2点出土した。7は2号住居跡の埋土、17は3号住居跡のカマドから出土した。成形はロクロでいずれ

も酸化炎焼成による。器面の調整は7は内面が黒色処理され、ミガキが施される。底部の切り離しは回転糸

切りによる。17はロクロナデのみで、底部の切り離しは回転糸切り無調整である。

<蓋〉

17号住居跡の床面から1点出土した。ロクロ成形の還元炎焼成坏で天井部につまみの部分はない。

<渦〉

3号住居跡のカマド燃焼部から1点出土し、口径35.4cm、底径12.5cm、器高15.1cmを測る。底部

は平底で体部外面下半はへうケズリ調整される。

･甕類（甕、鉢、壷）

A群：酸化炎焼成の土器

I類：非ロクロ成形の土器群。器面の調整は口縁部はヨコナデ、胴部は外面はナデ、内面はハケメによる

調整が主に施される。

Ⅱ類：ロクロ成形された土器群。

a種：内面へラミガキ調整と黒色処理が施されたもの。

b種：器面の調整にロクロナデ成形後に体部下半にナデ、ケズリによる再調整が施されるもの。

c種：器面の調整にロクロ以外の調整が施されない土器群。
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遺構名 坏形土器

AI AⅡ B 小計

AI

a b C 。 Z

AⅡ

a b C 。 Z

B群

a b C ．Z

Ｎ
群

北

北

業

17号住

住
住

号
号

２
２

１
２

小 計

2

1

2

5

(45.4）

1

2

3

(27.3）

1

１
１

3

(27.3）

4

２
５

ll

１
１

2

1

1

2

1

1

2

2

1

1

１
１

2

1

1

Ｅ
群

へ

古
一

（
新
）

4号住

6号住

7号住

8号住

11号住

13号住

3号住

14号住

16号住

18号住

21号住

23号住

小 計

２
１
４
４
７
２

３
４
３
２
３
３
38

(61.3）

３
２
１
３
１

１
５
２
１
１
20

(32.3）

１
１

2

4

(6.4）

５
１
６
６
Ⅲ
４

４
９
３
６
４
４
62

２
３
７
１
２
４
３
２
３
１
28

1

一一一

1

2

1

－－一

1

一一一

１
３
１
－
２
7

１
２
２

ーー

１
４
２
１
１
14

１
１

1■■■ 1■■■ ■■

2

1

1■■■ 1■■■ ー

1

－－q■

2

い－一q■

1

3

1

1
b一一口

2

4

■一一■■－－ ■一一 ＝－－

Ｓ
群

南

2号住

10号住

小 計

1

2

3

1

1

３
２

4

2

2

1

1

1

1



B群：還元炎焼成の土器。

I類：口縁部のみロクロ成形で胴部は内面アテグ、外面叩き目痕が残るもの。

Ⅱ類：器面の調整にロクロナデを施すもの。

a種：ロクロ成形後に体部外面中～下半にナデ、ケズリによる調整が施されるもの。

b種：器面の調整にロクロ以外の調整が施されない土器群。

今回の調査で住居跡から出土し、図化・掲載した甕類は59点である。このうちAIの酸化炎焼成の非ロ

クロ成形の甕類は28点（47.5％)、AⅡのロクロ成形の酸化炎焼成の甕類は22点（37.3％)、BIの還元

炎焼成の甕類は2点（3.4％)、 BⅡは7点で（11．9％）でA群が出土量の8割以上を占める。

住居跡ごとの構成は以下のとおりである。

甕形土器構成表（住居内出土）

上の表からA群ではI類とⅡ類に偏って出土する傾向が窺える。すなわち4．6．7．8．17号住居跡

からⅡ群が出土するのは6号住居跡の1点のみで、反対に3．10．11．21．22．23号住居跡からはI類

は出土していない。

土製品

士錘が2点出土した。17号住居跡、22号住居跡から1点ずつ出土し、いずれも欠損品である。
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遺構名

甕形土器

A群

I
Ⅱ

a b C 不明

b

h

B群

I
Ⅱ

a b 不明

1号住居跡 1 1

2号住居跡 1 1 1

3号住居跡 2 1

4号住居跡 5 1

5号住居跡

6号住居跡 3 1

7号住居跡 3 1

8号住居跡 6

9号住居跡 1 1

10号住居跡 1 1

11号住居跡 2 1 1

12号住居跡 1 1

13号住居跡 1

14号住居跡

15号住居跡 1

16号住居跡

17号住居跡 4

18号住居跡 1 1

19号住居跡

20号住居跡

21号住居跡 2 1

22号住居跡 3 1

23号住居跡 1 2

24号住居跡

25号住居跡

26号住居跡 2 1

合 計 28 3 14 2 3 2 3 1 3



｜

3．宮野目地区の平安時代の集落の変遷

宮野目地区には古代の政庁跡として知られる宮野目方八丁遺跡がある。昭和31年の発掘調査では竪穴住

居跡2棟が確認され、土師器・須恵器、鉄片、砥石などが出土している。これらの遺物が志波城や胆沢城か

ら出土したものと類似することや「方八丁」の地名から蝦夷開拓期の遺跡と考えられている。この地域で調

査が行われた古代の遺跡は庫理遺跡、似内遺跡、石持I遺跡、上似内遺跡、下似内遺跡などで、いずれも方

八丁遺跡以降に築かれた集落跡である。これらの遺跡は見つかった遺構・遺物から9世紀前半～10世紀前

半に位置付けられる。ここでは時期ごとに第1期～第Ⅳ期に分類し、これをさらに出土遺物の傾向や特徴・

住居の構造・カマドの位置の変遷からで古期と新期に細分した。なお各時期の設定にあたっては周辺地域に

おける既存の編年区分を加味しつつ、可能な限り細分することを試みた（ただし、各期の年代の比定につい

ては明確に特定できるものでないため推測の域を出ず、時期が前後するものも含む可能性もある)。

遺物の分類(AI,An,B群) (AI、AⅡ、B群）については本文中(P128～130)と同様である。

第1期・・・9世紀前葉～中葉に比定され、カマドは住居の北壁面に構築される。北壁にカマドが構築さ

れるもの（古期）、カマドが北壁から東壁に移行するもの（新期）に細分した。

・坏類はAI (酸化炎焼成で内面が黒色処理されミガキが施されたもの）が多く、次いでB群（還元炎焼

成のもの）→AⅡ（酸化炎焼成で非内面処理のもの）の順である。

＜古期＞ 9世紀前半に比定される。

・住居跡・・カマドは住居の北壁面のほぼ中央に構築される。

・坏類・・・出土する坏は内面が黒色処理されミガキが施された土器(AI)が半分を占め、他は酸化炎

焼成で内面無処理の土器(An)と須恵器坏(B群）が同じ割合で出土。底部の切り離し技法

はA群は約9割、B群は約7割が回転糸切りによる。切り離し後、底部に再調整が施されるも

のはAI、B群に多い。B群の坏に底径が広く、体部が直線的に立ち上がるものが出土。

・甕類・・・酸化炎焼成の甕類は非ロクロ成形のもの(AI )が9割を占める。ロクロ成形のもの(An)

と共伴はしない。小型の甕（鉢）はすべて非ロクロ成形である。

＜新期＞ 9世紀前～中葉頃に比定され、第Ⅱ群との過渡期ないし平行期にあたる。

・住居跡・・カマドは住居の北壁から東壁面に移設される。

・坏類・・・出土する坏はAIが約半分を占め、他はB群が多く、AⅡとの割合は2 : 1で出土。須恵器

はこの時期までが盛期。AIは口径が狭く、器高の高いものが増える。また体部は直線的に立

ち上がり、底面～体部に再調整が施されるものが多く出土する。坏の2割は底部の切り離し技

法が回転へラキリによるもので、特にB群に多い。

・甕類・・・酸化炎焼成の甕類はロクロ成形のもの(An)の出土量が増える。４
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第Ⅱ期・・・9世紀中葉～後葉に比定される。カマドは住居の東壁・南壁面に構築される。

・住居跡・・カマドは住居の東壁面に構築される。カマドは壁の中央～やや南寄りに構築されるものが

多い。
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口

･AIは出土割合は減少傾向である。AI、AⅡは口径が狭く、底面全体～体部上位まで手持

ちへラケズリが施されたものが多く出土する。

・酸化炎焼成の甕類はAIのみ出土の住居とAⅡが出土する住居がある。出土量は約2 : 1の

比率でAIが多い。AⅡは小型の喪が出土する。

･坏類。

･甕類．

第Ⅲ期・・・9世紀後葉～末葉に比定される。出土遺物の特徴から新旧2期に分かれる。

・住居跡・・カマドは住居の東壁に設けられるのが大半であるが南壁・北壁面に設置されるものもある。

9世紀末葉を中心に東壁にカマドが設けられる住居の中に柱穴が方形状に4基規則的な配列を

し、さらに南側の2基が南壁を切るのを特徴とするものがあり（庫理遺跡第5．6．10．13

号住、似内遺跡1号竪穴住く花巻市教委H4年度調査＞、上似内3．14．16．18．21号住）、

庫理遺跡6号住居跡の埋士から十和田a降下火山灰が検出されている。

・坏類・・・AIの最盛期で出土する坏の約7割を占め、他はAⅡが2割、B群は1割である。

＜古期>AIは体部が内湾して立ち上がり、口径値・器高は大きい。AⅡは口径値に対する底径

値が低くなる。底部切り離し後、再調整が施されるものが減少する。

＜新期>AIは体部が内湾気味に立ち上がり、ロクロ成形による段が残るもの、口唇部が外反す

る坏が出土する。器高は古期と比較して低くなる傾向にある。

・甕類・・・酸化炎焼成の甕類はAⅡが9割以上をしめる。AⅡの甕は頸部から「く」の字状に外反し、

口唇部に段を有するものが多く出土する。口唇部は上方につまみ上げるものが多く、新期は口

頸部の外反がより鋭角的である。

第Ⅳ期・・・10世紀初頭～前半頃に比定される。

・住居跡・・カマドは南壁・東壁面に設置される。カマドが東壁に設けられた住居は小規模のものが多い。

・坏類

く古期>AIが激減し、代わってAⅡが出土量でA1と同量になる。底部の切り離し技法は回転糸切

りで再調整が施されるものは少ない。須恵器(B群）の出土量はあまり変わらないが、全体に

占める割合はやや増える。AI，AⅡの体部はロクロ成形による段がより明瞭になる。また底

部に台状の段が付き、小型のものが多くなる。

＜新期>AIが減少し、代わってAⅡが出土量でA1を上回り、全体では5割を越える。B群の出土

量はあまり変わらないが、全体に占める割合はやや増える。底部切り離しは回転糸切りのみで

ある。A群は底部から内湾して立ち上がり、底部の段が消える。また器高は低く、さらにより

皿に近い形状になる。台付きの坏が増加する。

・甕類・・・酸化炎焼成の甕類はAIとAⅡが半々で、AIの胴部上位に最大径がある甕は口縁部が極端

に短い。また口頚部が鋭角的に外反するものがある。AⅡは口唇部が肥厚し、段を有するもの

が多い。
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カマドの使用時期（宮野目地区周辺）

＜補足＞

庫理遺跡2号住居跡（北カマド）は当初1期に属するものとしたが、検討を重ねるうちに時期が異なる

と判断した。その根拠として①第1期の住居跡はカマドを北壁のほぼ中央に構築しているのに対し、同住居

跡は北壁面の東寄りにカマドが設けられている。②出土する坏はAIが8割を占め、 B群が出土しない。ま

た出土した坏類に口唇部が外反する形態のものがある。③甕類がロクロ使用で口頚部～口唇部が内湾して

｢ノ」字状の丸みを帯びた形状を呈するものでなく、口縁部が「く」の字状に外反し、口唇部に段を有する

ものであること。などいずれも第1期の特徴からはずれている。

花巻市において住居の北壁にカマドを有し、壁面中央部から東西に寄せて構築されるものは検出されてい

ない。花巻市周辺では石烏谷町大地渡遺跡Cf-65住、白幡林遺跡A－7住、B－5住や北上市柳上遺跡

I 18住などで北壁東寄りにカマドが設置された住居が検出されている。このうち大地渡遺跡のCf-65、

白幡林遺跡B－5住は出土遺物の特徴から9世紀末葉、白幡林遺跡A－7住、柳上遺跡I 18住は埋士から

十和田a降下火山灰が検出され、その状況から10世紀初頭頃に比定される。庫理遺跡2号住も出土遺物の

特徴から9世紀末葉頃に属すると思われ、第Ⅲ期後半頃に比定されると考える。

＜周辺の遺跡＞

矢沢地区・・・宮野目地区とは北上川を挟む東側の対岸に位置し、同時期に該当する住居跡は下幅遺跡・矢

沢八幡遺跡で検出されている。

･矢沢八幡遺跡・・CGO9

規模は2．8×3.2mで形状は長方形を呈する。カマドは北壁から東壁へ移築している。出土遺物は坏は内

黒(AI )6点、非内黒(An)2点、甕は非ロクロ1点、ロクロ使用4点を記載している。坏類AIは

体部が内湾し､底部が小型のもの、口径･底部が広く、器高が低いものが出土する。時期はⅣ期に比定される。

･下幅遺跡・・・1号住居跡（報告書に名が付していないため仮称）

カマドは東壁面に設けられ、主柱穴が4本規則的に配列している。撹乱のため壁がないためが位置的に

南側2本は壁面をきる可能性が高い。出土遺物は坏はAI、AⅡで体部が内湾して立ち上がる。甕はロクロ

成形のものが顕著で、口縁部が外反し、口唇部を上方につまみ上げるものが出土する。時期はⅢ期の9世紀

後半頃に属する。
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第1期(9C前半） 第Ⅱ期(9C中葉） 第Ⅲ期(9C後～末葉） 第Ⅳ期(10C初頭～前半）

北 ー q■■■ q■■■一一一ーーーー－－－q■■■ q■■■ q■■■ ■■
一一一一一一 一一

東 ■■ ー 一一一一ー－－ーーー。■■■ 4■■■－－－ー一■ ■一一一一－一ーーーーq■■■ q■■■－－q■■■一一 ﾛ■P一一一一ー1■■■ 1■■■ 1■■■－－1■■■一一一一一一

西

南 一一ーーーq■■■ 1■■■一一一一－一一 一一一一一一一一一一一q■■■－q■■■ ｡■■■ 1■■■一■ ■－一一－－一一－－一一－－－－ー＝



！

出土坏分類表（宮野目地区周辺）

a..Kイトキリ b・・Kヘラキリ c・・Sイトキリ不明・・再調整のため( )内は再調整あり ＊表中の繩は各報告書に掲職されている遺物に限るため遺跡から出土した鍬とは異なる
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遺構名
f

AI AⅡ

Ｐ
」
、

B 小計

AI

a b C 不明

A

a b

I

C 不明

E

a b

群
C 不明

第
１
期 ー

Ｎ
群
一
Ｎ
↓
Ｅ

7号住 （似内）
15号住（似内）
24号住（似内）
SIOl (似内）
17号住（上似内）

_凶畳住_(似内1－－－－－
12号住（上似内）

小 計
(43.3）

7

2

2

4

2

11
一一ー

1

29

(20.9)

６
２
３
１
２
一

一

14

(35.8）

6

2

4

1

1

9
q■■■ 1■■■ー

1

24

的
４
８
８
４
胆

1■■■ 1■■■

2
67

２
２

4(1)
1 (1)
8（3）

ーーー■

1

18 (5)

2（2）
凸一一一

2（2）

1 (1)

一一一一

l (1)

５
１

１
１

一一一＝

8

－

６
２
３
１
一

一

12

１
１

■■一1■■■－

2

1■■■ 1■■■ 1■■■ 1■■■ 1■■■－1■■■ 1■

5 (1)
2

4

Ｆ
ｈ
Ｊ
－
１
１
１

17(1)

１
１

3 (1)
一一1■■■ ロ■■■

5 (1)

ーー一一

1

1
ーー一4

2

第
Ⅱ
期

Ｅ
群

■■ーー

Ｓ
群

0号住 （下似内）
0号住 （下似内）
4号住 （似内）
5号住 （似内）
12号住（似内）
20号住（似内）
4号住 （上似内）

_腸庄_L上似肌一一一一
旧23号住(上似内）

小 計

－

２
２
１
６
２
２
４
－
３

－

22

(45.8）

－

２
２
１
３
３
１
一

一

12

(25.0）

５
２
３
１
２
１

1■■■ q■■■ー

14

(29.2）

５
６
４

－

４
８
７
５
６
３

4■■■

48

2 (1)
1 (1)

3 (1)
1
2

1 (1)
1

11 (4)

2 (2)

ワ q■■■－1■■■

2(2)

■■■ー1■■■ 1■■■

ｌ
ｌ
ｌ

3
1■■■－－4■■

2

8

１
２
１

－q■■■－1

4

2

1
■■一一一

3

一一一一

2

2

一一－－

4

4

1

1

2

1

9

１
２

2

一一－q■■■

5

1■■■一一ー －－ーq

第
Ⅲ
期

Ｓ
群
一
Ｅ
群

一
Ｎ
群

2号住 （上似内）
2号住 （似内）
8号住 （似内）
16号住（似内）
SIO2 (似内）
13号住（上似内）
1号住 （庫理）
1号住 （似内）
3号住 （似内）

6号住 （似内）
19号住（似内）
22号住（似内）
27号住（似内）
6号住 （上似内）
7号住 （上似内）
5号住 （庫理）
6号住 （庫理）
10号住（庫理）
11号住（庫理）

13号住（庫理）
1号住 （似内）
3号住 （上似内）
14号住（上似内）
16号住（上似内）
18号住（上似内）
21号住（上似内）
9号住 （似内）
17号住（似内）

_l1畳住_L上似肌一一一一
22号住（上似内）
2号住 （庫理）

小 計

２
１
２

－
２
Ｗ
１
５
１
１
３
１
４
８
８
別
３
４
羽
３
４
３
２
３
２
明
７
－
２
焔
186

(63.0)

２
１
５
－
１
用
２
１
２
４
１
２
６
１
１
１
２
１
５
２
１
３
－
２
４
68

(29.0）

一
一

１
１
２
１
－
１
３
２

１
１
１
５

２

ーー

1

22

(8.0）

1■■

ロ■■■

３
３
１
５
６
－
４
冊
３
８
３
５
３
１
１
６
９
Ｍ
妬
５
５
洲
４
９
３
６
４
２
胴
１
６
別

一
・
276

。

）

－
５１

１
２
－
１
１
４
１
１
１
３
(3)
(1)
(8)
(1)
(1)
17

(1)

31

5

6

21

3

4

3

4

3

2

3

2

15

7

2(1)
14(2)
157(23)

l (1)

■ 1■■■ q■■■ー

1

Pーー。■■■

2 (1)

■■■－－－

l (1)

Ⅱ■■－－－

1

2(1)

１
１
１

１
１

６

１

12

2

1

5

(1)
(1)
(1)
1

1

(1)

－
１
肥
１
３

－
１１

２
４
１
１
１
２
１
４
２
１
２
－
２
ｉ

一
４

61 (5)

ーー－1■■■

■ーq■■■ q■■■

1

一一一一

1

一一一ー

1

一1■■■一○

1

1
ーq■■■－q■

2

1

1

1

1

3

2

1

1

1

1

2

2

1

18

1

ー 。■■■ 1■■■ー

■■ I■■■一一

1

－q■■■ー■■

1

一ー一ー

1

一ー一

ーー1■■■ ｡

第
Ⅳ
期

Ｓ
群

pー■

Ｅ
群

新23号住(上似内）
10号住（上似内）
1号住 （庫理）
3－2号住(庫理）
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花巻市内遺跡・・・花巻市万丁目遺跡・古館Ⅱ遺跡

･万丁目遺跡

豐沢川流域から北に0．9mの位置にある。検出された遺構は奈良時代～中世のもので平安時代の住居跡

は2棟で、このうちカマドを有するのはⅡEO1と命名された住居跡1棟である。ⅡEO1は350×370cm

でカマドは最初北壁中央部に設けられ、のち住居の拡張（400×442cm)とともに東壁面のやや南寄りに

移設されたものである。出土した掲載遺物は坏類がAI5点、AⅡ3点、B群2点でAIは体部が内湾して

立ち上がり、器高は高い。また底面～底部の再調整が施されるものが半分ほどある。甕類は酸化炎焼成によ

るものが大半でAIは4点、AⅡは7点が掲載されている。AⅡは口頚から外反し、口唇部に段を有するタ

イプと口唇部に口頸部から内湾し、明瞭な段をもたないタイプが出土している。これらの住居の形態や出土

した遺物の特徴から時期は第Ⅲ期前半の9世紀後半に比定される。

･古館Ⅱ遺跡

豊沢川流域から北に0．5mの位置にある。検出された遺構は奈良時代～中世のもので平安時代の住居跡

が8棟検出され、このうちカマドを有するのは5棟で東壁に設けられるものはB13住、E16-2住、E

21住、F15-2住の4棟でB13住とF15の埋土から十和田a降下火山灰が検出されている。E21は

検討できる遺物が少ないため時期は不明でB13，E16-2，F15-2は出土した遺物の特徴から第Ⅳ期、

10世紀初頭頃の遺構と思われる。南壁に設けられるものはF16の1棟である。F16は規模は3.2×3.2m、

遺構周辺部および埋土からは十和田a降下火山灰が検出される。掲載遺物は坏類AIは20点､AⅡは20点、

B群はない。甕類はAI、AⅡが半々で出土し、AⅡは口頚で外反し、口唇に段を有するものである。これ

らの住居の形態や検出状況、出士遺物の特徴から時期は第Ⅳ期、10世紀初頭に比定される。

以上、花巻市内で調査された遺跡の結果からカマドの設置場所における出土遺物の特徴に大きな地域差は

認められなかった。なお、遺跡の調査例は他にもあるが、比較検討可能なものについては同じ傾向であった。

また同じ北上川西岸にある北上市や盛岡市周辺の遺跡と比較すると時期によって地域差は明瞭になる。す

なわち、 9世紀前半（～中葉）において花巻市周辺では北カマド→東カマドの変遷が確認できるのに対し、

北の盛岡市や南の北上市では西カマド・南カマド使用の住居が存在し、中でも盛岡市周辺では西カマド、北

上市では南カマドが多い（ただし、この時期に南カマド使用の住居が見つかっているのは岩崎台地遺跡群の

み)。 9世紀後葉以降は北の盛岡市周辺の遺跡では花巻市周辺で見られない西カマド使用の住居跡が10世

紀以降も検出される一方で、北上市の北上川流域にある遺跡から見つかる住居跡にはカマドの向きや移設場

所・柱穴の配列などで共通する点が多く見られるようになる。カマドの向きを変える理由については不明で

あるが、 9世紀末～10世紀初頭における花巻市～北上市周辺には共通の文化圏が存在していたと推察され

る。

4．おわりに

今回の調査で検出された遺構や遺物から上似内遺跡は、縄文時代の一時期には狩猟場として、平安時代に

は集落跡として、中世には館跡として利用されていたことが明らかになった。

縄文時代の陥し穴は隣接する似内遺跡や石持I遺跡の調査でも多数検出されており、このあたり一帯が狩

猟生活を営む人々にとって重要な土地であったことが窺える。平安時代になると北上川西岸一帯には本遺跡

の他に似内遺跡、庫理遺跡、下似内遺跡、石持I遺跡など多くの遺跡で住居跡が見つかっている。いずれも
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平安時代以前の住居跡が見つかっていないことから、 9世紀初頭に律令国家権力がこの地に及び、その支配

下のもとで新たに集落が形成されたと考えられる。中世の館跡は室町～戦国時代この地を支配していた似内

氏の居城であり、北上川を挟んで隣接する矢沢館とともに郡主稗貫氏の東の要として重要な役割を担ってい

たものと思われる。今回の調査で見つかった堀跡はこの館に伴う遺構と考えられ、その規模や構造を知る上

での一助となった。今後、継続して行われる花巻市教育委員会の調査の成果を期待したい。
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遺跡遠景（南から撮影）

調杳灰令景

写真図版1 空中写真(3
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調査区全景(A～D区）

調杳灰今景(E区）

写真図版2 空中写真(2
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1号住居跡（平面･ S→）
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2号住居跡（平面･ N→）
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4号住居跡（平面･W→）
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5号住居跡（平面･W→）
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6号住居跡（平面･W→）
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7号住居跡（平面･W→）
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8号住居跡（平面･W→）
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9号住居跡（平面･ S→）
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10号住居跡（平面･ N→）
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13号住居跡（平面･ S→）
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14号住居跡（平面･ E→）
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ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コ ー ド
I

市町村｜遺跡番号
I

北緯

。' ノノ

東緯

O '"

調査期間 調査面積 調査原因

かみにたないいせき

上似内遺跡

いわてけんはなまきし

岩手県花巻市

かみにたないだいじゅうにじ

上似内第12地

わI)さんばんち

割3番地ほか

03205 １
１
１
‐
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ME16-0302
度
分
秒

９
４
０

３
２
２

141度

分
秒

９
３

０
０

2000．4．14

～10．20

8，300㎡ ｢ほ場整備事

業｣に伴う緊

急発掘調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺物 主な遺物 特記事項

上似内遺跡 狩猟場

集落跡

館 跡

縄文時代

平安時代

〃

中 世

〃

時期不明

〃

陥し穴状遺構29基

土坑 8基

竪穴住居跡 26棟

墓曠 1基

堀 3条

溝状遺構 5条

柱穴列 1基

柱穴 81基

士師器（坏、甕）

須恵器（坏、甕）

鉄製品（鎌、鎌、刀

子、紡錘車）

石器（砥石、磨石等）

士製品（士錘3点）

その他（硯､白磁片、

銅銭28枚､鉄鍋鉈）

･平安時代9世紀代の

集落跡

中世の似内館に伴う

堀跡を検出
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